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獣医さんと恋する子犬





　









　居酒屋特有の喧けん噪そうを背に、キッチンに戻もどった桐きり崎さき英えいの前のカウンターへ、グラスが置かれた。


「十番な。急げよ」


　とん、とん、と次から次へと置かれた何なん杯ばいものグラスに、あ、はい、と桐崎英は頷うなずく。だが同時に、フロアの方から、「すみませーん」と客の呼ぶ声が聞こえた。


　トレイを手にしようとしていた英は、その声に動きを止めて、逡しゆん巡じゆんする。答える声がないということは、他ほかの人間はいま手が離はなせないということだろうか。


（……えっと、どうしよう……先に飲み物運んで、それから……）


　急げよ、と言われた目の前のグラスたちを見て、どちらを優先すべきか決めかねていると、もう一度「すみませーん！」と焦じれたらしい大きな声がした。


　慌あわててキッチンとフロアを区切る小さな暖簾のれんをくぐった英は、そこでまた、えっと、と足を止めた。どのテーブルから呼ばれたのかがわからない。


　するとすっと横を通った人物が、通りすがりに「俺が行くからもういいよ。三番だよ馬ば鹿か」と小声で言い放ってテーブルへと向かう。お待たせしました、と客に対応している同じバイトの青年に、すみませんと言う暇ひまもない。


　英は吐はき出しそうになる息をぐっと堪こらえて、再びキッチンに踵きびすを返した。


　だが、既すでにそこには先ほどのグラスはもうなく、気付いたキッチンスタッフが呆あきれたような目を向けてきた。


「遅おせえよおまえ。急げつっただろ」


「え、あ……すみません、あの……」


「他のヤツがもう運んだから。つか次これ七番な、零こぼすなよ」


　再度数杯はいのグラスを置かれ、はい、と頷いた英は、トレイに載のせたそれらを慎しん重ちように持った。基本トレイは片手で運ぶのだが、これが相当重かった。震ふるえそうになる腕うでに力を入れてフロアに出ると、忙せわしなく動き回るフロアスタッフと一いつ瞬しゆんぶつかりそうになる。邪じや魔まだよという表情で見られ、すみませんと小さく謝りながらすれ違ちがった。


　すると傍そばのテーブルの客に「ちょっと」と呼び止められ、驚おどろいてびくっとしながらもなんとか、はい、と顔を向ける。


「あのさー、サラダ頼たのんでたんだけど、まだ？」


　最初の方に頼んだんだけど、と言われ、少々お待ちくださいと返す。テーブルの番号を確かめた英は、ふいにみぞおちの辺りがひやっとするのを感じた。


　そこのテーブルからオーダーを取ったのは、自分だ。もしかしてキッチンに伝えそびれていたかもしれない……。


（……どうしよう、伝えたっけ、伝えてないっけ……）


　考えるほど焦あせりで混乱が広がる。それで手元が疎おろそかになったのか、トレイのバランスが崩くずれた。あっと思った時にはもう遅く、グラスが倒たおれてしまう。運んだ先の客のひとりに、少しだが零れた酒がかかってしまい、「うわっきったねえ～」と声があがった。


「っす、すみません……！」


　慌ててテーブルにトレイを置き、キッチンからおしぼりを取ってくると、客に渡わたす。ふざけんなよ、と毒づいている客に何度も頭を下げると、もういいよ、と追い払はらわれるように手を振ふられた。


　自分の不器用さが身にしみてひどく情けない。もう一度、申し訳ありませんでしたと謝って、無事だったドリンクだけを置き、零してしまった分を作り直しにキッチンに戻った。するとさっきのスタッフが「だから言っただろ」というような視線を送ってくる。


「なんでそんなトロいのおまえ？　もうちょっと要領よくできねえわけ？」


「……すみ、ません」


「んな女みてえなナリで、中身もなよなよしてるってさあ、見るからにおまえ、ここに合ってねえじゃん。このバイト向いてねえんじゃねえの」


　きつい口調で言い捨てられ、英はなにも答えられず俯うつむくしかできなかった。するとため息とともに、「ちゃんと店長に報告しろよ」と冷たい声が降ってくる。場合によってはクリーニング代なども必要になる。それに、はい、と小さく頷いた英は、おずおずと顔を上げた。


「あの、三番さん、サラダがまだだって言われてるんですけど……」


「は？　サラダ？　そんなん聞いてねえけど？」


　眉まゆを顰ひそめるスタッフは、すぐに英が伝え忘れたということに気付いたらしく、「おい、勘かん弁べんしろよなー」と大きな息を吐いてみせた。


「すみません……っ、あの、今から作ってもらえますか……っ？」


「作るしかねえだろ。おまえ自分で謝ってこいよ」


　更さらに呆れた顔をして背を向けたスタッフに、はい、と頷く。


　まずはドリンクを作り直して持っていって。それから三番の客に謝って。そして店長へ報告。


　頭の中でやらなければいけないことを並べるが、少しも落ち着けなかった。自じ業ごう自じ得とくなのに、焦りと、自己嫌けん悪おでいっぱいになる。


　きりきりと痛み出した腹部を押さえるようにして、英はキッチンを出た。











　大通りからしばらく入った路地は、外灯の灯あかりも頼たよりなく、うすぼんやりとした闇やみが広がっている。


　丑うし三みつ時どきと呼ばれる時間帯の今、ほかに人ひと影かげもない中を英は自転車をこいでいた。バイト先の居酒屋から自転車で二十分ほど走ると、ぽつんとひとつの外灯が現れる。その下まで着いて自転車から降りると、英は折りたたみ式のそれをたたんだ。


　ふと上を見上げると、暗い外灯に虫が集まっていて、夜中のこの時間でももうあまり寒くないことに、季節の移り変わりをなんとなく感じる。もうすぐ六月になれば、梅雨つゆがやってきてまた少し肌はだ寒ざむさが戻るかもしれないが、暑さよりも寒さの方が苦手な英にしてみれば、夏の方が好きだった。


　そう言うと、大たい抵ていの人間に意外だと言われるのだが、それはひとえに、自分に対するイメージのせいかもしれないということはわかっている。


　背は、百七十センチに二センチほど足りないくらいで、肌はだの色だって白いし、髪かみの毛は、生まれてこの方染めたことなど一度もない真っ黒。おまけに目が大きく、逆に鼻や口はどちらかというと小こ振ぶりだから、まるっきり女顔だ。


　それに性格が出るのか、どこか頼りなさそうな、おっとりとした、儚はかなげな印象を持たれてしまうことも多かった。寒さにも弱いだろうけれど、暑さにも弱そう、とそういうことだ。


　目の前の木造アパートの錆さびた鉄の階段を上る。たった六室しかない古いアパートの、二階の一番奥、薄うすい木のドアの前で鍵かぎを取り出した。中に入り電気の紐ひもを引っ張ると、ぱちん、ぱちん、と何度か明めい滅めつしてから明るくなり、狭せまい部屋の中を照らす。


「……はぁ、疲つかれた……」


　ばすっ、と三つ折りにたたんでいた布ふ団とんに頰ほおを埋うめて、小さく独り言を漏もらす。それからふと、顔を上げた。


（……そうだ、メール）


　受信があることだけ確かく認にんして、内容を見ていなかったものがあったと思い出し、英はごそごそとかばんをさぐって携けい帯たい電話を取り出した。それから、メールを送ってきた相手を確認して、きゅっと眉まゆ根ねを寄せる。


　仕事をねぎらう言葉から始まるメールは、英の双ふた子ごの弟である和かずからだった。一いち卵らん性せい双そう生せい児じだから、もちろん顔の作りは一いつ緒しよなのに、英とはまったく反対の印象を受けるのが和だ。


　大学院で化学や生命科学などの勉強をしている和は、着実に自分のやりたいことを為なすための道を歩んでいる。性格も、英とは違い、人見知りせずすぐに他人の懐ふところに入ることができ、なおかつ、自分の主張もきちんとできる、しっかりした弟だった。同じ女顔でも、和には綺き麗れいな貌かお立だちの中にしっかり男らしさが備わっている。


　メールの内容は、そろそろ一度実家の方へ帰ってこいという催さい促そくで、自分も会いたいし、それだけでなく両親や兄姉たちも、英のことを気にかけているからというものだった。


「……俺は、会いたくない……」


　スクロールして全文を読み終えた後、ぱたりと腕を降ろして呟つぶやく。


　英の父親は医者で、数年前から海外の発展途と上じよう国で働いていた。母はおっとりしている割りに、そんな父の許もとへ度たび々たび会い行くほど行動家で、家にいる時にはパッチワーク教室を開いて自分の人生を楽しんでいる。


　それに英には、全あきらという七つ上の兄と、睦むつみという五つ上の姉もいた。彼らもそれぞれ、全は翻ほん訳やく家、睦は輸入雑貨店の店長と、桐崎家の人間はかくも立派な肩かた書がきを持っている。


　きっとそれは、他ほかから見れば、誰だれに紹しよう介かいしても恥はずかしくない、自じ慢まんの家族、というやつなのだろう。


　だが、英にとっては、そのすべてがひどく息苦しく感じるものだった。


　幼い頃ころから変わらない、引っ込み思案で大人しい性格や不器用さが、英の要領の悪さを更にひどくし、今まで、ことあるごとに家族との差を思い知らされてきた。


　昔から、華はな々ばなしい家族の中で、いつも自分だけがひとり異質にすら思えて仕方なかった。


　和が受かった所よりも数ランク下とはいえ、英も一応大学を卒業している。だが結局英は、父親のような立派な資格を取ることもなく、母親のような信念もないまま、兄弟たちのような確固たる夢も目的も見つけられなかった。


　かといって無難に就職する道すら選べずに、ただなんとなく生きている。それが今の英の現状だ。


　そんな自分が嫌いやなのに、行動を起こすことすらできない。


　やりたいことが見つかるまで焦らなくてもいいと、そう言われ、英の家族に対するコンプレックスを気付かれていたことも、恥ずかしかった。


　そうやって家族に守られ、甘やかされ、英はたとえ働かなくても、きっと生きていけるだろう。羨うらやましがられる環かん境きようにいるはずなのに、そんな自分を見返すと、劣れつ等とう感に押しつぶされそうになるのだ。


　このままでは自分は、このコンプレックスに支配されて、家族を嫌きらいになってしまうかもしれない。


　それが随ずい分ぶん勝手なことだとわかっていても、不安は大きくなる一方だった。そんな想おもいに突つき動かされるように、猛もう反はん対たいする家族を押し切って、英は実家を出た。自己表現が下手へたで、積極的に前へ前へと出るタイプではない英が、初めて自分の我を通したのだ。それが、約半年前、去年の末の頃の話だ。


　大学時代に小さな喫きつ茶さ店てんでバイトをして貯ためていた貯金を崩くずして、アパートを借りた。定職もない身としては、なるべく安い所の方がよかったのだが、さすがに風ふ呂ろ付きがいいかと、探しに探して、どうにかぎりぎり四万円台の部屋を見つけた。安いなりに、立地条件はあまりよくなく、アパート自体も古かったが、それでもよかった。


　六畳じよう一間の和室に、ささやかなキッチンと押おし入いれとユニットバスと、小さなベランダまである。もともと家財や私物も少なかったし、充じゆう分ぶんだった。


　だが、できることなら貯金もしたいし、と仕事を探したが、正社員を募ぼ集しゆうしているような所はやはり、スキルや経験が足りない。


　もとより新卒でもなく、口下手な英は、面接で落とされることもしばしばだった。結局、バイトをしなければ生活が成り立たないと、時給のいい所を探し、居酒屋で働くことにした。


　臨機応変さが必要な、居酒屋のような接客業に向いている性格でないことは自覚していたが、逆に、その積極的でない部分を変えるきっかけになるかもしれない、という期待もあったのだ。……けれど。


（……今日も、だめだった……）


　失敗をしない日、というのがないのではないか、と思うほどに、英はバイトでなにかしらやってしまう。今日はその中でも最悪だった。


　結局、酒を零こぼしてしまった客にはクリーニング代を渡わたすことになり、店長にもひどく叱しつ責せきされ、その怒いかりは上がりまで解けないままだった。注文したものが来ないと言った客にも大声で罵ののしられた。そのサラダの分はサービスで無料となったが、クリーニング代と合わせて給料から差し引くぞと店長に告げられても、頭を下げて謝るしかできなかった。


　性しように合った仕事でなくとも、半年もやっていれば少しは慣れてくる。普ふ通つうはそのはずだ。なのに、自分はいつまでたっても、うまくやれない。どうしてもぎこちないままで、がんばろうと思った端はしから、なにか失敗をしてしまう。バイトの先せん輩ぱいやほかの仲間は、さらりと対応しているのに、どうにも、英はおろおろしてしまうことがある。そんなことばかりだった。


（……それにまた、お尻しり触さわられたし……）


　酒の入った上じよう機き嫌げんの客から冗じよう談だんを言われても、笑えみを浮うかべるだけでうまい言葉を返せないし、更さらに一番慣れないのは、セクハラだった。


　酔よった中年オヤジの目には、容姿のせいか英が女に見えることがあるらしい。おっ姉ちゃんかわいいねえ、とでろでろに濁にごった声で揶や揄ゆされ、ついでとばかりに尻を触られる。


　これが本当に女なら、やめてくださいよー、とでも軽く笑ってかわせばいいのかもしれないが、自分はれっきとした男だ。だからといって、姉ちゃんじゃありませんと反論もできず、微び妙みような対応をしているうちに、酔っぱらいは勝手に次の話に盛り上がっている、ということが多かった。


　そんな日々を送っていると、やはり、心の中に積もっていくのは、焦あせりや不安だった。


　ひとり暮らしをはじめても、やりたいことすら見つけられない。それどころか、自分はだめなやつだと思い知らされるばかりだ。このままでいいのか、自分は本当はどうしたいのか。


　ふとこみ上げてくるものに、いろんなことを考えるけれど、いつも、もやもやっとした塊かたまりが喉のどを塞ふさぐように苦しくなって、結局、結論は出ない。折せつ角かく、自分の中のなにかを変えたくて、家を出たのに。


（……迷いっぱなしだ）


　ふ、と息が漏れて、瞼まぶたが重くなってきた。


　仕事の疲れと、晴れない心で、動くのがひどく億おつ劫くうになってくる。いつもなら、髪などに付着した食べ物の匂においが気になるから、きちんと風呂に入ってから布団に入るのだが、今日は一段と疲つかれていて、面めん倒どうくさい。


　どうせ明日は居酒屋のバイトは休みだ。それを思い出してしまえば、もう起きてからでいいやという気持ちになり、なんとか折りたたんだ布団を敷しくだけはして、英は枕まくらにダイブした。





　　＊　＊　＊





　六月に入ったが、梅雨つゆ入りはまだ来週あたりの予想らしく、空は綺麗に晴れ渡っている。


　遊歩道や芝しば生ふの広場、池などもある広い公園に足を踏ふみ入れた英は、太陽の陽ひ射ざしを浴びてきらきら光る常緑樹の葉を眺ながめながら、その陰かげになっているベンチに腰こし掛かけた。


　手に提さげていたビニール袋ぶくろを横に置いて、更に中にある紙袋を取りだす。がさがさと口を開くと、香こうばしいポテトの匂いが漂ただよってきて、さすがに空腹だった胃を自覚した。腕うで時計どけいで改めて確認すると、時間は午後を回り、もう三時を三十分ほど過ぎている。


　今日は、朝から単発のバイトがあったのだが、少しだけ終しゆう了りよう時間が延びてしまった。その分時給もきちんと払はらわれるということだからうれしいが、本来なら一時には終わるはずだったのがこの時間だ。もちろん昼食はお預けで、今やっと、ありつける。


　駅前の店で買ったファストフードのセットだったが、それでも英にとっては贅ぜい沢たくだ。そして、せっかくだからと、天気のよさに誘さそわれて、そこからほど近い場所にあったこの公園まで歩いてきてみた。幸い今日は居酒屋のバイトもないから、少しゆっくりできる。


（あ、そうだ）


　ポテトをつまんで咀そ嚼しやくしながら、英はかばんから雑誌を取り出した。ぺらぺらの薄うすい紙なのに、ページ数の多さでそれなりの厚さになっているそれは、表紙にでかでかと、《正社員・転職＆パート・アルバイト全部まとめて大特集》と表記してある。


　膝ひざの上に載のせた雑誌を開いて、ぺらりぺらりと一枚ずつ捲めくっていく。しばらく見た所で、一いつ旦たんぱたん、と英はそれを閉じた。はー、と息を吐はきながら雑誌を横に追いやって、ベンチの背に頭をつけ仰あお向むくと、蒼あお々あおとした葉の間から、薄い色の空が見える。


　その景色を眺めながら、うーん、と小さく唸うなった。


（……どうしようかな）


　なにかほかの仕事を見つけたい、という気持ちがここ最近どんどん大きくなっていた。たとえ向いていなくても、自分でやろうと思ったことだからと居酒屋のバイトは続けてきた。


　けれど、ただ、このままでいいのかという思いが、強く英を揺ゆさぶる。


　もうすぐ居酒屋のバイトは契けい約やく更こう新しんの時期だし、これを機にほかの仕事を探してみようかと求人雑誌を買ってみたが、どうにも、ふんぎりがつかなかった。


　そんな迷いや葛かつ藤とうはずっと繰くり返してきたもので、いつも、新しい一歩を踏み出すことを躊躇ためらってしまう。なにかきっかけがないと、だめなのかもしれなかった。


　家を出る時だって、本当はもの凄すごく迷ったし、何度もやめようかと思った。けれど、やめろという意見が逆に、英にとっての決断のきっかけになったのだ。


　変に真面目まじめで頑がん固こで、そのくせ意地っ張りだなんて、本当に自分はかわいくない。


　そんな感想を改めて抱いだいて、ひとつ息を吐いた英は、姿勢を元に戻もどし、再度袋を漁あさった。カップを手に取ると、あたたかくてほっとする。別に今日の気温が低いわけではなかったが、なんとなくホットを飲みたい気分で、セットドリンクはコーヒーを選んでいた。


　砂糖は基本的にいらないのだが、気分によってはミルクが欲しい日がある。今日はそんな気分で、ポーションタイプのそれを混ぜようと、カップコーヒーの蓋ふたを開けた時だった。


　どんっ、と身体からだに衝しよう撃げきが疾はしり、えっと思う間もなく、手の中のコーヒーがずれ、濃こい琥こ珀はく色いろが溢あふれる。


「っ、……っ」


　服と右手にかかってしまった液体に、あつ、と思わず小さく呟つぶやいた英は、ふいに近くで感じた生ぬるい空気に瞬まばたきをして首を捻ひねった。視線の先、自分の膝の上に乗っかってきているものに、英は目を瞠みはる。


（……犬？）


　はっはっと息を吐いて、なんだかうれしそうな様子のそれは、犬だった。白と黒の二種類の毛が艶つややかなこれは確か、ボーダーコリーだっただろうか。


「……えと、どうした……？」


　問いかけても、もちろん目の前の動物から返事が返ってくるはずもない。


「野の良ら犬、じゃないよな……」


　野良犬にしては毛並みも綺き麗れいだし、首輪もしている。なによりボーダーコリーの野良犬なんて聞いたことがない。呟きながら、それよりもと思い立って袋からペーパーナプキンを取り出した。今いま更さら遅おそい気もしたが、一応拭ふかないよりはましだろうとＴシャツとズボンに当てる。


「オセロ！」


　すると、そんな声がして、英が顔を上げると、今度は人間がこちらに向かって走ってきた。


　聞こえた単語に、オセロ？　と内心で首を傾かしげながらも、一体なんなんだと構えてしまう。明らかに目標はこちらだ。


（……だ、誰だれ？）


　案の定走り寄ってきた男は、英の前で止まり、はー、と息を吐いた。少し淡あわい色の短めの髪かみが陽ひに透すけて眩まぶしい。英が座っているからというわけではなく、見上げる位置にある男は上背があるようだ。顔は、逆光でよく見えない。


「ったく、いきなり走り出すなよな……」


「え？」


　男の呟きに、英が疑ぎ問もん符ふを浮かべると、犬がわん！　とひとつ吠ほえた。どうやら犬に向かっての言葉だったらしい。


　ようやく英の膝から降りた犬がすり寄ると、男はその頭を撫なぜてやりながら英の方を見た。


「悪い、ウチの犬が迷めい惑わくかけた……って、ああ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　謝罪の途と中ちゆうで、ふっとなにかに気が付いたように男が腰こしを折る。なにが「大丈夫か」なのかわからずに戸と惑まどっていると、英の腹の辺りを見ていた男と目があった。そこで初めて、男の顔がはっきりわかり、心なしか英は顔を引く。


　形のいいきりっとした目元と、通った鼻筋に、大きめの口、眉まゆは[image: ]り々りしく整っていて、客観的に見ればかなり男前な貌かお立だちなのだろうが、ぱっと見て懐なつきやすそうなタイプではない。


　意志の強そうな鋭するどい目に睨にらまれたら、たぶん萎い縮しゆくしてしまうだろうし、大きな口元はなにか文句でも言われたら、きっと身体が竦すくんで言い返せないだろう。


　なにより細身の英に比べて、しっかりとした身体つきをしている男は、それだけで英にとって威い圧あつ感かんを与あたえる。おそらく三十代前半といった所だろうが、兄の全と同世代だとしても、どちらかというとスレンダーな彼と目の前の男はまったくタイプが違ちがった。


　怒ど鳴なられたわけでもないのに、ただその雰ふん囲い気きに呑のまれ固まっていると、男は、おい？　と首を傾げる。


「えっ？　あ、え？」


「いや、それ、コーヒー零こぼしたの、オセロのせいだろ？」


「え、ああ……」


　このコの名前がオセロだったんだ、とそんな所に納なつ得とくしていると、再度、大丈夫か？　と訊きかれ英は慌あわてて頷うなずいた。


「あ、はい、あの、大丈夫です」


「けど、服染しみできちまってるな。上も下も。火傷やけどしてないか？」


　確かに、Ｔシャツもジーンズも茶色が滲にじんで悲ひ惨さんなことになってしまっている。気持ち悪さがあるのはともかく、Ｔシャツは二枚重ね着していたし、ジーンズも生き地じ自体が厚いから火傷はしていなかった。


　ただ少し、直接被かぶってしまった右手がじんじんと微かすかな痛みを訴うつたえていたが、思わず身体の後ろに隠かくすように移動させた。たぶん火傷というほどひどくはないだろうと思ったのと、大おお袈げ裟さにしてしまうのは気が引けたからだった。


「ほんとに、大丈夫です。服はあの、すぐ帰って洗せん濯たくしますし」


　それが癖くせなのか、まっすぐに視線を合わせられるのに慣れず、荷物をまとめるふりでさり気なく目を逸そらす。するとふいに頭上に影かげが差した。と思ったらぐいっと右手を取られ、驚おどろいて顔を上げる。


「手、赤くなってる」


「え？　わっ」


　そのまま引き上げられるように腕うでを摑つかんで立たされ、男は英の腕を取ったまま歩き出した。


「あの、ちょ……っ」


　さほど強く握にぎられているわけではないことは、痛みを感じないことからわかる。だが唐とう突とつな行動に慌てていると、男はすぐ近くに設置してあった水道の蛇じや口ぐちを捻り、英の手をさらした。


　勢いよく流れ出る水は冷たく、気持ちいい。じりじりとした痛みは、段々とその冷たさに癒いやされるように小さくなっていった。


「痛くないか？」


「あ、……はい」


「火傷は、すぐに冷やさないと痕あとが残るかもしれないからな」


　はあ、と曖あい昧まいに頷くと、男は「とりあえずこれくらいか」と呟いてポケットから出したハンカチを英に渡わたす。手を拭けということだろうとは思ったが、綺麗にプレスされたそれは清潔感が溢れていて、ひどく意外な気がした。見た目によらずというと失礼だが、ハンカチを常備しているようには見えない。それでも差し出されるそれを恐きよう縮しゆくしつつ受け取って、水気を取った。


「あの、ありがとうございました」


「で、服の染みも、すぐに洗わないと落ちない」


「え？」


「コーヒーだからな、クリーニングに出した方が無難かもしれないし」


　続く会話に、また、はあ、と相づちを打つ。すると男は、英が返したハンカチを受け取った手の親指を立て、くいっと自分の背後を指さした。


「火傷の手当てもしたいし、よかったらウチに来ないか？」


「……え？」


　それから言われた言葉に、瞬きをして視線を返す。見返しながらぼんやりと、さっきから自分は、え、やら、はあ、やらばかりやたらと口にしているなと思うが、予想外の展開ばかりで正直ほかの反応もできなかった。だが、はたと我に返って、一歩引く。


「や、えっとあの、ほんとに平気ですから、あの……っ」


　いくら相手のせいとはいえ、初対面の人間の家に行けるほど、自分は気の大きい人間ではない。逆に気まずいだけだろうという予想はきっと当たるはずで、頷くことなどできるはずもなかった。


　すると、首を振ふる英に男は、あー、と眉を上げた。そんな気障きざな様が意外に嫌いやみにならないのにつられて視線を返すと、男はごそごそと、羽織っていたジャケットの内側をさぐる。


「いきなり家に来いなんて言われても、あやしいよな」


　萎縮はしても、別にそういう意味で疑ったりはしていなかったのだが、男は英が渋しぶる理由をそう取ったらしい。ジャケットの内ポケットから男が出して英に差し出したものは、四角い小さな紙し片へんだ。


　はい、と渡され反射的に受け取った英は、視線を落として瞬まばたきをひとつする。それは名めい刺しだった。


「……うたがわ、動物病院」


「院長の宇う多た川がわです」


　紹しよう介かいが遅おくれまして、と軽いノリで言って、男が笑う。


　その笑えみが第一印象とあまりにかけ離はなれた、さわやかと言っても過言ではないものであることに意表をつかれ、英は瞬きを繰くり返した。笑うと、驚くくらいに印象が変わる。


　それに、今しがた紹介された男の職業が、あまりにも彼のイメージからほど遠いことにも、目を瞠みはった。いや、どこか野性味も見える気がするから、ある意味合っているのかもしれないが……。


（……このひとが、獣じゆう医いさん……？）


　だが、男の笑みにどう返せばいいのか、やはり英にはわからず、また、はあ、としか言えなかった。すると、目があった男は、ひょい、と再度眉を上げる。


　普ふ通つうの人間はきっともっと、驚いたり感かん嘆たんしたりして反応を返すのだろう。けれど英にはそれが、うまくできない。初対面の人間になら、尚なお更さらだ。男の意外そうな視線に気まずくなって、英は視線を落とした。


　再度名刺を見て、宇多川と名乗った男のフルネームが添そえてあるのに気が付く。


（……宇多川、……よし、うみ？　よしみ……？）


　嘉海、という名前をどう読むのか迷って、だがすぐに、そんなのどうでもいいじゃんかと思い切って顔を上げた。とにかく、この男が何者であろうが、それは問題ではない。


　どうやら男は見目に反して人当たりのいい性格のようだったが、だからこそ、気が引けてしまう。


「あの、宇多川、さん」


「家までどれくらい？」


「え、は……？」


「いや、ここから家に帰るまで、どれくらい時間がかかる？」


　とにかく断ろうと口を開いた英に、男は唐突な質問を投げてきた。ん？　と促うながされ、思わず思考を巡めぐらせる。


「えと……三十分ちょっとくらいだと、思いますけど」


「ちょっとかかるな。けど俺んちまでならゆっくり歩いても五分だし、クリーニング屋に電話して取りに来てもらっても十五分かからないくらいか。それなら落ちるかもだぞ、その染み」


「え、や、あの……」


「手の火傷だって、冷やした効果が切れてきたら、また痛くなるだろうし」


　そう言って、つとまた英の手を取る男に、息を呑のむ。さっきもだったが、ふいに他人に触ふれられるのは苦手だ。それが家族なら、慣れている分平気なのだが、他人だとどうにもびくついてしまう。


　思わず手を引っ込めると、男は少し目を瞠ったが、特にそれに対してはなにも言わず、すぐにまた笑みを浮うかべた。


「ほら、オセロだってウチに来てって言ってる」


「え……？」


　続けて言われた言葉の意外さに瞬きをして視線を返した。男の視線が指し示す先に目を遣やると、先程のボーダーコリーが、英を見上げてお座りしていた。きらきらと光る真っ黒な目に見つめられ、それがまるで人間と同じような、期待に満ち溢あふれる表情に見えて、う、と詰つまる。


「そもそもこいつが暴走したのが原因だし、自分でも悪いと思ってるんだ。な、オセロ。一いつ緒しよに帰りたいよな？」


　男がそう問いかけると、追い打ちとばかりに、しっぽをぱたぱたと振らせたボーダーコリーは、わん！　と元気よく吠ほえた。


　それが悪いと思っている表情だろうか、犬を使うなんて卑ひ怯きようだと思いながらも、そこまでしてお詫わびだかなんだかをしたい男の気持ちもわからなかったが、なんだか、断り続けるのも疲つかれてきた。


　バイトがあるとでも言って帰ればいいのだろうが、その小さな噓うそをつくのにも勇気がいるのだから、あきらめるほか仕方がない。


「……わかりました。じゃああの、お邪じや魔まします……」


　小さく呟つぶやいた英に、よし、と男は満足そうに笑みを浮かべた。











　よかったなあオセロ、とボーダーコリーに話しかけながら歩いている男を、なんだか変なことになってしまったと思って見ていると、そういえば、とこちらに矛ほこ先さきが向いた。


「名前教えてもらってもいいか？」


　そう訊きかれ、英はそこで初めて、まだ自分が名乗っていなかったことに気が付いた。


「あ……桐崎、英、です」


　そもそも名刺を渡された時に、自分も言うのが礼れい儀ぎだったのだろうと思い至って、慌あわてて頭を下げると、頭上から吹ふき出すような声が聞こえて、え？　と顔を上げる。


「あ、悪い。いや、見た目は綺き麗れい系なのに、かわいいんだなと思ってな」


「は……？」


　おもしろそうに笑う男の表情から揶や揄ゆするような気配は感じなかったが、一体なにがウケたのかはまったくわからなかった。それに、綺麗とかかわいいというのも理解できない。


　ぽかんとする英に向かって、男はふっと笑みの種類を変えた。それはさっき名刺をくれた時のさわやかなものとも、今の愉ゆ快かいそうなそれとも違ちがって、なんだか、やさしい笑みに見える。思わずどきりとする胸の裡うちに戸と惑まどって、英が視線を逸そらすと、ぽん、と頭に軽い感かん触しよくが降ってきた。


「じゃあ、英。俺のことは、ヨシミでいいから」


　ぐしゃっと髪かみの毛をかき混ぜられ、抗あらがう隙すきを与あたえてくれないことよりも、いきなり名前を呼び捨てられたことにびっくりする。それに、男のファーストネームは、「よしうみ」ではなく「よしみ」の方だったらしい。


　変わらず笑みを浮かべて歩を進める男───嘉よし海みに、英は内心で小さく息を吐いた。


（……いきなり名前で呼べって、言われたって）


　そんなの無理に決まっている。一見近寄りがたそうな容姿をしているのに、どうやらこの男は多少強ごう引いんな上に、フランクすぎるようだ。英にとってはどちらかというと、苦手なタイプの人間だった。


（……やっぱり、断ればよかった……）


　そうやって英が既すでに後こう悔かいしていると、申しん告こく通り、公園を出て閑かん静せいな住宅街の方へ五分ほど歩いた所に、病院の看板らしきものが見えた。


　名刺と同じ「うたがわ動物病院」の文字が記されている。


　病院の外観は、そう大きくはないもののまだ新しい印象を受けた。白いタイルの貼はられた壁かべは綺麗だし、病院のエントランスまでは、三段ほどの階段と別にスロープも設置してある。車が三台ほど停とめられる駐ちゆう車しや場には花水木らしき木や、パンジーなどの花も植えられ、さわやかで清潔感溢れる動物病院という感じだった。


　そのまま奥で自宅と繫がっているのか、後ろに二階建ての同じようなテイストの建物がある。ちょうど逆Ｔ字路の左角に敷しき地ちがあるので、病院の右手にある路地からも自宅へは行けるらしく、こっち、と嘉海が歩く後ろをついていった。


（……病院、今日は休みなのかな）


　院長だという嘉海が、公園で犬の散歩をしていたくらいだからそうだろう。病院の中も電気は点ついていないようだし、と英は通り過ぎざま自動ドアに目を遣やった。そこに記してある診しん療りよう時間によると、どうやら水曜と祝日が定休らしい。その通り今日は水曜日だ。


　自宅の方は、一メートルちょっとくらいの高さの塀へいに囲まれている。門もん扉ぴを開けて中に入ると左手───病院との間に庭があり、英はそちらを見て首を傾かしげた。芝しば生ふらしき庭は、玄げん関かんまでの通路の左横に柵さくを設けて隔へだてられている。その視線に気付いたらしい嘉海は、開くようになっているらしい柵の一部に手をかけて、オセロを連れ中に入った。


「ここな、狭せまいけど、一応ドッグランにと思って作った場所」


「ドッグラン……」


「知らないか？」


　訊かれて、首を振ふる。


「知ってます。あの、犬が遊ぶ……」


「そうそう。まあ遊ぶって言っても、あんまり走り回れないから、運動させるんだったら公園に散歩行った方が早いけどな」


　そう言って笑う嘉海だったが、たとえ狭くてもあるのとないのとではきっと、違ちがうのではないだろうかと英には思えた。


「入院してる犬とかも、遊ばせたりするんですか。あの、患かん者じや……かん……」


「患かん畜ちく？　ああ、うん。けど、犬以外もたまには放してやるぞ」


「犬以外？」


　犬以外と言えば猫ねことか……それくらいしか浮かばなかったが、猫なんかは放したら逃にげそうだ。問い返す英に、嘉海はにっと口の端はしを上げて笑う。


「フェレットとかハムスターとかウサギとか……蛇へびとかな」


「えっ」


　思わず驚おどろいた声を出すと、あははと嘉海は笑って、まあちゃんと逃げないように見てないとだけどな、とオセロを放した。


「オセロ、ちょっとここで待ってろ。英、中入ろうか」


　オセロにそう言い置いて、ドッグランから出てきた嘉海は、英を玄関に促うながす。自宅の方もやはり、新しい。建ててそう何年も経たっていないような気がした。


　綺麗だし、とてもいい造りをしているのだろうと英にでもわかる、立派な家だ。ただ、初めての場所だということに加えて、ふと今の自分の住まいのことを思い出して、少しだけ気き後おくれしてしまう。


　アパートのことは英なりに気に入っている部屋のはずなのに、そんな気持ちになる自分に少し自己嫌けん悪おを感じながら、促されて「お邪魔します」と玄関を上がった。


　中も広く、シンプルだがセンスのいい内装だ。だが、二階建ての立派な広い家なのに、ほかにひとの気配がしない。もしかして、ひとり暮らしなのだろうか。


「ちょっとソファに座って待っててくれるか」


　Ｌ字型の大きなソファを指され、頷うなずいてそっと座る。ほどよくクッションの利いたソファも、デザインがスタイリッシュでシンプルな分高そうな気がした。英の実家も、それなりに大きな家ではあったが、やはり自分の家と他人の家とでは勝手が違う。


　周りをきょろきょろ見るのも失礼な気がしたが、ソファからローテーブルを挟はさんだ先にある棚たなに飾かざられているものが目に留まった。それはどうやら写真立てのようで、白い壁に映はえるように、シックな木き枠わくのフレームのものがいくつも並んでいる。


　遠目でちゃんとはわからないが、オセロらしき犬や、人物もあるようだ。嘉海の家族だろうかと思っていると、リビングのドアが開いた。


「悪い。着き替がえが、探したんだけどやっぱり俺のじゃサイズ大きいかも」


「え、あっ、いえ……」


　大だい丈じよう夫ぶです、ともごもご呟いて、やっぱり着替えさせられるのかと思いながら、手て渡わたされた服に視線を落とす。薄うす手でのパーカーとジーンズのようだ。


「脱だつ衣い所で着替えるか。その間に救急箱出しとくから」


　風ふ呂ろ場ばはこっち、と玄関から上がった短い廊ろう下かの奥にあったそこへ案内される。


　なんでこんなことになってるんだろう、と思いながらも、とりあえず着替えるか、と渡わたされた服に袖そでを通す。だが案の定、サイズはぶかぶかで、洗面所の鏡に映った姿はなんだかみっともない気がした。


　それでもいつまでも閉じこもっているわけにもいかず、そっと廊下に出る。とたとたと歩いてリビングに戻もどると、あの、と救急箱らしき箱を漁あさっていた嘉海に声をかけた。


「服、ありがとうございます」


　ぺこ、と頭を下げて礼を言った後顔を上げると、こちらを見み遣やった嘉海と目が合う。


「どういたしまして。でもやっぱでかかったな」


「……はい、ちょっと」


　その目がなんだかやさしい色を浮うかべたように見えてどきりとしながら、己おのれの反応を誤ご魔ま化かすように、英は余りまくっているパーカーの袖を捲まくった。


「まあ今日だけ我が慢まんしてもらうってことで。とりあえずじゃあ、火傷やけどの手当てだな」


　こっち来い、と手招きされて、ソファの嘉海の隣となりに座るよう指示される。なんとなく少し距きよ離りを開けて腰こしを下ろすと、右手を取られた。相変わらずふいに触ふれられてちょっとびくついてしまったが、嘉海は気にした様子もない。


「やっぱちょっと赤いな。痛いか？」


　英の、どちらかというと細く女爪の指がついた手よりも、やはり嘉海の手の方が男らしかった。節の張った長い指と広いてのひらはしっかりとしていて、けれど意外なほど綺き麗れいな手だ。


　それに、火傷の痕あとを診みる嘉海は、普ふ段だんは動物相手のはずが今は対象が人間だからか、なんだか普ふ通つうに医者のように見える。そう思うと、わずかに緊きん張ちようが解けて、英は少し迷った後、ちょっと、と呟つぶやいた。


「……ちょっとだけ、まだ痛いです」


「ん、じゃあ、軟なん膏こう塗ぬっとくか」


　そう言って嘉海は、軟膏の入っているらしき小さなケースの蓋ふたを開け、指ですくい取る。英の手の甲こうに触れた感触はそっとやさしいもので、労いたわられているような気持ちになった。


　次いで包帯を巻かれ、ちょっと大おお袈げ裟さすぎるのではないかとも思ったが、口にする前に「薬が取れないためと、余計な刺し激げきを与あたえないためだからな」と先を読んだように言われ、「……はい」と頷く。


「足にもかかってたな。膝ひざの辺りだったか。そっちも診せてみろ」


　ふいに脚あしを取られ、英は、え？　と目を瞠みはった。抵てい抗こうする間もなく、サイズオーバーのジーンズの裾すそを、あれよあれよという間に折り曲げられてしまう。


「こっちは、火傷……はしてないな。どうだ？」


「……あ、大丈夫、です。なんとも……」


「そうか、ならよかった。けど、コーヒーで濡ぬれたままの服だと気持ち悪かったろ。着替えて正解だな」


　はあ、と曖あい昧まいに頷く英に、嘉海が視線を向けた。その目になぜかどきっとしていると、また視線を英の脚に落とした嘉海の手が、そこに触れ、反射的にびくっとしてしまう。


「しかし細いな。けどまあ、綺麗な脚だから、痕が残らなくてよかった」


「え……？」


　そう言って笑えみを浮かべる嘉海に、また綺麗だとかよくわからない単語が出てきたと困こん惑わくしていると、するすると捲られていた裾を戻された。


「手の方は、風ふ呂ろに入る時、不便だろうけどビニール袋ぶくろかなんかで保護して、濡らさないようにしろよ。お湯に当たると痛いぞ」


　それには、わかりました、と素す直なおに頷くと、よし、と嘉海は英の頭を撫なぜた。


　何度英がびくついても、嘉海はそれが癖くせなのか、すぐにそうして距離を縮めてくる。それにやはり戸と惑まどって、うまく反応できない自分を持て余しそうになっていると、嘉海がすっとソファを立った。


　もしかして今度こそ気分を害したのだろうかと俄にわかに不安になって見上げるが、嘉海はまったくそんな様子もなく、キッチンの方を指さした。


「ちょっとお茶でも淹いれてくるな。コーヒー……はやめとくか、今日は」


　冗じよう談だん混じりに笑って、紅茶でもいいか？　と訊きいてくる嘉海に、ただ、はい、と頷く。本当はコーヒーだろうと紅茶だろうと、気を遣つかわないでくれていいと思うのに、その一言がやはり言えなかった。


（……あ、お礼、言ってない）


　丁てい寧ねいに治ち療りようを施ほどこしてくれたのに、それに対してのお礼を言っていなかったと気付く。だが、タイミングを逃のがしてしまうと言いづらい。


　それでもほかに気の利きいたことも言えない分、こういうことだけは機を見てちゃんと言わなければと思っていると、ふいにどこからか音楽が聞こえてきた。


　これは自分の携けい帯たい電話の呼び出し音だ。しかもメールではなく電話の方だと気が付いて、英はかばんを引き寄せると、慌あわてて通話ボタンを押した。寸前に見た表示は、バイト先の居酒屋だ。すると、こちらがもしもしを言う間もなく、『俺だ』としゃがれた声がする。


（……店長？）


　横おう柄へいな名乗りに、とりあえず、はい、と返事を返した。


『桐崎、おまえ今日暇ひまだろう。バイトがひとり来られなくなったんだ。代わりにシフト入れ』


「え？」


『え、じゃない。二回も言わせるな。ったく面めん倒どうくさい』


　苛いらついた声で息を吐く店長の言いぐさに、思わず眉まゆ根ねが寄る。


『早番だ。四時半からだから、遅おくれるなよ。わかったな』


「あ、あの、待ってください……っ」


　そのまま一方的に切られそうになった通話に、英は慌ててストップを入れた。咄とつ嗟さに見遣った腕うで時ど計けいの時間は、既すでに四時近い。よしんばここがアパートなら、自転車を飛ばせば間に合うだろうが、生憎あいにくそうではない。


　ここからバイト先に行こうとすれば、アパートを挟んでほぼ反対の方角になるから、確実に一時間近くかかってしまう。四時半はどうやっても無理だった。


「俺今、ちょっと外にいて、あの」


　しかもよく考えればこの格好だ。怪け我がは包帯を外していけばいいだろうが、そこは問題ではない。事情を説明するにもどこからどう話せばいいのかと悩なやんでいると、桐崎、と店長が電話の向こうから英を呼んだ。


『おまえ、大して仕事もできないくせに、こういう時にも役に立たないのか』


「……っ」


　こちらの状じよう況きようなど考えもせずに暇だろうと決めつけられたことよりも、入りのたった三十分前にそんな連れん絡らくをしてくることよりも、なによりもその言葉に、英は目を瞠って声をなくした。


　ショックでなにも反論できずにいると、店長は更さらに電話口の向こうで、はあ、と息を吐く。


『……わかった。もうこれからおまえは来なくていい。役に立たないやつはいらないからな。次の契けい約やく更こう新しんはすぐだし、ちょうどいい。おまえはクビだ！』


　段々とトーンを上げていった声は、最後は怒ど鳴なり声になって、ぶつっ、と通話が切れた。


　英は呆ぼう然ぜんと、ツー、ツー、と虚むなしい音を響ひびかせる電話を耳にあてたままで動けずにいた。


　一体今、なにが起こったのか、よくわからない。


「……怒鳴り声、こっちまで届いてたけど、大丈夫か？」


「……っ、あ……」


　するとふいに、耳元の電話を英の手から抜ぬいた嘉海が、上からこちらを覗のぞき込むようにしている。いつの間にか近くにいたらしい。


　ゆるゆると瞬まばたきをする英に、嘉海は通話終しゆう了りようボタンを押してから、ほら、と電話を返してくれる。


「あ、すみません……」


「バイト先から？」


　マグカップをふたつ載のせた小さなトレイをローテーブルに置いて、嘉海が尋たずねてくる。少し丸みを帯びたフォルムの白いマグを渡わたされ、反射的に受け取ると、じんわりとしたあたたかさと、いい香かおりがした。


　うす茶色のやさしい色は、どうやらミルクティーらしい。そのやわらかさに少しだけ思考が戻もどってきて、英は、はい、と頷うなずいた。


「……居酒屋なんですけど、俺、今日は休みで、でも、ほかのバイトが来られなくなったから、四時半までに来いって、言われて。……ちょっとここからだと、間に合いそうになかったから」


「それで断ったら、クビだって言われたのか？　ああ、悪い。最後の方は、ほんとはっきり聞こえて」


　スピーカーになってんのかと思った、と言う嘉海の冗談に、英は初めて少しおかしくて笑みを浮かべた。だが、それもすぐに引っ込んで、きゅ、と眉根を寄せてしまうのを止められない。


「……悪い」


　再度聞こえた言葉に、英は、え？　と嘉海の方を見た。嘉海は、いや、と首の後ろを指でかく。


「俺のせいでもあるだろ」


「え、いや、そんなこと……」


　それはここへ半ば無理矢理連れてきたことを言っているのだろうかと、英は首を振ふる。どのみちあの公園にいたままでも、間に合ったかどうかはあやしいのだ。


「……もともと、いつクビになってもおかしくないなって思ってたから」


　ちょうどいい機会だったかも、と言いながらも、役に立たないと言われた言葉だけは頭に残っていて、気落ちしてしまう。だが、ふと目に入ったかばんからはみ出ている求人雑誌を目に留めて、手を伸のばした。


「……って言っても、働かないと生活してけないから、すぐ次の仕事、探さなきゃいけないですけど」


「英、おまえ、学生じゃないのか」


　少し驚おどろいたような嘉海の言葉に、英は顔を上げて首を振る。


「……違ちがいます。俺、今年で二十三です。大学も、一応、去年卒業してます」


「ってことは今は二十二？　で、ひとり暮らしか？」


　はい、と頷きながら、ふと、ちゃんとした就職もできずにバイトで生計を立てているなんてと呆あきれられただろうかと思うといたたまれず、また視線を落とした。すると、英、と名前を呼ばれ、なにを言われるのかと不安で躊躇ためらいながら嘉海を見る。


　だが嘉海は、呆れているというよりはなにか思案している表情の後、英に視線を移した。


「なあ、おまえ、動物は好きか？」


　それから問われたことに、え？　と思わず訊き返す。


「動物、ですか」


「別にオセロは……犬は怖こわがってなかっただろ。あと、猫ねことか、ほかの小動物系とか、爬は虫ちゆう類るいとか、両生類とか、そういうのは？　怖いか？」


「え、いえ、別に怖くはないです、けど……あの、飼ったりとかは、したことないです」


　一体いきなりなんの質問だと思いながらも、素直に答える。基本的に英は、動物や虫などを触さわることには抵てい抗こうがない。それは爬虫類や両生類も含ふくめてだ。


　嘉海は、そうか、と頷いて腕うでを組み、ちょっと天てん井じようを見るようにしてから、再度英に視線を返す。


「なら、ひとつ提案。ウチで働いてみないか？」


「え……？」


　目を瞠みはる英に、嘉海は笑えみを浮うかべた。


「動物看護師って、聞いたことあるか？」


「動物、看護師……？」


　あまり聞き慣れない言葉だ。英が首を傾かしげると嘉海は、まあそのまんまなんだけどな、と続ける。


「普ふ通つうの病院にいる看護師は人間の世話をする。だけど、動物看護師は動物の世話をする。簡単に言えばそんな感じだな。厳密にはふたつの職種はだいぶ違ちがうけど」


　それは人間と動物だから違いは大きいものだろう。だがわかりやすい説明になるほどと納なつ得とくしていると、嘉海は、で、と指を一本立ててみせた。


「実は、今月いっぱいでウチの女性看護師がひとり、辞やめることになってる。けどまだ次の人材が決まってないんだ」


「……え？　あの」


　まさか、と英は慌てて首を振った。


「む、無理ですっ。第一俺、そんな資格なんて持ってないし……」


「資格は必要ない」


「え？」


「動物看護師っていうのは、そもそも国家資格じゃないんだ。だから、働くのに絶対に必要なわけじゃない。もちろん持ってるのに越こしたことはないだろうけど、資格のあるなしで雇やとうかどうかは病院による」


　そうなのか、と思っている英に、嘉海はまっすぐに視線を向けてくる。


「まあ要は、経験と慣れだな。資格がなくても、仕事を覚えれば関係ないってことだ。もちろん途と中ちゆうでやっぱり資格が欲しいと思ったら取得することもできるし」


　どうだ？　と再度問われた。それでもふんぎりがつかない英は、でも、と口を開く。


「そこまでしてもらうのって、その、申し訳ないっていうか……」


　正直な所、そうまでして雇ってもらっても、ちゃんと役に立てるかどうか自信がなかった。けれどそんなことは言えず言葉を濁にごすと、嘉海は苦く笑しようを浮かべる。


「まあ確かに、そもそもオセロのリードを放したのは俺の責任だし、それで服を汚よごすだけじゃなくて怪け我がまでさせたからっていうのも、話を持ち出した理由ではあるけどな」


　けど、とふと嘉海は表情を改めた。


「それだけっていうわけでもないんだ。人手が欲しいのは本当だけど、たぶん、英が想像してるよりも動物病院の仕事っていうのは重労働だから、実はそう軽く勧すすめられるもんでもない」


　動物が好きだというだけではやりきれない部分もあるのだと、嘉海は言う。


「大変じゃない仕事なんてないけどな、まあそれでも、やりがいはあると思う。彼女が辞めるまでは見習いとして研修して、それからどうするかを決めてもいいし」


　静かな笑みを浮かべた嘉海に、英は、じわじわと傾かたむきそうな心を感じながら視線を返した。


「興味を持てるようなら、やってみる価値はある仕事だぞ。つらいことはたぶん多いけど、ちゃんとその分、おもしろいことも楽しいこともあるからな」


　もちろん研修中もちゃんと給料は出すし、それ以降もほかの病院よりは多少多く払はらうぞ、とまた冗じよう談だん混じりに笑いかけられ、英は瞬きをしてそっと視線を落とした。


　少しくしゃっとしてしまった求人雑誌の表紙を眺ながめながら、ぐるぐるといろんな想おもいが胸の裡うちを巡めぐる。


　これは、どう捉とらえればいいのだろう。少し急すぎる話だということもそうだが、今の自分には都合がよすぎて、逆に怖いとも思ってしまう。こんな、渡りに船のようないい話が、本当にあるのだろうか。


　いや、実際目の前にあるのだけれど、今まで経験のないそんな話に、乗ってしまってもいいのか……？


（でも俺……興味は、湧わいてる……）


　それは、今までやりたいことを見つけられなかった英にとって、珍めずらしいことだ。


　どのみち、次の仕事は早さつ急きゆうに探さなければいけないことは明白なのだ。けれどきっと、自分の力だけでは、これまでとそう変わらない職に就つくことになる可能性は高いだろう。そんな中でこんな誘さそいは、断ればもう二度と巡ってこない、運のいい話なのだ。……だけど。


　これまでの自分の、仕事をしていたと言えるかどうかわからない日々と、その中で投げつけられた言葉や、さっきの店長の罵ば声せいが、頷うなずくのを迷わせている。けれど、どこかで一歩、踏み出さなければいけないと、ずっとそう思い続けてきたのも、本当だ。


　自分を変えたいと、そう。


　どれくらいの間思考の底に沈しずんでいたのかわからないが、英が顔を上げるまで、嘉海はなにも言わず、急せかしもせず待っていてくれたようだった。


　どこかで苦手意識は拭ぬぐえないままだけれど、身が竦すくんでしまうような罵声を浴びせるようなタイプのひとではなさそうだと、出会ってすぐなのになんだかそう思えた。


　それだけでも、充じゆう分ぶんに、頷くに値あたいするのではないだろうか。


　そんなことを思いながら、英は、嘉海を初めて自分からまっすぐ見返して、口を開いた。


「……やります。動物看護師、やらせてください」


　そう告げて、英は、よろしくお願いします、と頭を下げた。











　週が明けて月曜日、英は再びうたがわ動物病院の前に立っていた。腕うで時ど計けいの時間を見ると、午前八時ちょうどといった所だ。


　少し早かっただろうかとも思ったが、遅おくれるよりはいいはずだ。そうやってひとり頷きながらやってきたはいいが、案の定、病院はまだ灯あかりすらついていない。


　先日嘉海が言っていた内容では、大体ほかの看護師たちは、九時からの午前の診しん療りように合わせ、八時十五分くらいにやってくるということだったから、まだ誰だれも来ていないのだろう。


　けれど、嘉海は八時には院の方にいるとも言っていたし、従業員用の裏口はもう開いているのかもしれない。とりあえずそちらに回ろうかどうしようかと思っていると、ふいに背後から声をかけられた。


「どうかしましたか？」


　涼すずやかな声に振ふり向くと、英と同年代くらいの女性がいて、こちらを見ていた。肩かたに届かないくらいのボブヘアに、うす黄緑色のアンサンブルのカーディガンとサブリナパンツという出いで立ちの彼女は、さわやかで清潔な印象を受ける。控ひかえめに施ほどこされた化け粧しようだけでも充分なほどに、かわいい貌かお立だちをしていた。


「病院にご用ですか？」


　にこっと笑みを浮かべられて、思わず斜ななめがけかばんのショルダー部分を握にぎりしめながら、あのっ、と口を開く。この訊きかれ方からすると、彼女は病院の看護師のひとりなのだろうか。


「あの、俺……っ」


　今日から働くことになった、いや、研修させていただくことになった？　それともここの看護師さんですかと訊くべきだろうか。


　ぐるぐる迷っていると、不思議そうな表情で見返される。一いつ緒しよに働くことになるかもしれないひとに、変な印象を持たれてはまずいと、慌あわててなにか続けようとした英に声がかかった。


「英？　早かったな」


「あ、……嘉海、先生」


　病院のドアが内側から開いて、顔を出した嘉海に、少し躊躇ためらいながら名前を呼ぶ。前回仕事をすると頷いた後、折せつ角かくだからと病院内を案内してもらっている時、案の定「宇多川さん」と呼んだら訂てい正せいされたのだ。仕事の時は「さん」を「先生」にしてくれればいいからと言われ、はあ、と戸と惑まどいながらも承しよう諾だくした。


（……白衣、着てる）


　嘉海の格好に、そんなあたりまえのことを心の中で呟つぶやく。白衣と言っても白く丈たけの長いタイプのそれではなく、襟えり元もとがＶ字になった手術衣タイプの緑色のスクラブだが、それだけでも、随ずい分ぶんと医者らしく見えるから不思議だ。


　そんな感想を抱いだいていると、女性は、英と嘉海が顔見知りだったことに驚おどろいたのか小さく、え？　と声を上げてこちらを見る。それに嘉海は、英の方までやってきて女性に向き合った。


「麻ま衣い、この子がこの前話した、新人候補だ。今日から研修」


　嘉海に視線で促うながされ、英は慌てて、麻衣と呼ばれた女性へと頭を下げた。


「初めまして。あの、桐崎英です」


「んで、英。こっちが、ウチの看護師のひとりで、朝あさ倉くら麻衣」


　朝倉です、と麻衣も頭を下げて挨あい拶さつしてくれる。朝倉さん、と英が繰くり返すと、「麻衣でいいよ」と笑えみが返ってきた。


「こう見えても五年のキャリアの持ち主だからな。辞やめるのは麻衣じゃないけど、わからないことがあったら、怖こわがらず訊けばちゃんと教えてくれるぞ」


「ちょっと先生、こう見えてとか怖がらずとか、あたしどれだけ印象悪いんですか」


「いたいけな新人が、先せん輩ぱいにいじめられないか心配だから、先にフォローしてんだろう」


「いじめませんよ、失礼だなーもう」


　ぽんぽんと弾はずむ会話に、仲がいいんだな、とぼんやりその光景を眺めることしかできず、そんなことを思う。そういえば嘉海はさっきから麻衣のことを名前で呼んでいる。


　すると、ふいに嘉海が、「なあ？」とこちらに同意を求めるように笑いかけてきた。


「えっ？　あ、いえ……」


　だが案の定、まごまごとした言葉しか出てこず、ひとり気まずくなる。


　いきなり話を振らないでほしい。緊きん張ちようを解ほぐしたり、会話に交ぜてくれようとしているのかもしれないが、できるならまだ慣れないうちは放っておいてもらいたかった。


　一対一の会話でも危あやういのに、既すでにちゃんと空気のできあがっている会話に入れるほどの話術など、持ち合わせているわけもない。


「あ、けど、男の子だったんですね、エリちゃんの代わりの子って」


　女の子かと思ってた、と言う麻衣に、あれ？　と嘉海が首を傾かしげてみせる。エリというのがどうやら今度辞める女性らしい。


「言ってなかったか？　まあいいだろ、そこらのコより英の方がよっぽど美人だし」


　だが嘉海が続けた言葉に、思わず英は、は!?　と声に出してしまいそうになった。一体なにを言うのだと嘉海を見返すが、彼は、ん？　と眉まゆを上げるだけだ。


「そういう問題でもないと思いますけど……、でも確かに、綺き麗れいな顔。二十二って言ってましたっけ。エリちゃんと同じ……ってことは、あたしのふたつ下かあ」


「うらやましいんだろ、肌はだの質が違ちがうもんな」


「先生はいちいち一言多いんですよっ。あたしだってまだぴちぴちなんですから」


　もお、とむくれる麻衣も充分かわいいのではないかと思ったが、それよりも会話の内容に自分が引き合いに出されていることの方が気になる。


　さっきから、美人だとか綺麗だとか、誰の話だ。きっと、女顔だからそう取られるというだけのことだろうけれど、ますますいたたまれない。


「……って、あれ、英おまえ、もしかして自転車で来たのか？」


「え？……あ、はい」


　ちょっと目を瞠みはった嘉海に訊かれ、おかしいだろうかと思いながら頷いた。さっきからずっと、身体からだの横に置いた自転車のハンドルを握ったまま立っていたのだ。


　本来なら、ここへ来るのに一番適したルートは、電車を使う通勤路だ。だが交通費が出るのかわからなかったので、自転車で通勤することにしたのだ。


「はいって、おまえ、俺がこないだ送っていったルートにしたって、自転車だったら四十分くらいかかるんじゃないのか？」


「……あの、電車代、もったいないかなとか、思って」


　嘉海の言う「こないだ」とは、初めて会った日だ。さすがにあのぶかぶかの服を着たままで電車に乗って帰るには勇気が必要で、車で送ると言う嘉海の申し出を断れなかった。


　ただなんとなく、あの綺麗な家に上がった後に古いアパートを見られるのが嫌いやで、少し手前で降ろしてもらってはいたのだが。


「あのな、交通費なら出すから、明日からはちゃんと電車で来い。いいな？」


　諭さとすように言われて、叱しかられたような気持ちになり、小さく、すみません、と呟く。


「行きはともかく、帰りはもう陽ひも暮れた後になることも多いんだぞ。危ないだろ」


　だが続けられた言葉が意外で、え？　と顔を上げる。嘉海は「なんなら定期買うか」と言ってそのまま頭を撫なぜてきた。


　やはり肩を揺ゆらしてしまう英に、気にした様子がないのは変わらない。


　きっと自分がそうして触ふれられることに抵てい抗こうを感じていると、嘉海は気付いているだろうに、どうしてそれでもこんなふうに腕うでを伸のばしてくるのだろう。英を見て綺麗だとか美人だとか言ってしまう所も含ふくめて、よくわからない。なにを考えているのだろうか。


「っと、いつまでもここで立ち話してる場合じゃないな」


　戻もどるか、と嘉海が身を翻ひるがえしてエントランスに向かう。


（……危ないって、女子供でもないのに……）


　もしかしたら子供扱あつかいはされているかもしれない。そう思いながら、なんだか複雑な感情を抱きつつ、嘉海の背中を見つめる。


　やっぱり苦手かもしれないと内心で息を吐いて、そこから視線を逸そらした英は、その先で麻衣と目が合った。一いつ瞬しゆん、自分の方に向けられていた視線に驚いたが、すぐに麻衣は英に笑みを向ける。


「あたしたちも行こうか。いろいろ説明しなきゃね」


「あ、はい」


　なぜ麻衣が自分を見ていたのかはわからなかったが、訊くことは躊躇われて、英は、お願いします、とぎこちなく会え釈しやくを返した。











　英たちが病院に入って間もなく、四十代後半の女性が出勤してきた。彼女は麻衣がさっき言っていたエリではなく、橋はし本もとというパートの動物看護師兼けんトリマーらしい。英と入れ替かわりで辞めるエリという女性は、今日は午後からのシフトということだった。


　少人数だが、動物病院のことをまだ詳くわしく知らない英から見ても、ちゃんとした機器が揃そろっていて、動物にとっても清潔で安心できる環かん境きようなのではないかと思えた。


「看護師の仕事って、先生が行う診しん療りようの補助と、入院動物の看護が主な仕事になるんだけどね。ウチはそうスタッフの数も多くないから、先生の仕事以外はほとんどあたしたちがやるようなものなの。雑用的なものから事務仕事まで、幅はば広ひろいし大変だと思うけど、焦あせらず少しずつ慣れてってね」


　麻衣の説明に、焦らず焦らず、と心の中でも繰り返して、はい、と頷うなずいた。


「うたがわ動物病院」は、休診日が、以前目にした水曜と祝日で、月曜から土曜までの診療時間は、午前が九時から正午まで。午後の診療は十七時から二十時までだった。


　その合間の五時間は、休きゆう憩けいと、それから往診や予約診療、手術などを行う。


　日曜は、午前の診療時間は平日と同じだが、午後は十五時から十八時までと少し早めに終わるようになっていた。


　今までの週四日のバイト＋単発のバイト、というスケジュールにくらべると、みっちりという感じだ。シフト制ではあるが残業も多いらしい。


　とりあえず初日は、どんな仕事をするのか実際に目で確かめて理解するためにと、時折手伝わせてもらいながらも見学が主だった。やはり初めて見る光景が多く、驚おどろきも多かったが、それ以上に英の興味を惹ひいて、一日が過ぎるのが早い。


　だが覚えることは山ほどあるから、やっぱり癖くせのように、ちゃんと自分にもできるだろうかという不安も浮かんでくる。メモ帳を持ってきておいてよかったと心底思った。口頭で言われたことを全部記き憶おくしておくにも限界があるし、何度も何度も同じことを教えてもらったりしたら、きっと煩わずらわしく思われてしまうだろう。


　それでも働きだしてしばらく経たつと、ほんの少しだけ、仕事に対しての不安は小さくなっていった。


　動物看護師としてやるべきことは、動物の世話や診療の補助以外でも、カルテの整理や、薬品や処方食などの発注に、薬の処方や分包、検査もある。とは言っても初心者で経験もない英は、主に雑用から学んでいるので、その辺はまだもう少し先のことだ。


　他ほかにも院内の掃そう除じや買い出し、健康預かりの犬の散歩、入院動物のタオルや、ドレープに手術衣の洗せん濯たくなども仕事のうちで、まだ慣れるにはほど遠いが、興味を持って挑いどめることが多い。


　それに、もしかしたらこの先ずっと一いつ緒しよに働くことになるかもしれない麻衣も、橋本も、そして辞めてはしまうが数週間引き継つぎで接するエリも、気さくでいいひとばかりだった。女性ばかり三人に囲まれてしまうと落ち着かないこともあったが、三人のうち二人は年上だということもあるのか、なんだか英に対する扱いは、弟や、言ってしまえばそれこそペットに対するそれに近い気がする。


　口下手で大人しい英を、気に入ってくれたのかどうかはやっぱり自信はないが、それでも受け入れてくれているのだということはわかった。だからきっと、環境はいい。なんの職種でも、重要なのはやっぱり、人間関係だというし……。


「お、なんだ英、おまえ今日も弁当持参なのか？」


　がちゃっ、と休憩室のドアが開いて、昼食を摂とっていた英は、びくっと肩かたを揺らした。なんだかもう既すでに、癖のようになりつつある反応をして、英がそちらを見る前に、声の主───嘉海が横に立つ。


　初日を除いて、英は基本的にエリのシフトに合わせて入っていた。だが、午前からのシフトの場合でも定時にあがれることはあまりないので、麻衣ともほとんど一緒ではある。


　一緒に休憩に入ったエリは、外へ昼食を買いに出かけていたので、先に食べていたのだが、なぜだかそういう時に限って、嘉海がこうして休憩室にやってくることが多い気がする。


「ちゃんと自じ炊すいしてるってことだな、エライエライ」


「……はあ」


　ぐしゃっと英の反応を問わず髪かみの毛を撫ぜるのも恒こう例れいで、少し軽いノリの言葉も変わらずだ。けれどやはり英が返せるのはつまらない相づちばかりで、正直嘉海がなぜこうも態度を変えないでいられるのかが不思議でしょうがない。


（……なんでそこでテーブルに着くんだろう……）


　当然のように、テーブルの角を挟はさんだ斜ななめ向かいの椅い子すに腰こし掛かける嘉海に、少し憂ゆう鬱うつになる。


　お試ためしとはいえ、初対面だった自分を雇やとってくれたことには、感謝している。けれど、いまいちなにを考えているのかわからない嘉海のことは、初対面で感じた通り苦手なままだった。


　きっと、獣じゆう医い師しとしてはとても立派なのだろうということは、英にもわかる。小さな病院とはいえ、比ひ較かく的てき高級な住宅が並ぶ一角に建っているし、診療時間内はほぼ途と切ぎれることなく患かん畜ちくがやってくる。手術も、あたりまえだが、失敗もなかった。往診の数も多い。


　それになにより、飼い主からの信しん頼らいが篤あついのだということが、うたがわ動物病院をかかりつけにしているひとが多いことからもわかる。


　一見粗そ野やそうにも、雑そうにも見えて、近付きがたい雰ふん囲い気きがある気がする嘉海だが、話をすればその人当たりのいい性格から、大体の相手は警けい戒かい心を解くのだろう。笑うと印象が変わるという部分は英でさえ気を惹かれたくらいだし、容姿自体は男前なのだから、飼い主からの───特に女性からの人気も高いというものだ。


　だからもちろん、尊敬はしていた。ただ、嘉海の獣医師としての凄すごさを知れば知るほど、もやもやと胸に生まれてくるものがある。それは、英がよく知っているものだった。


　───このひとも、ちゃんと誇ほこれるものを持ってるひとなんだ。


　自分の道を、しっかり見み据すえて、歩んでいる。揺ゆるぎない自信と、実力に支えられて立っているひと。


　その仕事ぶりから、彼の、自分の信念を貫つらぬける精神力、力強く柔じゆう軟なんな性格などが窺うかがえる。男らしい容姿だけでなく、中身まですべてが英と正反対で、小さく劣れつ等とう感が刺し激げきされた。……自分の中に根付いて消えてくれないコンプレックスの存在を、思い出してしまう。


　苦手ではあるけれど、嫌きらいなわけでもないのに、嘉海を見ているとそんなもやもやが胸に広がってしまうのだ。


「おまえ少食だなー。そんな弁当一個で腹いっぱいになるのか？」


「……いっぱいには、なりませんけど」


　英が使っている弁当箱は、普ふ通つうのサイズのものだ。だが、百円ショップで買ったそれは健康な成人男性が使うには、確かに小さいかもしれなかった。


「だよなあ。……ウインナー、に、かまぼこ……」


「っあの、あんまり見ないでください」


　いきなり弁当の中身を羅ら列れつし始める嘉海に、慌あわてて弁当箱を隠かくすように移動させた。おかずなんて三品ほどしか入れていないから、羅列もなにもないのが、余計に恥はずかしい。


「後は、スクランブルエッグか？　確か、前も同じようなおかずじゃなかったか？」


「……」


　ウインナーは焼くだけ、かまぼこは切るだけ、卵焼きでなくスクランブルエッグなのは、そっちの方が簡単だからだ。けれど嘉海の言うように、別に毎日同じおかずなわけではない。……それでも後は、野菜炒いためとか、インスタントのスパゲティ、がんばって唐から揚あげくらいしかないが、それも冷れい凍とう食しよく品ひんが半額の時に買ったものだったりするので、いばれることでないのは自覚しているのだ。


　だからこそ指し摘てきされるのは嫌いやなのに、普通ひとの弁当の中身がなんだろうと放っておくものじゃないのか。女の子同士ならともかく。


　そんな言い訳じみたことが浮うかぶが言うことはできず、続きを食べようと箸はしを動かした。


「……なあ英、おまえさ」


　だが嘉海はちょっと下降した英の機き嫌げんに頓とん着ちやくした様子もなく、更さらに話しかけてくる。


「もしかして、料理苦手なのか？」


「……あんまり、器用な方じゃないんです」


　ずばっと訊きいてくる嘉海に、悪かったなと思いながらも、口の中のものを咀そ嚼しやくして呑のみ込んでからだったが、一応返事を返す。


「にしたって、もうちょっといいもん食べろよ。ああ別に、そのおかずが悪いって言ってるわけじゃないぞ？　ちゃんと食べないと、この仕事体力勝負だからな。もたないって話」


　それは言われなくてもわかっているのだが、やはり、生活費節約のためになにを削けずるかといえば、一番はやはり食費なのだ。今は時間が取れないから単発のバイトは断っているし、ささやかな貯金を崩くずしたくはない。


　それに、実は実家から送ってきた現金書留があったが、それにも手をつけたくはなかった。そこに手を伸のばしてしまったら、反対を押し切って家を出てきた意味がなくなってしまう気がした。たとえ意地なのだとしても、英にも譲ゆずれないものはある。


「……ばてたりしないようには、気をつけます」


「そうしろよ。英の弁当手作りみたいだから、なんか横からちょっともらおうかと思ったんだけどなあ」


　そこから取ったら俺ひどいやつだよな、と笑う嘉海に驚く。なにをとんでもないことを言うのだ、このひとは。


　ひとに食べさせるような上等なものなんて、この弁当には入っていないのだ。量が減るとかケチくさいことでなく、質の問題だ。


「こうなると英にうまいもんいっぱい食べさせてやりたくなるな。今度なんか食べにいくか」


「えっ？……や、あの、いい、です」


　やっぱり、嘉海がなにを考えているのか、いまいち理解できない。そんなことを思っていると食事の誘さそいまでかけられて、英はふるふると首を振ふった。嘉海が言っているのがふたりでなのか、ほかの人間も一いつ緒しよなのかはわからなかったが、大体、誰だれかと食事を共にする事自体が苦手なのだ。


　食事の場ともなると、なんとなく、黙もく々もくと食べるのも相手に悪い気がするし、だからといって気の利きいた会話をできる器用さもない。


　それなのにそんなシチュエーションを、ただでさえ苦手な嘉海と一緒にだなんて、考えただけで滅め入いってきてしまう。


　ただそんな本音を言う勇気もない英は、ひたすら首を振って遠えん慮りよするしかなかった。だが嘉海はそんな英の心情など考えもしないのか、あきらめない。


「なんだよ、俺の奢おごりだぞ。なんでも英の好きなもんでいいし」


「いや、あの……」


「ああ、おまえの好きなものってなんだ？　肌はだ綺き麗れいだし、どっちかっていうと肉より魚か？」


　いやだから……、と首を振る英の話を聞いていないのか話を進める嘉海は、テーブルに肘ひじをついて距きよ離りを縮めてくる。そこまでして自分と食事をして、なにか楽しいものがあると思っているのだろうかと困こん惑わくしてしまう。


　それに、顔近いよと戸と惑まどっていると、休憩室のドアが開いた。


　入ってきたのは、買い物から戻もどってきたエリと、午後からのシフトで少し前に入っていた麻衣だった。


「あ、先生、なに英くんいじめてるんですかー」


「人聞き悪いな、いじめてるわけないだろ」


　困った顔の英にエリが揶揄からかうように言うと、嘉海はそう返しながらかたん、と椅子から立ち上がる。


「英にうまいもん食べさせてやろうと思って、メシに誘ってただけだぞ」


「でも英くん、困ってるみたいじゃないですか」


　今度は麻衣がそう指摘する。


「面めん倒どう見みがいいのはいいですけど、構いすぎると嫌われちゃいますよ？」


　麻衣の言葉に、どきっとして英は視線を逸そらした。確かにあまり構わないでほしいとは思ったが、さすがに、嫌いはしない。それでも好意的とはいいがたい態度を取っている自覚は、少なからずあって、いたたまれなくなった。


　その間にも、嘉海と麻衣の会話は進む。


「拾い癖ぐせがあるのもその延長ですもんね。すぐ捨て犬も捨て猫ねこも連れて帰ってきちゃうんだから」


「あー、麻衣には世話かけるな。感謝してるぞ」


「言い方が軽いですよ、もう。とりあえず頷うなずいとけって思って、流してるでしょ、先生」


「してないって。ほんと、麻衣がいなきゃこの病院は成り立たないからな」


「ならあたしも誘ってくださいよ、ごはん。先生いっつも忙いそがしいって言って、なかなか連れてってくれないくせに」


「わかったよ、そのうちな。けどおまえ、既すでに遠慮ってもんを知らないからな……それが怖こわいよ、俺は」


　少しむくれたような麻衣の催さい促そくを、笑っていなした嘉海は、それより、と話の方向を変える。


「用件は？　俺に用があって来たんだろ？」


　言われて、麻衣もそれまでの軽い会話を打ち切って、はい、と頷いた。


「さっき電話があって、この前の仔こ猫ねこの引き取り手が決まったそうです。後ちょっとカルテのことで質問があるんですけど」


「お、そうか。そりゃよかったな。カルテは、そっち行って聞こうか」


　そう言って、嘉海はちらりと英に微笑ほほえみを残しそのまま休憩室を出て行った。そのどこか意味深な笑みにどきりとしてしまう。何故か鼓こ動どうを早めた心臓に戸惑いながらも、それを紛まぎらわすように、英はエリの方に向き直った。


「あの……さっき麻衣さんが言ってた、仔猫の、って、なんですか？」


「ああ、あれ？　あれもここの仕事のひとつなんだけどねー。さっき麻衣さんがほら、先生の拾い癖がどうのーって言ってたじゃない？」


　そういえば言っていたなと思い出して頷くと、エリが続ける。


「先生ねー、よく捨て犬とか捨て猫とか、拾ってくるのね。あたしがここに勤める前からもうずっとらしくて、そりゃほっとけないっていうのはわかるけど、でもだからって、拾ってくるだけ拾ってきてもその後どうするかが一番の問題でしょ？」


「そう、ですね」


「いくら動物病院だからってここで全部育てるわけにもいかないし、先生の家で飼うのも同じくだし、オセロもいるしね。それでね、知り合いのペットショップのひとに頼たのんで、仲ちゆう介かいしてもらうようにしたんだって」


「仲介？」


「そう。要はその子犬とか仔猫とか、もらってくれるひとが見つかるまで預かってもらってね、張り紙とかもしてもらって。まあほとんどが雑種なんだけど、無料タダだから、結構もらい手があるみたいで、余計に先生の拾い癖も治らないらしいんだけど」


　嘉海らしいと言えばそうなのかもしれない。確かに捨て犬や捨て猫に会ったら、そのまま躊躇ためらいもせずに連れ帰りそうだ。


「でも、もらい手が見つかるまでの予防注射代とかごはん代も先生が負担してるし、ほんとに、麻衣さんが言った通り面倒見がいいよねー先生って」


「そうなんですか……」


「まあ先生らしいと思うし、そこが先生のいいとこなんだろーけどね」


　言って、パックの野菜ジュースをストローで吸ったエリは、ふと英の方を見て首を傾げた。


「……英くんてさー」


「え、はい？」


「まだあんまり懐なついてないよねー、先生に」


「……えっ？」


「先生が拾ってきたコたちってね、いっつもすっごく先生に懐くの。ハハオヤかってくらい」


「……え、と……」


　なにを言われたのかわからず首を傾げて見返すと、エリは笑って、ごめんごめんと言う。


「英くんも、先生が自分で連れてきたじゃない？　だから先生に懐いてんのかなーって思ったら、なんか違ちがうみたいだから、意外だったの。ごめんね、犬いぬ猫ねこと一緒にして」


「あ、いえ……」


　ふる、と首を振って、英はまた止まっていた箸はしを動かした。


（……拾い癖、か）


　心の中で呟つぶやくと、なぜか、つきっ、と小さく胸が痛んだ。


　確かに、自分も嘉海に拾われたようなものかもしれない。いや、かもしれないというか、事実そうなのだ。けれどそんなこと、改めて考えなくてもわかっていたことのはずだ。それなのに、ひとに指し摘てきされただけで、どうしてこんな、まるで傷付いたような気持ちになっているのだろうか。


　さっきは食事の誘さそいすら憂ゆう鬱うつに思ったというのに、嘉海から見た自分の位置を考えた途と端たん、予想もしなかったこんな痛みを感じるなんて、どうしてなのだろう。


　自分の気持ちなのによくわからない。けれどそれ以上深く考え込んでしまうと、余計に胸の痛みが大きくなりそうな気がして、英は今度こそ弁当を食べることに集中しようと、思考を切り替かえた。











　その日の午後は、手術はないものの往おう診しんが三件あって、助手としてついていくのは麻衣だったが、英も勉強にと同行させてもらった。うち一いつ軒けんは、ひどく豪ごう華かな佇たたずまいの屋や敷しきで、飼い主である人物も四十代前後の綺き麗れいな女性だった。


　だが、おっとりした婦人という感じの彼女が飼っていたのは、犬でも猫でも、ましてやウサギやハムスターでもなく、イグアナだった。驚おどろいたが、これまで英が仕事をしている間に爬は虫ちゆう類るいの患かん畜ちくがやってきたことはなかったから、興味深くてまじまじと観察してしまう。


　するとそれに気が付いたのか、嘉海はイグアナを固定する役を英に任せてくれた。触さわるのはほぼ初めてだったが抵てい抗こうはまったくなく、意外と大人しい様子に、ちょっとかわいいかもしれないという感想を抱いだく。


　診しん療りようが終わると、飼い主の婦人は英に笑えみを向けてくれた。


「新人さんなのに、少しも怖がらないで、しっかりしてるわね」


「え、いえ……っ」


　褒ほめられることに慣れておらず戸と惑まどってしまったが、それでもじわじわとうれしさが滲にじんでくる。


　いまだ雑用がメインで失敗も多い毎日だが、こうして些さ細さいなことであっても、自分のできることでお礼を言われたり感謝されたりすると、じんわりと心が温かくなった。


　それに、単純に、動物が元気になっていく姿を見るのもうれしい。つらいことも多いと言われたのを忘れてはいなかったが、まだ英はそれを経験していなかった。


「あの、なんかかわいかったし、病気じゃないみたいだってわかって……うれしかったです」


　いつかはつらい想おもいもするのかもしれないが、今はただ感じたことを素す直なおに述べると、婦人は、まあ、と更さらに微笑ほほえむ。


「男の方でも苦手な方が多いのに、あなたはそうではないのね。好きだったら一度自分でも飼ってみると、楽しいわよ」


「はい、機会があったら、飼ってみたいと思います」


　実際飼うには環かん境きようを整えたりするのに大変だろうとは思うが、いつか飼えたらと頷く。婦人は、ふふ、と笑ってなぜか嘉海を見た。


「嘉海先生も最初から平気でしたものね。この辺で爬虫類まで診みてくれる獣じゆう医いさんてなかなかいらっしゃらなくて、ずっと困っていたから、あなたが跡あとを継ついでくれて本当に助かってるわ」


「父は爬虫類はあまり得意じゃなかったですしね」


　揶や揄ゆを交えて笑い返した嘉海の言葉に、英は小さく驚いた。嘉海の父親も獣医師だったのか。ということは、今のあの病院は先代のものを継いだということなのだろうか。


「だけど凄すごく腕うでのいいことは確かだったし、どなたに聞いても信しん頼らいできる獣医さんだってお話だったでしょう。それをちゃんと受け継いでるあなたは凄いわ」


「父はずっと目標でしたから、それを継いだ俺がお役に立ててるんでしたら、うれしいですね」


　笑みを返す嘉海は、謙けん遜そんしつつもちゃんと礼を示していて、英は内心でまた意外な想いを抱きながらふたりを見ていた。


　品のある女性と並んで会話していても、嘉海はなんら遜そん色しよくなく見える。相手によって態度を変える、というと聞こえが悪いが、飼い主が心安く、安心してペットを預けられるのは、嘉海のその対応の臨機応変さにあるのではないだろうかという気がした。


　動物の種類も様々だが、飼い主のタイプもそれ以上に様々だ。だから、動物を診る技術ももちろんだがそれだけでなく、飼い主に対する姿勢もきっと、獣医師としての器うつわの大きさを左右する重要なものなのだろう。


「またなにかありましたら、ご遠えん慮りよなく、電話でも相談してくださいね。夜中の救急でも構いませんから」


「ありがとう。なにかあればまた連れん絡らくさせてもらうわね。……所で嘉海先生は、そんなに頼たよりになるのに、まだお相手がいらっしゃらないのかしら？　不思議だわ」


「俺ですか？　生憎あいにく、こんな仕事人間についてきてくれる、奇き特とくなひとがいないようで」


「あら、そうなの？　でも、そろそろ素す敵てきなお嬢じようさんと並ぶ姿を見たいわねって、みなさんとお話してるのよ」


　みなさんというのは、ほかの飼い主のことだろうかと、なんだか変な展開になっている会話を眺ながめながら思う。嘉海の年ねん齢れいは、確か三十四だと言っていた。それならそんな話が出てもおかしくないのだろうが、飼い主の奥様方も、お気に入りの先生の恋れん愛あい事情が気になって仕方がないという所か。


（そういえば、先生、彼女いないのかな……）


　話の内容からしていないようではあるが、きっとモテるのに違ちがいはない。思ってから、内心で慌あわてて首を振ふる。


（……俺には別に、関係ないけど）


　嘉海に実際彼女がいようがいまいが、どうでもいい。


　なんでしたら紹しよう介かいしましょうか？　とおっとりした口調でそんなことを言い出す婦人に、そのうち考えておきます、とやんわり断っている嘉海から、英は不自然に目を逸そらした。


「英くん、これ、先に車に積んでてもらえる？」


　すると小声で麻衣に話しかけられ、診療器具の入ったかばんを渡わたされる。はい、と頷うなずいて受け取ると、麻衣は小さく笑いかけてきた。


「先生はお見合いなんかしないのにね」


　それが婦人の言葉に対するものだとはわかったが、そんなことを言われても英には、はあ、と曖あい昧まいに笑みを浮うかべるしかできなかった。嘉海が見合いをするかしないかなんて、自分にはわからない。


　まあ普ふ段だんから、あんなふうに勧すすめられたりしているのなら、断り慣れもしているのだろう。麻衣が言いたいのはそういうことなのかもしれないとひとりで納なつ得とくして、英は車の方へと足を向けた。





　　＊　＊　＊





　午前中からのシフトの時、英が出勤してきて最初に会うのは、嘉海だった。


　病院の裏手に回ると、院と嘉海の自宅を繫つなぐ廊ろう下かがあり、その端はしに従業員用入り口が設置されている。そこを入ると左手が病院で、右手が住まいの方へ続いていた。


　休きゆう憩けい室の手前に小さいながら院長室もあり、ドアをノックすると中から応答がある。失礼します、と言って開けると、嘉海がコーヒーを飲みながらデスクに向かってパソコンを見ていた。


「おはようございます」


「おう、おはよう。相変わらず律りち儀ぎだな。勝手に上がっていいんだぞ」


「はい、あの、じゃあお借りします」


　顔を上げて笑みを見せる嘉海は、いつも朝からきちんとしている。どれくらい休んでいるのかわからないが、だるそうだとか眠ねむそうといった気配がなかった。


　研修を始めて二週間近く経たったが、看護師以上に獣医師がいかに体力のいる大変な仕事なのかも、ひしひしとわかってくる。そうすると、このつらそうな所など見たことのない嘉海の体力がどれほどのものなのかと、少しだけ尊敬してしまう。


　相変わらず嘉海に対して気き後おくれしてしまい、会話が弾はずむことはなかったが、日を追う毎ごとに少しずつ、獣医師としての信頼は篤あつくなりつつあった。


　嘉海に頭を下げて院長室のドアを閉めると、英はさっき入ってきた従業員用入り口を過ぎて、更に奥に進み、八畳敷じきの和室に入った。その一角にある小さな観音開きの押入を開くと、英は荷物をその中に入れ、家から着てきたカットソーを脱ぬぐ。


　代わりに押入の中のかごから、うす水色のシンプルなジャケットタイプの白衣を出して身につけた。サイドファスナーをスタンドカラーの襟えり元もとまで引き上げて、次にジーンズも同じ色のズボンに穿はき替かえる。


　麻衣たち女性陣じんのうすピンクの白衣とは、その色とファスナーの位置が反対なだけで、デザインはほとんど変わらないそれが、英の仕事着だった。


　本来なら休憩室が更こう衣い室も兼かねているのだが、英もこう見えて一応男だ。女性と同じ場所で着き替がえはできないだろうということで、嘉海がならこっちを使えばいいと、院から直接繫がっている自宅の和室を貸してくれていた。


『研修生　桐崎英』と名前の刻まれたネームプレートをつけ終えた時、ふいに部屋の外でかたん、と音がした気がして、英は首を捻ひねった。


　この和室には戸が二ヶ所あり、ひとつは英がさっき入ってきたもの、もうひとつはその戸から見て右手にあった。そちらを開けると、ちょうど自宅の玄げん関かんから入った正面の廊下に出る。音はそっちの方からした気がした。


（……先生は、病院の方だった、よね）


　確かにさっき挨あい拶さつをしたから間ま違ちがいない。廊下を歩いてくる足音も聞こえなかったし、なら今こちらの自宅の方にいるのは英だけのはずだった。どうやら予想通り嘉海はひとり暮らしのようだったし、では一体今の音はなんだろうかと思いながら、英はそっと、音が聞こえた方の戸へと近付いた。心臓の音がどきどきと大きくなる。


（……泥どろ棒ぼう、とか……あ、そっか）


　オセロかもしれない、とふと思い立って、英は開ければ廊下とリビングのドアが見えるはずの戸に手をかけた。勝手に他人の家の戸を開け回るのは気が引けるが、万が一のため確かく認にんしておきたい。


　すると、戸を開けた先にはやはりオセロがいて、英は知らず詰つめていた息を吐はいた。


「……やっぱりオセロだったんだ」


　びっくりさせるなよ、と呟つぶやいて、膝ひざを折った英は、こちらを見上げているオセロの頭を撫なぜてやる。さらさらと手て触ざわりのいい毛の感かん触しよくが気持ちよくて、首筋や背中も触さわってやると、オセロは気持ちよさそうに、元から垂れている耳を更さらに寝ねかせた。


　犬なんて、この仕事をするまでそんなに触ったこともなかったのに、すぐに慣れてしまった。飼い主である嘉海に慣れるよりも早いなんて、変な話かもしれないけれど、動物相手だとやはりいらない気を遣つかう必要もないし、緊きん張ちようもしないのだ。


　それは英にとって、意外で、そしてうれしい発見だった。


　今まで、家でペットを飼ったことがなかったから、動物に関する仕事なんて思いつきもしなかったが、そういう選せん択たくもあったんだなと思う。


（もっとちゃんと、視野を広くするべきだったのかな）


　自分にはなにもできない、なにもないんだと、そう思って、コンプレックスの塊かたまりになって、内側にこもってばかりだったから、きっと己おのれで道を塞ふさいでしまっていた部分もあったのかもしれない。


　少しずつ、本当に少しずつだけれど、自分の中の気持ちの芯しんが、しっかりしてきているような、そんな気がしていた。まだ戸と惑まどうことも迷うことも多いが、それでも、仕事をすることの楽しさ、というものを初めて感じている。


「……オセロのおかげもあるかな」


　あの時オセロが俺にぶつかってきたからだもんね、と英が笑うと、きょとんとした顔でオセロはこちらを見ている。その頭を撫ぜ続けながら、ふと思うのは嘉海のことだった。


　彼がこの仕事に誘さそってくれなかったら、自分が今ここにいることはなかったのだ。


（……いいひと、なんだろうけど）


　人見知りしてしまう英には、相手との距きよ離りというものがなにより大事だ。友人、仕事仲間、兄弟、親、というふうに、自分にとってのそのひとの立ち位置が定まっていないと、不安になってしまう。


　そうやって括くくるなら、英にとって嘉海は「上司」だ。だったらそう割り切って対応すればいいのに、なぜだか、それができない。


　英が引いた線が、嘉海には、見えていないのか、それとも見ないフリをしているのか。わからないけれど、あの、距離なんか気にせずに触ふれてくる大きな手が、厄やつ介かいだ。頭を撫ぜてくる、無骨なのに繊せん細さいな手。


　あれがだめだ。その手と一いつ緒しよに英を見つめるまっすぐな目も、やさしい笑えみも、どうしていいかわからないのだ。いつまでたっても、苦手で仕方ない。


　こんな調子で、自分はこの先、仕事内容には慣れることができても、嘉海に慣れる日は訪れるのかと、些いささか不安が大きくなる。


　びくつく英に怯ひるまない嘉海は、もしかして自分のことを、小動物かなにかだと思っているんじゃないだろうか。


（……患かん畜ちくと、同じレベルなのかも）


　いつか思ったのと同じようなことを考えると、また胸がきゅっと痛んだ。


　心臓のその不可解な動きを紛まぎらわそうと、小さく息を吐く。それからふと、大人しく撫ぜられ続けているオセロに落としていた視線を、上に向けた。ぐるりと首を回して、天てん井じようから、奥の風ふ呂ろの方、二階へ続く階段、リビングのドアへと視線を移動させる。


（……静かだな）


　朝だからというわけでなく、そういえば勤務後着替える時だって、この家からなにかほかの音が聞こえてきたことはほとんどなかった。だからこそ、さっきオセロが立てた微かすかな音ですら響ひびいて、英の耳に届いた。


　広い、広い、綺き麗れいな家。二階に何部屋あるのかは知らないが、一階だけでも、和室に、リビング、ダイニング、キッチンやそのカウンター横にもあった畳たたみスペースなども考えると、とても、ひとりで暮らすのに適しているとは言い難がたかった。


『父はずっと目標でしたから、それを継ついだ俺が……』


　ふと、この間嘉海が言っていたことを思い出した。父親を語る嘉海のそれは、過去形だ。


　やはり、嘉海の親は、両親とももう亡なくなっているのだろうか。最初嘉海に会った日、リビングで自分が見た写真も、その両親が写ったものだったのかもしれない。在りし日の、家族の肖しよう像ぞう……今はもう、ここにないもの。


　だからこの家は、こんなにも、静かなのだろうか……。


　オセロがいるとはいえ、今はただひとり、嘉海だけが暮らすこの家が、英にはひどくさみしく思えた。


　あの明るい嘉海本人とは、ほとんど正反対のイメージを、彼自身が住んでいるにもかかわらずこの家に感じて、無意識にきゅ、と眉まゆ根ねを寄せる。胸のどこかが痛んだ気がした。


（……なんでこんな気持ちになんの）


　今日は朝からいろいろ考えすぎている気がすると、深くそこへ踏ふみ込むことはせずに顔を上げた英は、はっと和室の中にある時計を見る。


　いつもより長居してしまったと、慌あわてて立ち上がった英は、オセロに、また後でね、と手を振ふって院の方へと急いだ。











　その日、英が働き初めてから一番と言っていいほどに、病院は忙いそがしかった。


　いつもは、患畜と患畜の間が空くことは少ないとはいえ、比ひ較かく的てきゆっくりとしたペースで診しん療りようをやっている。


　だが今日は午前中から、かかりつけになっているひとだけでなく、新規で受付をするひとも多く、その上昼からはびっしりと、予約診療のほかにも往診と手術の両方が予定されていた。


　午後の診療でもやってくる飼い主と患畜の数は衰おとろえず、更に急きゆう患かんも重なる。結局英は、早番だったにもかかわらず、午後の診療終しゆう了りよう時間になるまで上がることができなかった。


　すべての受付分が終わった後の帳ちよう簿ぼつけや、レジの管理などはまだ英ひとりでは任せてもらえる段階ではないので、できることを手伝うだけに留とどめる。だが、最後の院内の掃そう除じは、遅おそ番ばんだった麻衣があまり体調がよくないようだったので、自分が引き受けることにした。


　ごめんねと申し訳なさそうにしながら帰る麻衣に、いえ、と首を振って小さく笑い返し、掃除を終える頃ころにはもう九時近くなっていた。だが残業自体も、上がる時間が今日くらいになることも、今までだってあった。


　それでも、たまにこんな日があるのよねえ、と昼間入っていた橋本が言っていたが、なんだか凄すごくばたばたしたようで、いつもより少し疲つかれた気はする。


　診療時はもちろんいつも真しん剣けんに患畜を診みる嘉海だが、その集中力が途と切ぎれることはなかったものの、彼は疲れていないのだろうかという思考がふとよぎった。


　するとその時、ふいに院の電話が鳴り、英は驚おどろいてびくっと肩かたを揺ゆらした。取らなければと慌てて受付の方に足を向けるが、すぐに音は途切れてしまう。もしかしてもう切れたのだろうかと電話を見ると、通話中のランプは点ついたままだ。


　内線で繫つながったほかの電話に嘉海が出たらしい。


（……院長室かな）


　おつかれさまですと挨あい拶さつをしてから上がろうと思ったのだが、一いつ旦たん着き替がえてからがいいだろうかと思案していると、ふっと通話ランプが消える。どうやらもう電話は終わったらしい。


　なら先に言っていこうと、電気や機械類の消し忘れがないかを一応確かく認にんして、受付から診しん察さつ室を通ってドアを出た。狭せまい通路を過ぎて正面にある院長室へと向かうと、わずかにドアが開いていて中から灯あかりが漏もれている。


　首を傾かしげ、そのドアを軽くノックして開きながら英は隙すき間まを広げた。


「先生、あの、俺お先に……」


　失礼します、と言おうとした英は、思わずそのまま口を噤つぐむ。奥にあるデスクのこちら側にソファがあり、そこに座っていた嘉海の様子が目に留まった。


「あ、おう……英か。遅おそくまで悪かったな、今日は。おまえが最後か？」


「え、あ、はい、……」


　ソファに座り込んでいた嘉海は、背もたれに身体からだを預けて天井を見上げていた。


　英が声をかけてからは身体を起こし、こちらを向いて笑みを浮うかべているというのに、それでもどこかいつもの嘉海と違ちがって見える。覇は気きがない、とでもいうのだろうか。


「おつかれさん。気を付けて帰れよ」


　そう言って手をあげる嘉海に、いつもなら、はいと頷うなずいてそそくさと踵きびすを返すはずなのに、どうしてだか今は躊躇ためらってしまう。さっき見た、あの横顔が頭から離はなれてくれなかった。


「どうした？　なんか話でもあったか？」


　返事をせずにその場にとどまっている英に、嘉海は不思議そうな視線を送ってくる。その表情にも陰かげりは見えない。それでもどうしても気になった英は、あの、と口の中に溜たまった唾だ液えきを呑のみ込んでから口を開いた。


「ん？」


「あの、……えと」


　だが、一体なにをどう訊きけばいいのか浮かばずに、視線をさまよわせながら口唇くちびるを舐なめる。どうかしたんですか、じゃ曖あい昧まいすぎるだろうか。なにを訊きたいのかわかってもらえないかもしれないし、……というかそもそも、自分が訊きたいのはなんなのだ？


　考えているうちにごちゃごちゃと混乱してきた英は、上げた視線が嘉海と合った瞬しゆん間かん、思わず違うことを口走っていた。


「あのっ、その、さっきの、電話、なんだったんですか？」


「え？」


「や、あの、もう診療時間も終わって遅いのに、なんの電話だったんだろうって、思って……」


　咄とつ嗟さに出たことだったが、言い訳のように続けながら、英は、ふと嘉海の表情が変わったことに気が付いて、言葉を途切れさせた。もしかして訊いてはまずかったのだろうかと思い、慌てて頭を下げる。


「すみません、俺には関係のない、ことです、よね、あの……」


「ほかの動物病院からだった」


「……え？」


　変なこと訊いてすみませんでした、と続けようとしていた英は、嘉海の声に顔を上げた。


「ほかの、病院……？」


「ここからふた駅くらい向こうに、けやき通りペットクリニックって所があるんだけどな、院長が知り合いなんだ。歳は向こうがだいぶ上だけど、獣じゆう医い師しの勉強会やら研修やらで顔見知りになってから気が合って」


「はあ……そう、なんですか」


　その動物病院の存在は知らなかったが、嘉海と気が合うということは気さくなひとなのかもしれない。だがそれがどうしたのだろうかと視線を返すと、嘉海は珍めずらしく自分の方から目線を逸そらした。


　それに驚いていると、背もたれに身体を沈しずめるようにして、嘉海は白衣のポケットに両手を突つっ込む。少し俯うつむくように下を向いた嘉海は、そのままで続けた。


「昼間な、……ああ、ちょうどおまえが休憩取ってた時か。急患の電話があったんだ」


「急患？」


　午後の診療で急患が何件かあったが、昼時にもあったことは知らなかった。だが、あれ？　と英は首を傾げる。確か今日は、昼のあの時間、往診と、手術と、予約診療だけでいっぱいだったはずではなかったか。急患が入る余地なんてあっただろうか。


　そんなことを考えている英がわかったのか、嘉海は、頷いて続ける。


「今日のウチには、その時間そんな余よ裕ゆうはなかった。いつだって、できるだけ受け入れてやりたいとは思ってても、俺の手は二本しかないし、身体はひとつだからな。キャパシティをオーバーして引き受けても、それで手が回らないんなら、意味がない。だから、断ることも仕事のうちだ。けど、放ってはおけないからな、けやき通りに連れん絡らくしたんだ」


「……受け入れてもらえなかったんですか？」


　もしかしてと思いながら英が問うと、いや、と嘉海は笑えみを浮かべる。けれどその笑みはどこか心からのそれではないように見えて、英は目が離せなくなった。


「ちゃんと快く受け入れてくれたよ。……けど、ちょっと遅かった」


「……おそ、かった？」


「電話をしてきた飼い主の自宅からは、ウチが一番近かったらしいんだ。っていうのも、初しよ診しん……というか、初めて電話してきたひとで、だから、車で行かれるんならけやき通りペットクリニックでもそう遠くはないですよ、って紹しよう介かいして、任せた」


　遅かった、という嘉海の言葉を頭の中で繰くり返して、英は、まさか、と今度こそ自分の予想が当たっているかもしれないことを恐おそれながら、口を開いた。


「……間に合わなかった、ってことですか？」


「うまくいかない時にはいろいろ重なるもんで、けやき通りに向かう途と中ちゆうの道は、事故で渋じゆう滞たい、それでも回り道をして着いた時にはまだ、息があった。ああ、雑種犬なんだけどな、前から具合が悪そうな日はあったらしくて、でも今まであんまり病院とかに縁えんもなくて、どうしようか迷ってたんだそうだ。けど容態が悪化して、どうにもこれ以上は放っておけないだろうってことで、病院に連れて行って、すぐに手術を、受けることはできた。……けど」


　堪こらえきれないように、嘉海は膝ひざの上に置いた両手で口元を覆おおい、抑おさえた重い息を吐いた。


「……さっきの電話、やっぱりだめでした、って、連絡」


　眉み間けんに皺しわを寄せて目を閉じる嘉海の表情を、英は目を瞠みはってなにも言えずに見つめた。


「どんなに手を施ほどこしたって目の前で消えてく命も、自分の腕うでが足りなくて救えなかった命も、今まで何回も、ずっと見てきたのにな。ウチが受け入れてればなんて、そんな傲ごう慢まんなことは考えないけど、それでも、そうしてたらなにか違ったのかもしれないっていう想おもいは、やっぱ浮かんできちまう。誰だれが悪いわけでもない、そう思うのに、もっと早い段階で診せに来てくれてればなんてことまで……」


　それは嘉海が自分でも言う通り、飼い主を責める言葉ではなかった。ただ、もしかしたら救えたかもしれない命を留とどめることができなかった悔くやしさを、自分に向けてしまうから、どうしようもないのだろう。


「……俺の親おや父じがな、獣じゆう医いやってる頃ころ、初めてそうやって目の前で小さな命がなくなってくのを見た時、俺、めちゃくちゃ泣いたんだよ。十歳だった。もう随ずい分ぶん前の話だけどな、もの凄く鮮せん明めいに覚えてる」


　小さく口元に笑みを浮かべる嘉海に、なぜか、きゅう、と胸のどこか奥の方が絞しぼられるように苦しくなった。


「けど泣いたのは、その時だけで、それからはずっと、どんだけつらくても悲しくても、泣かずに看み取とってきた。獣医になる前は、絶対に俺はそういう命をひとつでも助けられるようになるんだって想いだけで、獣医になってからは、俺にできる最大限のことをするんだって気持ちで……それでも、いつまでたっても、慣れないもんなんだよな」


　苦く笑しようするように自じ嘲ちようした嘉海は、そう言って、ようやくまた英の方を見た。まっすぐな瞳ひとみは、正面から見られても怖こわくなどない。ただ、どこかさみしげに見えてしまうのは、今嘉海が静かに話してくれたことが、胸に痛いからだろうか。


「悪かったな、妙みような話して。できれば情けない所は見せたくねえなと思って、言わないでおこうとしたんだぞ」


「……、いえ……」


　軽い調子で言う嘉海に、同じように明るくはやっぱり返せなくて、そんなこと、と首を振ふるしかできなかった。そんな英に、嘉海は小さく笑って、ソファから立ち上がる。


　なにか嘉海に言いたいと思うのに、うまい言葉が見つからない。それがもどかしくて俯くと、ぽすっ、と頭にてのひらの感かん触しよくがした。嘉海の大きな手が、いつものように、英の髪かみの毛をぐしゃぐしゃとかき乱す。


　やっぱり犬か猫ねこにするみたいな仕草だと思うのに、それが今は嫌いやだとは感じず、珍しく抵てい抗こうを示さずされるがままになっていると、ふっと更さらに笑う気配がした。


　手が離れるのを感じ、顔を上げると、なにかあたたかいものを秘ひめたような嘉海の目と合って、思わずどきりと心臓が高鳴った。それがなにかはわからないまま、ただ惹ひき込まれるように、見つめ返す。


「おまえはまだ、自分の目で、実際にそういう場面に出会ったことがないから、想像するしかないかもしれないけど」


「……はい」


「それでも本当にそれを経験した後でも、この仕事を嫌になったりしないでいてくれるとうれしいなと、俺は思ってるよ。避さけられないことだけどな、それでも、それだけじゃないから」


　はい、ともう一度頷うなずくと、「お、いい返事だな」と笑って、嘉海はドアの外を指さした。もう、いつもの嘉海と変わらない雰ふん囲い気きに戻もどっている。


「引き留めて悪かったな。晩飯でも奢おごってやりたいとこだけど、明日もおまえ早番だしな。そろそろ帰った方がいいだろ」


「……はい。おつかれさまでした」


　な、と促うながす嘉海に頷き、挨あい拶さつを返して英は、今度こそ院長室を後にした。


　けれど、廊ろう下かを渡わたり、和室で着き替がえながら……駅まで歩きながらもずっと、とくとくと鼓こ動どうが早いままで、少しだけ息苦しかった。アパートに着いて風ふ呂ろに浸つかり、寝ね床どこにごろんと転がっても、嘉海の話してくれたことが、その顔が頭の中から離はなれない。


　意外すぎるほどの面を見たはずなのに、ちゃんと驚おどろいてもいるはずなのに、どこかしっくりくるのはなぜなのだろうか。ああいう横顔を持っていることが、すんなりと嘉海の姿として納なつ得とくできる。


　見た目はとっつきにくそうなのに、気さくで明るくて、誰からも慕したわれる獣医師。


　それだけだと逆に英にとってはどこかよくわからない部分が多くて、尊敬はできても、距きよ離りを縮めることなんて無理だと敬遠すらしていた。


　なのになぜか、今は少し、その気持ちが変化している。


（……嘉海先生、あの家に、今、ひとりなんだ……）


　別れ際ぎわの嘉海は既すでにちゃんと、いつも通りだったけれど、ふと朝感じたあの家の静かさを思い出して、胸が痛んだ。自分があそこに今ひとりでいるわけでもないのに、なんだかさみしいみたいに、心がきゅう、と音を立てるようだ。


　せめてオセロがちゃんと、彼の横にいてくれればいいなと思いながら、英はいつの間にか、重くなっていた瞼まぶたを閉じて、眠ねむりに落ちていった。





　　＊　＊　＊





「ふざけるな！　あんたにそんなこと言われる筋合いはない！」


　浴びせられた罵ば声せいに、英は目を瞠って身体からだを硬かたくした。


　午後からの診しん療りようも終わりの時間に近付き、診察室には最後の患かん畜ちくとその飼い主、それから英しかいなかった。嘉海はすぐに戻るからと言い置いて院長室に行っており、エリは受付の方にいる。


「それじゃあんたは、俺がこいつのために働いてきたんが無む駄だだって言うんか！」


　診察台の上に乗ったままの中型の雑種犬を指し怒ど鳴なる、村むら上かみという飼い主に、英は、呑のんでいた息を吐き出しながら、なんとか、ふる、と首を振った。


「……あ、あの、すみません、俺、そんなつもりで言ったんじゃ……」


「じゃあどんなつもりだっちゅうんだ！」


　どうやら、ふと英が零こぼした一言が、村上の怒いかりを刺し激げきしてしまったらしい。誤解だと弁解しようとしても、村上は激げつ昂こうした様子で、英の話を聞く余よ裕ゆうもないようだった。


　今までこんなふうに、飼い主に怒鳴られたことなどなく、どうしよう、と狼ろう狽ばいでいっぱいになっていると、嘉海が戻ってきた。


「どうしました？」


「……先生……」


　嘉海の顔を見た途と端たん、ぶわんと溢あふれ出しそうになったものを、咄とつ嗟さに我が慢まんする。


「どうもこうも、先生、俺ぁ、アンタを信用してここへラッキーを診みせに来とったが、こんなのを雇やとうなんて、見み損そこなったわ！」


「村上さん、落ち着いてください。なにがあったんですか？」


　英を詰なじる村上に、嘉海がやわらかい声で宥なだめる。


「こいつ、俺に、そんなに無理してまで働かなくていいんじゃないですかと、そう言うたんだ。そりゃあ、俺が今までラッキーのために働いてきたのが無駄だと、そう言うてるようなもんだろうが！」


　再度怒鳴られて、英はびくつきそうになる身体を必死で堪こらえた。身の置き所がないような想いでいっぱいになる。


　けれどそれ以上になぜか、言い訳もできないまま、嘉海に誤解されるのがひどく怖かった。


　飼い主をこんなに怒おこらせてしまうなんて、やはり役に立たないと、そう思われてしまったら。


　そう考えると、胸の底にひんやりとした重たいものが落ちてくるようで、不安が増していく。嘉海の顔を見ることが怖くて、俯うつむいてしまった。


「俺がどれだけ苦労して働いてきたかも知らんと……大体、診療費やら薬代やら、もらう側のそっちに、俺の気持ちなんかが、わかるはずが……っ」


「……村上さん」


　激昂していた村上は、自分がなにを言ったのかに気付いたらしく、はっと口を噤つぐんだ。さすがに言い過ぎたと思ったのか、バツが悪いというように村上が視線を落とすと、ふと、ラッキーが顔を寄せ、ぺろ、とその手を舐なめた。


「村上さん」


　嘉海が再度、村上を呼ぶ。怒りは治まったような感じではあったが、気まずいのかまだ視線は合わせない村上に、嘉海は、ラッキーの頭を撫なぜながら話しかけた。


「桐崎の言い方が誤解させたんでしたら、申し訳ありませんでした。けれど、彼は、村上さんが、この子のために今までずっと一いつ生しよう懸けん命めい働いてきたことを、咎とがめたわけでも、責めたわけでもないんです。あなたが働く理由は、あなたが決めることで、俺たちが易やす々やすと口出しできることじゃないってのは、わかってます」


　そう言う嘉海の、低く静かだが穏おだやかな声と言葉に、英は目を瞠みはった。……もしかして、嘉海は自分が言いたかったことを、わかってくれているのだろうか。


「それに、病気を持った動物の治ち療りよう費や手術費が高いのは本当のことです。一回や二回ならともかく、ラッキーみたいに慢まん性せい疾しつ患かんを患わずらってれば、手術も繰くり返しやらなければいけなかったり、再発したりすることも多い。そうすると正直村上さんの、金銭的なことはもちろんですけど、それだけじゃなく、気持ち的な負担がどれほどのものなのか、やっぱり桐崎も、気にかかってしまったんだと思います。彼なりに、村上さんとラッキーを心配してのことだとはいえ、それに関しては、余計なことを言ってしまって、すみませんでした」


　嘉海が頭を下げて謝罪する様から、視線を外すことができない。


　ラッキーは、病気のせいで、もうずっと前からここに通い続けている犬だった。英が勤め始めてまだそう長くはないのに、既に三回ラッキーと会っているくらいだ。


　今はもうだいぶ歳を取ってしまっているということもあるが、ラッキーは、大人しい、賢かしこい性格をしている。


　診察時に、動物が動かないように看護師が患畜を押さえておくことを、保定という。ただ力任せに押さえていればいいというものではもちろんなく、動物のことをわかった上で、患畜がストレスを感じないやり方を取るには、経験と慣れが必要だ。


　それは、押さえる側である自分だけでなく、動物自身にも怪け我がを負わせないために、うまくやることはひどく大切だが、むずかしいのもまた当然だった。もちろん、英はまだまだ、悪あく戦せん苦く闘とうすることも多い。


　だが、ラッキーはとても楽に、その保定ができた。犬に関しては、ひとの体温を感じさせることが安心を与あたえるコツだと教えてもらったから、比ひ較かく的てきやりやすいというのもある。だがそれを抜ぬきにしても、じっと嘉海の診しん察さつを受けている様子は、いい子だなあと英が感心するほどのものだった。


「けど、村上さん、それでもやっぱり、俺も思うんですよ。治療も、投薬も、ラッキーには必要です。だけど、たぶん、ラッキーには、少しでも村上さんのそばにいられることが、なによりうれしいことなんじゃないですか？　だから、たまには、でいいから村上さんもゆっくり休んで、ラッキーとのんびりできる時間を作ってほしいと、……そう言いたかったんだよな、英？」


「……っ、あ、はい……！」


　嘉海に名前を呼ばれ、英は頷うなずいて返事をしてから、村上に向き直った。深く頭を下げる。


「ほんとに、すみませんでした。俺、言葉が足りなくて……」


「口下手で大人しいから、誤解させるかもしれませんけど、動物想おもいの、とてもいい子なんですよ。ただ、まだまだ俺の力が及およばないことも多くて、ご迷めい惑わくおかけしてすみません」


「……いや、俺もすまんかった。思わずかっとなって……」


　英の謝罪と、嘉海の言葉に、村上は首を振ふって自身の非を詫わびた。


「こいつと過ごす時間が減るのがわかっても、それでもラッキーのためだと思って、ずっと働いてきたからなあ……ほかに家族もおらんし、それだけが生き甲斐がいのようになってたのかもしらん」


「守りたいものがあるっていうのはいいことですよ。ただ、大切なのはバランスだってことなんだと思います。村上さんから見たら、ずっと若造な俺が言うのもなんですけどね」


　嘉海の言葉に、いや、と村上は小さく笑えみを浮うかべる。


「先生は立派だよ。ラッキーも、先生みたいなひとに診てもらえたから、こんなに長生きできとるんだろうし、名前のままの幸せを受けられたんだな。兄ちゃんも、怒鳴って悪かったな」


　これからもがんばってくれ、と言われ、英が、はい、と頷くと、村上は犬とともに診察室を出て行った。


　ほどなくエリが、処方した薬を渡わたすために名前を呼んでいるのが聞こえる。それから、会計を済ませて帰っていくひとりと一匹ぴきを見送った。


　戸と締じまりをした英は、診察室に戻もどってつと足を止める。椅い子すに腰こし掛かけカルテを見ている嘉海に、話しかけたいけれど、なかなか口が開いてくれない。


（……呆あきれられて、ないかな）


　そう思うと、つきん、と胸が痛む。さっき嘉海は、英が発した、配はい慮りよの足りなかった言葉の本当の意味を、驚おどろくくらいに正確に汲くみ取ってくれていた。少なくとも、村上に対して、補足するように話してくれていた時には、そう思えた。


　だから、嘉海に誤解されることなく、英が言いたかったことが伝わったのだろうかと思ったけれど、ふと、小さな不安が顔を出した。


　もしかしたら、あれはただ、あの場を収めるために、嘉海自身の考えを言ってくれただけなのではないだろうか。それを英の考えだと言うことによって、村上の怒りを和やわらげようとしてくれただけで、嘉海が誤解していないとは限らない。


　そうするとやっぱり、自分を雇ったのは失敗だったと思われているかもしれない、という考えが浮かんでくるのを止められなかった。


　嘉海自身は、動物や飼い主に対する姿勢に迷いも噓うそもなく、ひどく真しん摯しだ。なのに、自分のせいで、関係ない嘉海まで怒ど鳴なられ、英を雇やとった彼に責任があるようなことまで言われ、それでなんとも思わないわけがない。……きっと、呆れられている。


　それに、と英はじんわり重くなる胸の裡うちを感じた。


　今まで自分はいつだってこんな風に失敗して、周りの人間に疎うとましがられてきたのではなかったか。ここで働き始めて、いつの間にか忘れていたけれど、同どう僚りように向けられた冷ややかな視線や、店長に浴びせられた罵ば声せいは、ずっと英の胸の奥で傷のまま残っていた。


「英？　どうした、疲つかれたか？　それとも腹が減ったか？」


「っ、……あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです」


　ふいに嘉海に顔を覗のぞき込まれるようにされて、英は息を呑のんで慌あわてて首を振る。びっくりした。嘉海の様子は、いつもと変わりない。さっきのいざこざなどなかったような口調で話しかけられ、戸と惑まどっていると、受付からエリが戻ってきた。


「えー、英くんおなか空いてないのー？　あたしもうそろそろ限界かも。今日はおやつも我が慢まんしたし」


「ああ、レジ処理終わったか？　ならさっさと後片付けして上がるか。もう向こうの準備も揃そろってるだろうしな」


　嘉海が笑ってそう言う。はーい、と返事を返して諸もろ々もろの片付けにかかるエリに、慌てて英も倣ならった。


「麻衣さんと橋本さんの料理楽しみだねー、英くん」


　エリの言葉に、まだ胸の中はもやもやしていたが、はい、と笑みを返す。


　診察時間は通常通りで、もう既すでに八時を半時間ほど過ぎているが、帰る予定はまだ先だ。


　だが残業というわけでもない。というのも、今日はこれから、嘉海の自宅の方で「食事会」と言う名の呑みが開かい催さいされることになっていた。


　一応、まだ研修中とはいえ新しい仕事仲間である英の歓かん迎げいと、もうすぐ辞やめるエリの送別も兼かねているらしい。今日は早番だった麻衣と、休みだった橋本が、午後過ぎから、会場である嘉海の自宅でごちそうの準備をしていてくれるということだった。


　橋本は主婦だし、麻衣は独身だが料理が得意らしい。少し遅おそい時間からの始まりになってしまうが、それは職しよく業ぎよう柄がら仕方がなかった。


　呑み会や食事会と言った類たぐいはそう得意ではないのだけれど、あまり社交的ではない英のことを、こうして受け入れてくれているひとたちに誘さそわれれば、断る理由も思いつかなかった。


　嘉海に対してだけはまだ、苦手意識が残っていないと、きっぱり言い切ることはできない。


　けれど、それでも随ずい分ぶんと自分の中の嘉海に対する認にん識しきが変わってきていることを、少しずつ自覚していた。


　彼が本当はどんな人物なのかを、知りたいとすら思うのだ。プライベートでの嘉海との関かかわりを望んだことなどなかったのに、ちょっとだけ、気を惹ひかれ始めている。


　近付かれたその分、一歩後退してしまうような、自分の中の、無意識の拒きよ否ひ。それが今はなんとなく、緩ゆるやかになってきているような感覚だ。


　こんな思考は、自分にとって珍めずらしいくらいに前向きだと言える。そしてそれを、嘉海に対して抱いだくようになるなんて思ってもみなかった。


　けれど、そんな中さっきの出来事が、英の心を塞ふさいでしまっている。


　嘉海が本当はどう感じているのか、それがひどく気になって仕方がなかった。


　己おのれの発言が発ほつ端たんなのに、まともに謝罪もできず、嘉海に庇かばわれることしかできなかった自分。責任のある仕事だけれど、だからこそのやりがいを、なんとなく感じられるようになってきていた。なのに、あんなふうに迷惑をかけてしまうなんて。


　その自己嫌けん悪おと後こう悔かいがずっと胸に渦うず巻まいていて、なくなってくれなかった。











　ダイニングから二段ほど上がった畳たたみ敷じきのスペースを前に、英がどこに座るべきだろうかと迷っていると、ふいに背後から肩かたに腕うでが回ってきた。


「なに突つっ立ってんだ？」


　案の定それは嘉海だった。顔を上げた英は、肩を抱かれたことよりも、予想以上に近い位置にあった嘉海の顔に驚く。


「ほら、座るぞ」


　だが身体からだを引く前に、肩を抱かれたまま嘉海に促うながされ、なぜか彼の隣となりに座ることになってしまった。こう近いと、やっぱりなんだか落ち着かないが、今いま更さら移動もできない。


　その気持ちを紛まぎらすように、テーブルの上に、所ところ狭せましと並べられていくおいしそうな料理を眺ながめていた英はふと、あれ、と瞬まばたきをした。どうした？　と訊きいてくる嘉海に視線を返す。


「あ、麻衣さんは……？」


「麻衣ちゃんならデザート取りに行ってるだけだから、すぐ帰ってくるわよー」


　英の問いに答えたのは、嘉海でなく、更さらに料理を手に戻ってきた橋本だった。


「デザートを、取りにですか？」


「昨日のうちに作っておいてくれたんですって。家の冷蔵庫で冷やしてるから取ってくる、って言って出たのがさっきだから、もう戻ってくるんじゃないかしらねえ」


「家の……？　麻衣さんのおうちって、ここから近いんですか？」


　そんなちょっとそこまで、みたいなノリで取ってこられる距きよ離りなのだろうかと思っていると、嘉海が、近いな、と頷いた。


「まあ、往復で五分かからないくらいか」


　そんなに近所だったのかと驚く英に、橋本がにこにこと笑みを浮かべる。


「麻衣ちゃん自身も、小さな時からここにペットを診みせに来てたらしいわよ。先代の先生の頃ころからの常連さんで、麻衣ちゃんが動物看護師になったのは、ここに通ってた影えい響きようなんだって言ってたし。だから先生とも、歳は離はなれてても幼おさな馴な染じみみたいなものなのよね」


「ほとんど腐くされ縁えんですよ。向こうが十も下で、更に女性だと、いくら麻衣の気が強くても、いじめるわけにもいきませんからね」


　そういって揶や揄ゆを含ふくんだ笑みを浮うかべる嘉海に、橋本は「結局は仲がいいってことよねえ」と英に向かって同意を求めてくる。それに、そうですね、と曖あい昧まいな返事を返しながら、英は、そうか、とひとつ納なつ得とくしていた。


　獣じゆう医い師しと動物看護師、という以前に、長いつき合いが、嘉海と麻衣にはあったのか。それでどこか、ひどく親しいような雰ふん囲い気きが見えていたのだ。嘉海がエリのことは「エリちゃん」と呼ぶのに麻衣のことは呼び捨てなのも、昔からの習慣だからなのだろう。


　なら自分の場合は？　という疑問も浮かんだが、単純に英が男だからということもあるのだろうと片付けた。


　そうやってひとり謎なぞが解けたような心境になりながらも、ふと、嘉海と麻衣がふたり並んでいる光景を、これまでの記き憶おくの中から無意識に思い出す。そうするとなぜだか、さみしいような切ないような妙みような気持ちが滲にじんできて、そんな自分にうろたえた。


　その空気の中に入っていけないことなんて、最初の頃からわかっていたはずなのに……。


　そこまで考えて英は、自分の思考に愕がく然ぜんとした。


　これでは、嘉海と麻衣の間に、自分が入りたいと思っているみたいだ。そんなこと、思うはずがない。入れる入れない以前に、そんなことを思う、理由がない。


（……も、あんまり考えるの、やめよ）


　ただでさえ、さっきの件がまだ自分ひとりの中でだけ尾おを引いているのに、これ以上、ぐだぐだ思い悩なやみたくなかった。


　そうしているうちに麻衣も戻もどり、宴うたげが始まる。嘉海の正面に座った麻衣は、てきぱきと料理を取り分けてくれたり、空いた皿を片付けたりしていて、料理の腕も見るに家庭的なようだ。


　そんな麻衣と嘉海はやはり、軽口のような調子で、それでも仲よく話している。


　だが、悩むまいとは思ったものの、そうきっぱりと切り替かえられるわけもなかった。


　結果、胸の中のいろんなもやもやを突き詰つめる代わりに、アルコールに手が伸のびてしまう。普ふ段だんからそう呑む方ではないし、強いというわけでもなかったが、地味に杯はいを重ねてしまった。嘉海が、友人から土産みやげでもらったと出してきたワインが、予想外においしかったのもあるかもしれない。


　一応食べ物も口にしながらだったのだが、それでも酔よいは充じゆう分ぶんに回ってしまったようだった。


　そろそろお開きにしようかという頃ころ合あいになり、帰る前に手洗いを借りようと立ち上がった英は、足をふらつかせた。


「英、大だい丈じよう夫ぶか？」


「っはい、すみません……大丈夫です」


　よろ、と傾かたむいた先にいた嘉海が腕を支えてくれ、慌あわてて謝る。意識は比ひ較かく的てきしっかりしているのだが、どうやら酔いは身体にきているようだ。


（……呑のみすぎた）


　もう一度、すみませんと謝って嘉海の支えから離れ、手洗いに向かい、火ほ照てった顔の自分を鏡の中に見つける。確かに酔ってはいるかもしれないが、気持ちが悪いというわけではないから、大丈夫だろう。感覚を冷ますように冷たい水で手を洗い、リビングに戻った。


　だが、また転びかけてもまずいかとその辺の棚たなやらテーブルやらを時折支えにしながら歩いてきた英を見て、嘉海が顔を覗のぞき込んでくる。


「結構呑んでたよな。ちゃんと帰れるか？」


「大丈夫、です」


　そんなに危なっかしそうだろうか。しゃんとして見えるようにと意識しながら、英は、こくん、と頷うなずいてみせた。だが、なにかを思案するように腕を組んだ嘉海は、英を見て口を開く。


「おまえ今日、泊とまってくか？」


　ぽん、と提案された言葉に、少しだけぼうっと酩めい酊ていしていた頭が、驚おどろきでクリアになった。


「え？」


　なんだって？　と意味を考える間もなく、横から橋本まで促してくる。


「あら、それがいいんじゃない？　そうしちゃいなさいよ、英くん。先生んち広いんだし」


「え、や、あの」


　泊まるって、どこに？


（……先生んちに？）


　そんなこと、できるわけがないと、英は焦あせりながらふるふると首を振ふった。


「だっ、大丈夫です。あの、ちゃんと、まだ電車あるし……」


　終電まで後少し余よ裕ゆうがある。片付けを手伝ってから出ても、たぶん間に合うだろう。だが橋本は心配からだろうが、そうは言っても、と続けた。


「英くん、おウチまで一番遠いんでしょう？　そんなふらふらした足じゃ危ないわよ」


「俺も酒呑んじまったから、車じゃ送ってけないし。麻衣とエリちゃんは橋本さんの帰り道途と中ちゆうだからいいけど、おまえんち方向反対だからな」


　橋本は下戸だとかでいっさい呑まず、純じゆん粋すいに食事と会話を楽しんでいた。パートの時はマイカーで通勤してくるから、今日もそうなのだろう。


「ああ、明日朝からなんか用事でもあるか？」


「え、いえ……ないです、けど」


　明日は水曜、うたがわ動物病院は定休日だ。それもあって今日呑みが決行されたというわけだったが、明日の予定を訊かれ、素す直なおに答えてしまう。休みの日なんて、特にこれといった趣しゆ味みもない英は、いつもより遅おそくまで寝ねて、掃そう除じと洗せん濯たくと、後は食料の買い出しに出るくらいしかすることはなかった。


「なら泊まっていけ。ひとりで帰すには、おまえちょっと心配だし」


「そうよー、先生の言う通りよ、英くん」


　うんうんと頷いた橋本は、眠ねむりかけているエリを起こしに行ってしまう。ちょっと待ってほしい。これはもう決定してしまったということなのかと嘉海を見ると、なぜか小さく笑われた。


「……なん、ですか？」


「いや、ほっぺた、赤くなってんなあと思って」


「……呑むとすぐ顔に出るタイプなんです。そんなに酔ってるわけじゃ、ないです」


「かわいいな」


　は？　と逸そらしてしまった視線をまた戻す。暗にちゃんと帰れると言いたかったのに、どうしてそんな返事が返ってくるのだろうかと戸と惑まどった。


　アルコールですぐに顔が赤くなることをからかわれたのだろうと、すぐに思い至ったが、なぜそういう言葉をいちいち嘉海はチョイスするのか、そういう所はいまだにわからない。


　彼に対する意識が変化した所で、この手の冗じよう談だんに対して自分が笑って軽く返せるようになる日は来るのだろうかと思っていると、嘉海はまたふっと笑って手を伸ばしてきた。そのままいつものように英の髪かみの毛をかき混ぜてから、その場を離れる。


（……やっぱり、犬みたいにでも思われてるのかな）


　まるでオセロに対する扱あつかいと変わらない気がすると思うと、なぜか気分が下がった。


「橋本さん、後片付けはいいですよ。準備も料理もお任せしたんだから、それは俺がやっておきます」


「あら、そお？　まあほとんどお皿は空いてるし、じゃあ後は先生に頼たのみましょうか。ね、麻衣ちゃん」


「でも、結構たくさんあるから大変じゃないですか？　ウチならすぐそこまでだし、あたしだけでも片付け手伝って帰ろうかな……」


「こっちはいいから、ちゃんと橋本さんに送ってもらえ。その徒歩数分の間になんかあったら、それこそ大変だろうが」


　橋本に同意を求められるも、片付けが気になるようだった麻衣だが、嘉海にそう諭さとされると、はーいわかりました、と頷いた。なんとなく少し不満そうに見えたが、きちんと片付けまでやらないと気が済まないタイプなのかもしれない。


　気持ちよく酔っぱらってしまっているエリが、いつもよりも更さらにテンション高く挨あい拶さつをするのに手を振りながら、女性陣じん三人を見送る。すると家の中にはまた、静せい寂じやくが戻ってきた。


　玄げん関かんのドアを閉めた嘉海が振り返って、目が合う。それだけのことになんでだかどきりとして、英はそんな動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように、珍めずらしく自分から口を開いた。


「あっ、あの、片付け、俺も手伝います」


「ん？　じゃあ、一いつ緒しよにやるか」


　笑えみを返されて、はい、と頷きそそくさとキッチンへ向かう。嘉海はそんな英を気にした様子はなく、後ろからついてきた。


　洗い係と拭ふき係のどちらがいいかと訊きかれ、洗う方を選ばせてもらい、割ったり傷をつけたりしないようにと丁てい寧ねいに食器を洗っていく。多いとはいっても、そんなに時間がかかるわけでもなく、十分足らずで洗い終わった。


　その後食器をしまう場所を訊きながら片付け終えると、手持ちぶさたになってしまう。他人の家に泊まるなんて、いつぶりか思い出せないくらいで、一体なにをしたらいいのかわからなかった。


　ましてやそこまで親しいわけでも、ともだちなわけでもないから、勝手知ったるというように動き回るわけにもいかない。


「英、ちょっとそこのソファで、オセロの相手でもしてやっててくれるか。なんなら適当にテレビ見ててもいいし」


「あ、はい」


　テレビのリモコンを渡わたされ、反射的に受け取ってしまう。嘉海は足もとにすり寄ってきたオセロの頭を撫なぜてから二階へ上がっていった。


　ちょっと考えてテレビをつける気にはなれず、英はオセロを、おいで、と誘さそってリビングへ移動する。初めてこの家に来た日に座ったソファに身体からだを埋うめ、ついてきたオセロの毛の感かん触しよくを楽しむように手で梳すいた。


　手て触ざわりのいいオセロの毛並みに触ふれていると、座り心地ごこちのいいソファのおかげも相あい俟まって、なんだか眠くなってくる。アルコールの滲しみている身体は、昼間の仕事の疲つかれもあり、もうそろそろ限界かもしれなかった。


　少しぼうっとしながら、だが家主のいない所で寝てしまうわけにはいかないとがんばっていると、階段を下りてくる足音がする。すぐに嘉海が戻もどってきた。


「英、風ふ呂ろどうする？　入るか？」


「え、あ、いえ、大丈夫です、平気です」


「じゃ、明日起きてからにするか。今からだと浴よく槽そうの中で寝ねて溺おぼれる可能性があるしな」


　笑ってそう言う嘉海に、どれだけ間ま抜ぬけだと思われているんだろうかと情けなくなったが、平気だと言ったのは別に、今日は、という意味ではない。それが明日であっても、風呂まで借りてしまっては、申し訳ないというか、そこまで世話になれないだろうと思ったからだった。


　一晩このソファでもなんでも貸してもらえれば、それだけでいい。


　だが普ふ通つうにそう言っても、嘉海は、ソファなんかで寝かせられるわけないだろうと、頷うなずいてはくれない気もした。もしかしたら、今二階に上がっていったのも、客室だかなんだかを整えてきてくれたのかもしれない。そうは思ったが、なんだかそれを訊いてしまうのも、もし違ちがった場合、催さい促そくしているようで嫌いやみになってしまいそうだ。


　いつものようにぐるぐる迷っていると、Ｌ字ソファの、英が座っているのとは別の一辺に腰こしを下ろした嘉海が、視線に気付いて「どうした？」と訊いてくる。


「え、や、えと……オセロ、は何時頃ごろ寝るのかなって思って」


　だが、やはりうまい言葉が浮うかばず、英はオセロに視線を落として、苦し紛まぎれなことを口にしてしまう。すると案の定、嘉海の笑う気配がして、うう、と心の中で唸うなった。変なことを言った自覚はあるから仕方ないが、我ながらもっとほかになかっただろうかと思う。


「や、あの、眠くないのかなあって、ちょっと思っただけです……」


「何時頃……かはちょっとわかんねえな。さすがに夜中は熟じゆく睡すいしてる時もあるみたいだけど」


　だが笑いながら答えてくれた嘉海の話に興味を惹ひかれて、顔を上げた。


「熟睡、するんですか」


「ああ。たまに夢も見てるみたいだぞ」


「夢？」


　驚おどろいて問い返すと、嘉海はラグの上で寝そべっているオセロを見て、笑みを浮かべる。


「寝てる時、こう、くーん、くーんって鳴きながら、手足が動いてる時があるからな」


「それって寝言なんですか？」


「だろうな。後」


　上半身を折って、嘉海はソファに座ったままオセロに手を伸のばすと、ぐりぐりと腹を撫ぜてやった。そうしていると、オセロは気持ちがいいのか身体の力を抜ぬいたように仰あお向むけになる。よくテレビなんかでも見る、警けい戒かい心を解いて服従している格好だった。その大きく股またを開いた後ろ肢あしの間から、ふさふさのしっぽがぴょこんと出ている様が、間抜けなのに愛らしい。


「よくこの、大股開いた格好でも寝てる」


　そう言う嘉海に、驚きながらも、へえ、と相づちを打った。そんな無防備な格好で寝ているなんて、知らなかった。けれどそれは、よっぽど安心しているという証しよう拠こなのだろう。


　現に今、嘉海の大きな手に撫ぜられ、緩ゆるやかに揺ゆらされながら、オセロはひどく気持ちよさそうにそれを受け入れている。


（……やっぱり一緒な気がする）


　嘉海がオセロを撫ぜる様と、自分の髪の毛をかき混ぜてくる様に、近いものを感じて、複雑な気持ちになった。だが、英と違って、オセロのその半分以上目を閉じてしまっている表情は、うっとりしていると言ってもよさそうなくらいだ。


「オセロ……眠ねむそう」


　その様子に思わず呟つぶやくと、タイミングよく、くあ、とオセロがあくびをした。そのかわいさにつられて笑みが零こぼれる。


（オセロって……先生がつけたんだったっけ）


　変な名前だなあとずっと思っていて、ある日ふっと呟いたら、エリがそう教えてくれたことがあった。なんでも、白と黒の毛だから、という単純なんだかどうだかよくわからない理由らしい。だがそれもなんだか、嘉海らしいなと思った英は、ふと視線を上げて、どきっと心臓を跳はねさせた。


　自分の脚あしに肘ひじを突つくように少し前のめりな姿勢でオセロを見ていたから、気付けば嘉海との距きよ離りがあまりない。その嘉海の視線がオセロではなくこちらに向いていた。


　嘉海の表情は、笑みを湛たたえていて、けれどいつもみたいに、からっとした明朗なものでも、冗談を含ふくませたような軽いものでもなかった。ひどく穏おだやかに見える。だが、ただやさしいだけでなく、なにかほかの色もあるように見えて、それに少しだけ戸と惑まどってしまう。


　それがなにかはわからなくて、うまく表現できないのだけれど、英の鼓こ動どうを早くさせるには充じゆう分ぶんだった。


　だが嘉海は、英の瞳ひとみが揺れたことには気付かなかったのか、ふっとオセロから手を離はなすと、脚を組み頰ほお杖づえをついて首を傾かしげる。


「英は、家で動物飼ったことないって言ってたよな。一回もないのか？」


「え、あ、はい。ないです」


「犬とか猫ねこ以外でも？　欲しいと思ったことなかったのか」


「犬も猫も、ほかのもないです。……欲しいとは、思ったことはあったけど、家族に言えなくて、あきらめることが多かったっていうか……」


「つまり、親にねだれなかったってことか？」


　親に、ではなく、家族に、という言い方に引っかかったのか、嘉海は英を見返して尋たずねる。


「えと……たぶん、欲しいって言えば、買ってはもらえたんだと思います。でもあの……なんていうか、いろいろ考えてる間に、いつも、自信がなくなってきちゃうっていうか……」


　正しい飼い方とか、手に入れた後のことを考えると、ちゃんと責任を持って育てていけるかどうかがわからなくなって、結局いつも、自分には無理かもしれないと思ってしまっていた。


　ひとりでぐるぐる心配して、ひとりで勝手に完結してしまう。悪い癖くせだとわかっていながら、たぶん今でも、治せないでいることだ。


「英の家族って、何人だ？」


「家族、ですか？……えと、父と母と、兄と姉と、あと……双ふた子ごの弟、だから……」


「双子？　おまえ双子なのか」


「……全然似てませんけど」


　素す直なおに答えたものの、やはりそこに反応されるかと思いながら、そんなふうに返す。それに嘉海が不思議そうな顔をした。


「似てないって、……ああ、二に卵らん性せいか？」


「……一卵性だけど、性格が全然反対だから、印象が違ちがうって、よく言われるんです」


　和が悪いわけではないのに子供みたいなことを言ってしまったと、少し自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、嘉海に説明する。嘉海は、へえ、と頷いて、組んでいた脚を解くと、背もたれに背中を寄りかからせた。


「そうか。けど、英を合わせて、六人家族か。じゃあ揃そろえば随ずい分ぶんにぎやかなんだろうな」


「にぎやかっていうか……」


　人数がいる分、確かに静かとは言い難がたいかもしれない。家を出てから、一度も帰っていない実家の光景を思い出して、ちょっと眉まゆ根ねを寄せた。


「放っておいてほしくても構われるから、ちょっと……」


「末っ子……じゃないか。にしてもみんなおまえがかわいいんだろ」


　その言葉に、特に、隙すきさえあればべったりとくっついてきていた和のことを思い出す。


　けれど、その体温を懐なつかしく思うのと同時に、そうされる度たびに、どうしてそこまで自分に懐いてくれるのだろうかと、できのいい弟にコンプレックスを刺し激げきされていたことまで甦よみがえってしまった。


「……あんまりうれしくないです」


　だが、呟いた英の声が拗すねているように聞こえたのか、嘉海は小さく笑って、口を開いた。


「俺から見たら、うらやましい環かん境きようだと思うけど」


　予想しなかった嘉海の言葉に、うらやましい？　と首を傾げると、目が合う。


「俺は兄弟いないから」


「そう、なんですか」


　ふと英はリビングの棚たなに飾かざってある写真を思い出し、視線を壁かべに移した。あの日と変わらずに、そこにはいくつもの写真立てが並んでいる。ここからだとよくわからないが、三人家族だったのだろうか。


　英の視線に気付いたのか、嘉海もそちらを見た。


「俺、養子だからな」


「え？」


　さらりと告げられたことに、驚いて英が見返すが、嘉海はそれがなんでもないことのように、いつも通りの表情だった。


「子供ができない先代夫ふう婦ふに引き取られたから、兄弟はいなくて当然なんだよ。だからたった三人の家族だったけど、親おや父じは尊敬できる獣じゆう医いだったし、母親はおっとりしながらも芯しんの強いひとで、たのしかったのは確かだな」


　そう言う嘉海の顔はやさしく、両親への愛情が感じられた。だがその言葉がすべて過去形だということに気付いて、英は嘉海を見つめ返す。


「だからまあ、両親ともいなくなると、この家はさすがに広いな」


　嘉海はつと天てん井じようを見上げてから、また英に視線を戻もどした。やはり両親とも亡なくなっているようだとわかり、英は少しだけ切なくなった。


　ただそれだけでなく、嘉海の家族に対するその想おもいを知って、気付いたこともある。


　血の繫つながらない、たったふたりの家族のことを、今でもずっと心に想っている嘉海。


　血の繫がった、たくさんの兄弟と、両親が、ちゃんと今も健在で、けれどその存在を、コンプレックスの種に感じてしまう自分。


　決して嫌きらいではないのに、情はあるのに、素直になれないのは、自分が未熟なだけだ。家族に問題があるわけではなく、己おのれ自身の心のあり方こそが理由なのだと、今はっきりとわかった。


　きっと、自分が想像している以上に、ひとり、というのは苦しい。さみしいし、切ないのだろう。


　この家が、広いからというだけでなく、静かで孤こ独どくを感じてしまうのは、大切なものをちゃんと抱かかえながら、きちんと前を見ている嘉海にでさえも、きっと降り積もっていくものがあるからだ。だけどそれを、普ふ段だんは見せないでいられるのは、嘉海の強さなのだろうとも思う。


　寂さびしさを抱えながらも、ひどく強い、ひとなのだ。


　自分は一体今まで、彼のなにを見ていたのだろうか。未熟な自分では、見えなかったものが多すぎて、もしかしたらまだ、見えていないものもたくさんあるのかもしれないけれど。


（……もっとちゃんと、最初からいろいろ、話せてればよかった）


　嘉海は最初からこちらに近付こうとしてくれていたのに、やっぱりこれも、問題は自分にあったということだ。


　変わりたいと、そう思って、ここで働くことを決めたはずだったのに。


（……俺、まだ、なんも変われてない……）


　それどころか、迷めい惑わくをかけて、嘉海に、しなくてもいい想いをさせてしまった。


　再び胸に滲にじんできた悔くやしさとやるせなさに俯うつむいていると、静かに嘉海の言葉が続く。


「どうしても、自分の手から零れてくものって、あるだろ。別れたくなくても、別れなきゃいけない日は来るし、それは避さけられない。誰だれに対しても平等なものだからな、受け入れるしかないんだ。だから、いつかそういう日が来たら、自分にとって大切なものがなにかってことを、ちゃんとわかってないと、後こう悔かいするかもしれない」


　嘉海の言葉が、胸に滲しみる。今まで自分は、大切なものがなにかなんて、考えもしなかった。けれど、嘉海の話で、少しだけその意識が変わったのも本当だ。


（……俺の、大切な、もの……）


　それをちゃんとわかれる日は、まだ遠いのかもしれないけれど。


「なにが大切なのかをわかってたって、なくしたらつらいことに変わりはないけどな」


　そう呟つぶやいた嘉海の声こわ音ねは少しさみしそうに聞こえた。


「けどそういう時、どうしようもない悲しみだとかさみしさだとかを、動物は和やわらげてくれるんだよな。少なくとも俺にとってオセロはそういう存在で、かけがえのないパートナーみたいなもんなんだけど」


　嘉海が、またそっとオセロの毛を擽くすぐるように撫なぜたのが、下を向いた視界に入った。


「どうして動物と暮らすのか、それはそのひとそれぞれの理由がある。だからそこは俺に口出しできることじゃない。だけど、どんな理由でも、動物と暮らしたいと思うひとが、ウチを頼たよってきてくれるなら、俺を必要としてくれるなら、それに応こたえたい。そう思って、俺は獣医師って仕事をやってるよ」


　その言葉に顔を上げると、笑えみを浮うかべた嘉海と目が合った。


「綺き麗れいごとばっかじゃないってことは、英もわかってるだろうけどな。けど、楽しいだけで、つらいことがなんもなかったら、それこそ大切なことに気付けないかもしれない。結局は自分の心の持ちようだってことだ」


「……はい」


「それでも、英がどんな姿勢で動物や飼い主と向き合ってるか、すぐにはわかってもらえないこともある。それは俺にしたって一いつ緒しよだ。だけど、そこでちゃんと自分の想いを知ってもらえないままでいたくないだろ？　だから俺は、できる限り、動物と同じくらい、飼い主とも向き合いたいと思ってる。怒ど鳴なられても、詰なじられても、それは飼い主の動物への想いがあるからこそだからな」


　それが、さっきの村上との件を指しているのがわかって、英はじっと嘉海の言葉を聞いていた。目を細めて笑いかけてきた嘉海の腕うでが伸のびてきて、ぐしゃっと髪かみをかき混ぜられる。


　日に何度も仕し掛かけられるそれが、今なぜか嫌いやではなくて、ふいに英を困こん惑わくさせた。


　大きな手が触ふれることに、どきりと心臓が反応してしまう。


「まあ村上さんは、気が早いっていうか、すぐ急せいて行動する所もあるひとだから、あんまり気にするな」


　だが英は、その困惑以上に、じわじわとこみ上げてくるものを感じていた。


　嘉海は、見ていないようで、実はよく見ていることが多い。これもようやく、最近気が付いたことだった。英が裡うちに溜ためて口に出さなかったことも、察したようにわかっていることがある。


　マイペースに見えて、誰よりも他人のことを考えている。嘉海のことをそんなふうに思えば思うほど、胸の疼うずきはひどくなった。


「……俺」


　ぽつん、と呟いた英に、嘉海は、ん？　と視線を向けてくる。穏おだやかなその表情に、やるせない気持ちになって、英は口の中に溜まった唾つばを呑のみ込んで瞳ひとみを揺ゆらした。


「……俺、先生が村上さんに言ってくれたみたいに、村上さんが仕事が大変だって言ってるの聞いて、その大変さとか、つらさとか、心配になってあんなこと、言ったけど……ラッキーのためだって、そういう気持ちももちろんあったけど、ほんとは、ちゃんとわかってなかったのかも、しれないです」


　こちらを見る嘉海を見返すことが出来なくて、少し俯く。あの時怒鳴られながら、少しでも保身を考えていた自分に気が付いた。そんな己おのれが浅ましくて、自じ己こ嫌けん悪おでいっぱいになる。


「ちゃんとわかってたら、あんなふうに、怒おこらせたりしなかったはずだし、……先生まで、あんなふうに言われることもなかった、のに」


「英」


「俺のせいなのに、自分じゃなんにも言えなくて、なにもできなくて、……ほんとに、ごめんなさい」


　村上は、英を雇やとった嘉海を見み損そこなったと言ったが、悪いのは彼ではなく自分だ。挙げ句に、不当な請せい求きゆうでもしているように、悪あし様に言われてしまった。激げつ昂こうから咄とつ嗟さに出てしまった言葉だろうとはいえ、本来なら嘉海は受けなくてもいいものだったはずなのに。


　獣じゆう医い師しと飼い主の間で一番大切な信しん頼らいを、自分は崩くずしそうになったのだ。


　丸く収まったとはいえ、あの時、きちんと嘉海に対して謝ることができなかったのもずっと気にかかっていて、ようやくそれだけは口にできた。英、と名前を呼ばれ顔を上げると、ぐしゃっといつものように髪の毛をかき混ぜられる。


「なに言ってんだ。おまえは俺が見込んで雇ったんだから、フォローこそすれ、放っておけるわけないだろ」


　口の端はしを上げて笑う嘉海に、胸の奥が苦しくなるのを感じて、英は顔を歪ゆがめた。


「……俺、先生が、どんな想いで動物にも、飼い主にも向き合ってるのか、知ってるのに……俺もそうなりたいって、思ってるのに、それ、うまく伝えられなくて、それが、悔しくて……」


　あの日見た嘉海の横顔が脳のう裏りに甦る。


　自分が救えなかった命。それを仕方がなかったのだとあきらめてしまえない嘉海の気持ちを、初めてあの時知った。


　そんなもの、偽ぎ善ぜんだというひともいるのかもしれない。それでも、英には、動物の命が消えていくことに、「慣れる」ことのない嘉海の想いが、痛いほど伝わった。


　そして、そんなやりきれない感情や、自分への不ふ甲斐がいなさを抱えながらでも、後ろを向かない嘉海の姿勢に、英の中でなにかが確実に変化した。


　いつか自分にも訪おとずれるだろう、目の前で消えていく命を看み取とる日に、逃にげないでいたいと想おもう気持ち。そんな強い心を、自分の中に見つけられたのは、初めてだった。


　それに、嘉海に対する気持ちが少しずつ変わっていったのも、彼が、いつもの笑顔や飄ひよう々ひようとしているだけではない顔を見せてくれたその日からだ。


　なんでも持っているように見えたひとには、家族がいなかった。


　なんでもできるように思えたひとにも、できないと歯は痒がゆく肩かたを落とすことがあった。


　そんなふうに、嘉海が教えてもたらしてくれたものを、もっと、ちゃんと、村上や、ほかの誰にだって、伝えられるようになりたい。誇こ示じするわけではなく、ただ、そういうひとたちに、知ってほしいと思った。


　それでも今日の自分は、なにも言えないどころか、あんなふうに村上を怒らせてしまう始末だ。その悔しさと情けなさと、嘉海にまで迷惑をかけてしまった申し訳なさが、混在している。


「だから、先生が、俺に呆あきれてても、どうしようもないけど、でも、なんか、悲しく、て……」


　そして更さらに、驚おどろいたことにそれ以上に英の心を憂ゆう鬱うつにしているのは、そうやって至らない自分を見せることで、嘉海に嫌きらわれるんじゃないかという不安だった。


　苦手だったはずなのに、必要以上に近付きたくないと思っていたはずなのに、彼に軽けい蔑べつされるかもしれないと思うだけで、胸が苦しい。きりきりと痛み出して、切ない。


　いつの間にか嘉海への意識がこんなにも、英の中で変わってしまっていた。


「……英」


　渦うず巻まくように揺れている胸の裡うちを抑おさえきれず、服の胸むな元もとをぎゅっと摑つかんで俯うつむいていた英は、ふっと名前を呼ばれて、顔を上げた。


　だが、そのままの体勢で、動きが止まる。同時に思考も止まって、唯ゆい一いつ、服を摑んでいた手から、ゆっくりと力が抜ぬけた。


（……な、に……？）


　視界がぼやけて、焦しよう点てんが合わなくなり、口唇くちびるになにかが触れる。それは一いつ瞬しゆんの出来事で、口唇にあった熱はすぐに離はなれていった。


　なにが起きたのかわからず、ゆるゆると目を瞠みはった英の前のひどく近い位置にはなぜか、嘉海の顔があった。精せい悍かんな貌かお立だちは近くで見るほど整っているのがわかる。


　その大きな口が微かすかに、少し苦いような笑みを浮かべる。


「……ありがとな。そんなに考えてくれて」


　それからそう言った嘉海の顔が、また英との距きよ離りをなくした。


「……っ」


　そっと、やわらかい感かん触しよくが英の口唇を包んで、一瞬離れ、また重なる。


（……なに、これ）


　───キス？


　頭の中に浮うかんだ単語は、それしかなかった。けれど、その言葉から繫つながる先に自分がいることを実感することはできない。


　それでも、驚きと混乱で軽く開いた口唇の上下を、やわく吸われると、息が漏もれて、思わず震ふるえる瞼まぶたを閉じた。


「……英」


　やわらかい弾だん力りよくを残しながら離れた嘉海の口唇が、英の名前を呼ぶ。


　それにつられるように目を開けても、どこか頭の中が飽ほう和わ状態で、脳がこの状じよう況きようを処理し切れていないようだった。


　ぼんやりと、ただ視線を返していると、嘉海の手が伸びてきて、親指の腹がさっきまで彼の口唇が触れていたそこをなぞる。瞬しゆん間かんぴくんっと、その指先の感触に口唇と睫毛まつげが震えた。


「そんな無防備な顔で、そんなかわいいこと言われたら、我が慢まんできるもんもできなくなるだろ」


「……が、まん……？」


「……本当はもう少し待つつもりだったって言っても、言い訳か」


「え……？　っ、ん、ぅ……っ」


　独りごとのように呟つぶやいた嘉海は、英の問いには答えてくれず、再度口唇を重ねてきた。


　さっきよりも、若じやつ干かん強めに押される力を感じて、反射的にきゅっと目を閉じる。すると、くらりと、バランスが崩れたような感覚が襲おそってきた。


「……っ、ん、ん」


　だが、とすっと軽い音を立てて英の頭は、ソファの背らしきものに支えられる。それでも嘉海の口唇は離れず、英は知らず微かな喉声をさらした。


「……英、口、もう少し開け」


「……っ、ふ、ぁ……っん……」


　ほとんど口唇を合わせたまま囁ささやかれ、くいっと顎あごを上げるように嘉海の指先が促うながす。されるがまま口唇を開くと、口内にやわらかく濡ぬれたものが入ってきた。それは英の歯を擽くすぐり、奥にある舌を吸う。


「……ぅ、ん……っ」


　ちゅ、と小さく濡れた音がする。耳慣れない音が耳じ殻かくを擽るけれど、ゆっくりと、だが有う無むを言わせないような強さをもって与あたえられる口くち接づけに、抵てい抗こうができなかった。


　どうしてだとかなんでだとかいうことが、考えられない。


（……どう、なってんのか、よくわかんない……）


　与えられる感覚を受け入れるだけでいっぱいになって、それ以上のことまで思考が回ってくれなかった。だからなのか、この行こう為いを今、嫌いやだと感じていないことだけはわかってしまう。


「……っ、ん……っ！」


　だがふと、口唇以外の場所に感じた感触に、驚いて声を上げた。つと嘉海の口唇が離れて、は、と息が漏れる。


「っ、ぁ、んん……っ」


「……ちょっと反応してるな」


　そう言った嘉海の手が触ふれている下か肢しから、ふるっと震えが込み上がってきて、英は目の前にある整った顔を見つめ返した。


「ん、ん……っ、あ、なに……っ」


「ってことは、ちょっと酒抜ぬけたか……？　それとも、キスが気持ちよかったか……？」


「っあ、あ……っ」


　きゅ、と少しだけ力を込められた手に、ぞくぞくっと覚えのある感覚が大きくなっていく。それに英が、困こん惑わくしながらも逃げ切れずにいるうちに、何度かジーンズ越ごしに英の中心をなぞるように動いていた手が、中に侵しん入にゆうしてきた。


「んっ、……あっ」


「ん、滲にじんでるな……気持ちいいか？　英……」


「っあ、ん、ん……っ」


　耳に口接けられ、低い声が鼓こ膜まくを直じかに擽る。段々と熱の溜たまっていく下肢からも、なにか濡れた音がしていて、それに合わせて尾びてい骨こつから震えるような感覚が這はい上がってきた。


（……くらくら、する……）


　自分のではない手にそこを触さわられるのは生まれて初めてで、けれどそれがどういうことなのかなんて今はもう、わからない。ただ、身体からだを支配していく愉ゆ楽らくに囚とらわれて、視界も滲んでいく。指先までじんじんとして、熱くて仕方がなかった。


「……っんん、や、あ、……っも、あ……っ」


「……英、こっち見ろ」


「っん、あ……っ」


　与えられるペースでは自分でコントロールできなくて、溢あふれそうな熱が怖こわいと、ふるふる首を振ふる英に、嘉海の低い声が促す。


　前まえ髪がみをかき上げるように額を撫なぜられ、口唇を吸われた。するとやわらかい熱がなんだか不思議と、安心のようなものを与えてくれる気がして、そのまま目を閉じる。


　口の中をゆるりとかき回されて、誘さそい出された舌が絡からまり、離れると、瞼を開いた先にあった嘉海の濡れた口唇が、また、英、と呼んだ。同時に、下肢に絡んだ指先が、滲んできている雫しずくごとくいっと先せん端たんを弄いじる。


「んっ、あ、んん……っ」


　その刺し激げきに、本当にもうそろそろだめだと眉まゆ根ねを寄せた。嘉海のもう片方の指先が、英の眦まなじりを撫ぜる。


「……英、俺の名前、言ってみろ」


「っん、ふ……っぁ、や、あ、だめ……っ」


「ほら、英、……嘉海さん、って、呼べるだろ？」


「ん、あ、……っよ、しみ、さ……っ、あ、んん……っ！」


　な？　と掠かすれたような低い声に促され、名前を呼んだことで、今目の前にいて、自分の身体に触れているのが嘉海なのだと改めて認にん識しきさせられた。そしてその瞬間、下肢に与えられる刺激がより強くなり、今度こそ我慢できずに、英は熱を放ってしまう。


「……っは、ぁ……っん」


　途と端たんに、驚おどろくくらい身体中の力が抜けて、荒あらい息を吐きながら英はずるずるとソファに埋うもれた。広い座部に沈しずむ身体は重く、つ、と眦を溜まっていた涙なみだが伝うのがわかるが、拭ぬぐうことも思いつかない。


「……英」


　すると、ソファのクッションが沈んで顔の横に嘉海が手をついた。そのまま嘉海は英の眦を流れた涙を吸い取るように口接けて、口唇へとキスを移動させる。


「……ん……」


　軽く吸われる感触が気持ちいいと思って、英は目を閉じた。


　頭がぼうっとしている。もやがかかったように、思考というものがどこか奥の方でゆらゆらと揺ゆれたまま、定まらなかった。


（……俺、だいぶ、酔よってるのかな……なんか、夢見てる、みたい……）


　ひどく現実感がない感覚に身体も頭も支配されていて、それは酩めい酊てい感に似ている気がした。


「……眠ねむいか？　そのまま寝ねていいぞ」


「ん……」


　す、と髪かみの毛を梳すかれ、髪の生え際ぎわを撫ぜられると、急激に眠気が襲ってきた。段々と、錘おもりがついたように瞼を開くのが億おつ劫くうになっていく。


　おやすみ、という嘉海の声をどこか遠くで聞きながら英は、ゆっくりと意識を沈ませた。











　寝ね返がえりを打った感覚が、ほどよい弾力に富んだやわらかさを身体に伝えてきて、英は無意識に眉根を寄せた。


　気持ちいいけれど、なにか違い和わ感かんを感じる。英が使っている布ふ団とんは、こんな、まるでベッドみたいにスプリングなど利きいてはいないはずだ。


　まだ半分眠っているような意識の中で、じわじわと覚かく醒せいしていく脳が、目覚めろと促して、ゆっくり英は瞼を開いた。


　薄うすいベージュのシーツと、同じ色合いのラインが入った枕まくらが視界に入って、英は少しぼうっと思考を巡めぐらせた後、はっと勢いよく起き上がった。


（……っこ、ここ……っ）


　どこだ、ときょろきょろ部屋の中を見回した英は、はた、と動きを止める。


　そうだ、と思った途端、さーっと記き憶おくが甦よみがえってきた。


　アルコールの酩酊感。ソファのスプリングに沈む感覚。……口唇くちびるに触れた感かん触しよく。下肢に集まった熱が放たれた瞬しゆん間かん。


「……っ」


　なにこれ、と英は声をなくして次々に思い返されるものに混乱した。


（俺、なに、昨日、なにを……）


　どういう経けい緯いを辿たどったら、こんな信じられないような記憶ばかりになるのだろう。


（……俺、キス、された？　先生に……）


　無意識に自分の指で口唇に触れる。途端に、嘉海の熱い口唇や舌の感覚が甦って、ふる、と震ふるえが疾はしった。こんなに容易たやすく思い出せてしまうということは、やはり、この記憶は現実のものだということだ。


「……うそ」


　だとしたら、キスの後に施ほどこされたことも？


　そこでようやく、英は自分が見慣れないスウェットに身を包んでいることに気が付いた。これに関してはまったく覚えていないが、ぶかぶかのそれは、つまり、嘉海が着き替がえさせてくれたということだろう。


（っど、どうしよう……っ）


　じわじわと込み上がってきていた混乱が、どんっと急激に大きくなって、英はうろたえた。あたふたと、ベッドの上で右を見たり左を見たり、天てん井じようを仰あおいでは自分の格好を見下ろしたりと、混乱きわまりない行動を繰くり返す。


　一体どうすればいいのか、これまでこんな経験など皆かい無むに近い英にはまったくわからなかった。というよりも、まともに思考が働いていないのは明白だ。


　すると、ふいに部屋のドアががちゃっと音を立てて開いた。


「……お、英。起きてたのか」


「……っ、よ、しみせんせ……」


　ドアから入ってきたのはもちろん嘉海で、英はびくっと大おお袈げ裟さに肩かたを揺らして名前を呟つぶやいた。そんな英の様子を見て、嘉海は小さく苦く笑しようする。


「……その顔だと、昨日のことは覚えてるみたいだな」


「っ」


　その言葉に、やはり現実なのだと裏付けされてしまい、英は息を呑のんだ。だがなにか言わなければだろうかと口を開く。


「っあ、あの、俺……っ」


「……昨日は、いきなりごめんな」


　うまく言葉を見つけられずにいる英に、つと近付いてきた嘉海は、ベッドに腰こし掛かけそんなふうに口を開いた。


「え……？」


「これでも理性が固いことには自信があったんだけどな、あっさり英の色気に負けて、手、出しちまった」


「え、え……」


　色気ってなんだ？　と言われたことの意味を汲くめずにいると、嘉海の手が伸のびてきて頰ほおを撫ぜるように触ふれる。わずかに肩が揺れてしまったが、嘉海の見つめてくる瞳ひとみに囚われたように惹ひきつけられて、避よけることは考えられなかった。


　意志の強さが表れているような嘉海の目に、今湛たたえられているのは、いろんな色に英には見えた。


　やさしくも見えるのに、無視などできないくらいの強いなにかも秘ひめているようにも思える。けれどそれ以上に、その中にどこか揺らぎも感じてしまって、視線を逸そらせなかった。


「……キス、気持ち悪かったか？」


　ふとそんなことを訊きかれ、瞬まばたきをした英は、戸と惑まどいながらも素す直なおに小さく首を振ふった。


　気持ちが悪いとは、不思議と全然感じなかった。今思い出してみても、そんな思いは浮うかんでこない。


　それがどうしてだかは、まったくわからなかったけれど、噓うそをつく気にはなれなかった。


　すると嘉海は、わずかに目を細めて、そうか、と笑えみを浮かべる。


「じゃあ、もう一回してもいいか？」


「え？……っ、ん……」


　返事を返す前に重なった口唇に、目を瞠みはる。だが、頰に添そえられたままだった嘉海の手が、耳じ朶だを擽くすぐって項うなじを辿るのに微かすかに痺しびれを感じ、キスを受け入れたまま吐と息いきを漏もらした。


（……や、じゃない……）


　この感覚は、明らかに嫌けん悪お感とは違ちがうものだ。下した唇くちびるを甘あま嚙がみされ、反射で開いた口の中に舌が侵しん入にゆうしてくると少しびくついてしまうが、逃にげることは躊躇ためらってしまう。


　どうしてか、さっきの嘉海の瞳を思い出した。


　引っ込みそうになる舌を捕とらえられるのも、上うわ顎あごを舐なめられるのも、嫌いやではないと言っても慣れないことに違ちがいはない。なのに、抵てい抗こうしてしまえば、また嘉海が瞳を揺らしてしまいそうな気がして、なぜかそれを見たくないと思った。


「……嫌じゃないか？」


「……っん、……や、じゃない、です……」


「じゃあ、触さわられるのは……？」


　触られる……？　と首を傾かしげた英は、昨夜を思い出して、途と端たんにかあ、と顔に熱が集まるのを感じた。


「っ、あ、の……っ、お、俺……っ」


　キスが解かれたのを幸いと俯うつむく。嫌だ嫌じゃないという以前に、昨日の自分の反応は、しっかりと感じていたと言って間ま違ちがいない。半分流されたような所もあるとはいえ、抵抗さえせずに嘉海の手を受け入れていた。


　けれど、それを思い出せば出すほど、今の英にはいたたまれなさが重くのしかかってくる。


「ん……？　やっぱ、気持ち悪かったか……？」


「そ、じゃなくて……っ、あの……」


　嘉海の手が離はなれる気配を感じて顔を上げた英は、そこでまた散々逡しゆん巡じゆんした後、半ば泣きそうになりながらも口を開いた。


「俺……、は、初めて、で……」


「……誰だれかに触られるのが、ってことか？」


「は、い……あの、だから、……よく、わかんなくて」


　一体なにを言っているのだろうという声も頭の隅すみの方でしていたが、その告白以外に説明する術すべが見つからなくて、そんなふうに答えた。


　だが、言った後で、そんなことまでばらしてしまわなくてもよかっただろうか、もしかして呆あきれられているだろうかという不安も浮かんでくる。なぜこんな泣きそうな気分になっているのか自分でもわからず、また俯いた。


「……ごめんなさい」


「なんでおまえが謝るんだ、馬ば鹿か」


　すると、そんな声とともに頰に手が添えられた。顔を上げる間もなく、英の顔を覗のぞき込むようにして嘉海の顔が下から距きよ離りを縮め、そのまま口唇を掬すくうようにしてキスされる。


「……俺の訊き方が悪かったな。先に手を出しといてから言うのもなんだけど、つまり……英がもし、今の状態でもまだ俺のことが嫌じゃないなら、また、キスしたり、昨日みたいに触ったりしたいんだ」


　そう請こわれて、英は嘉海を見返した。


　嫌かとか気持ち悪いかとか訊いてきた理由が、自分にキスしたいとか触りたいとかに繫つながるというのは、いまいち理解できない。


　こんなにおろおろしてばかりで慣れない自分に触れて、なにが楽しいのだろうと正直思うのも本当だった。


　それに今の自分は、もちろんもう、アルコールなんてすっきり抜ぬけている。判断力を鈍にぶらせていたものは消えてしまっているはずだった。


「英にもっと触りたい。……いいか？」


　けれど、いまだすぐにキスができるくらいの距離で、囁ささやくようにそんなことを訊かれてしまえば、なぜだか英には、こくん、と小さく頷うなずくこと以外できなかった。





　　＊　＊　＊





　もう六月も終わろうとしているが、梅雨つゆの真まっ只ただ中なかで、今日も朝から雨だった。


　最も寄よりの駅からうたがわ動物病院までは近いが、それでも傘かさだけでは多少濡ぬれてしまうのは仕方ない。今日は少し風もあって、服の裾すそもちょっと湿しめってしまった。


　傘についた水すい滴てきを軽く払はらって、英はいつものように従業員入り口から院長室の方へ向かう。ドアをノックすれば嘉海の応答が聞こえた。


　ここ数日、このドアを開ける時、以前とはまた違う感じで少し緊きん張ちようしてしまう。勝手にとくとくと若じやつ干かん早めの音を刻む鼓こ動どうに内心戸惑いながらも、英はドアノブを摑つかんで引いた。


「おはよう」


「っ、おはよう、ございます」


　すると入ってすぐの所に立っていた嘉海に驚おどろきながら、挨あい拶さつを返す。予想しなかった位置に嘉海がいたせいか、心臓が跳はねて、英はそれを紛まぎらわすように一言だけで頭を下げて退出しようとした。とは言っても部屋の中には入らず入り口の所に立っていたので、ドアを閉めるだけだ。


「英」


　だがふと、嘉海に名前を呼ばれ反射的に英は顔を上げた。それから、いつの間にか更さらに距離を縮めていた嘉海の手が、こちらに伸びてくるのを視界に捉とらえて、思わずぴくっと肩かたを揺ゆらしてしまう。その反応に、あっと焦あせったが、嘉海はそのまま英の頰に手の甲こうを触れさせた。


「濡れてるぞ。雨強かったか？」


「っえ、あ、や、風がちょっとあったから……」


「ああ、横から降られたのか」


　どうやら頰が濡れていたようだ。ただ拭ぬぐってくれたらしいとわかり、はい、と頷いた英が、内心で少し緊張を解いた時だった。


　ふっと影かげが差して、英の口唇くちびるに、微かな音を立て嘉海のそれが重なる。やわく甘嚙みするように吸ったそれは、すぐに離れた。


「……っ」


「油断しただろ、今」


「ゆ、……そういうわけじゃ」


　に、と悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべられて、英は、首から這はい上がってくる熱が恥はずかしくなり俯いた。油断というわけではなかったけれど、少し構えていたのを解いたのは本当だった。


　あの、数日前また少し嘉海との距離が変わった日から、言われた通り、ふいにこうして触ふれられることが増えた。朝出勤してきて、挨拶代わりだとでもいうように、キスされてしまうのもそうで、慣れないそれに戸惑いを感じながらも、頰ほおが熱くなるのが不思議だった。


　だからつい、また今日もキスされるんだろうかという妙みような緊張感が襲おそうのだ。けれど、されるかもしれないと気にして変に構えてしまうのも、自意識過か剰じようのようで恥ずかしい。


　この所そうやって、慣れない状じよう況きようにテンパってしまうことが多かった。


　けれど、嘉海はたまにさっきのように、こちらの気をほかの方向へ向けてから不意打ちをする。キスするぞと宣言されてからされるよりは、構える間もないからましかもしれないが、恥ずかしいことに変わりはなかった。


　……それでも拒こばめないのは、なぜなのか、考えてもまだ答えが出てこないのだけれど。


「ああそうだ、英。昼休きゆう憩けいん時な、家の方来てくれるか」


「え？　あ、はい……？」


　ふと言われたことに、家の方？　と疑問を感じながらも、素す直なおに頷いた英の返事に嘉海が笑う。


「弁当持参で来いよ」


「えっ？」


「雇こ用よう契けい約やくの件もあるし、一いつ緒しよに昼食いながら話そうかと思って。落ち着いて時間取れるの、そこくらいしかないからな」


　そういうことか、と納なつ得とくして頷いた。嘉海は昼休憩の時自宅の方で昼食を摂とっている。


　もうエリが辞やめるまで日がないから、そろそろきちんとこの先どうするかを、嘉海に伝えなければいけないだろうなとは、英も考えていた。


　ふたりでの食事は、やっぱりまだ躊躇ためらってしまう気持ちがあるのも本当だったけれど、不思議と以前ほどの抵てい抗こうはない気がする。


　じゃあ今日も一日よろしく、とぐしゃぐしゃに髪かみの毛をかき混ぜられ、思わずぎゅっと目を閉じたら、額にちゅっと音を立ててキスされた。驚いて目を瞠みはると、ひどく楽しそうに笑う嘉海がいて、かああ、とまた頰が熱くなる。


「っし、失礼します……っ」


　きっとそこも真っ赤になってしまっているだろう額を、てのひらで押さえながら今度こそ部屋を出た。


（……熱い……）


　首筋に溜たまる熱を冷ますように、息を吐いて緩ゆるく頭かぶりを振ふる。


　どうにも、揶揄からかわれている感が否いなめない気もするのは、ただ自分の経験値が少ないからそう思ってしまうだけなのだろうか。


　けれど、自分がそういう色事に慣れていないことなど、嘉海はきっとわかっているはずだ。なんせ、経験がないことは自分で言ってしまったのだし……。


（……朝からなに考えてんだよ、俺）


　いつものように和室で着き替がえる間にも思考を埋うめるものに、だめだ、と英は再度首を振った。ぱん、と両手で頰を軽く叩たたいて、深呼吸する。


（……仕事の間は、仕事のことに、集中する）


　自分に言い聞かせるように心の中でそう唱えた。すぐに考え込んでしまう英にとって、意識の切り替かえはやっぱりまだ苦手だったが、よし、と小さく声に出して仕事に向かう準備をする。


　病院の方に戻もどると、エリも出勤してきていつもの一日が始まった。


　日曜日だということもあって、定期的にペットの様子を見せに来るひとや、薬のみ受け取りに来るひとも多い。


　だが特に変わった患かん畜ちくの来訪もなく、合間に、前にも一度習ったがちょっと心こころ許もとなかった、各種検査のやり方や、検査機器の簡単なメンテナンス方法の復習もできた。


「そうそう、で、……はい、合格ー」


　時折詰つまってヒントをもらいながらも作業を終えると、指導してくれていたエリから無事ＯＫが出た。よかった、とほっと胸を撫なで下ろして、後でもう一回メモした内容も見ておこうと思う。


「落ち着いてやればちゃんと失敗しないでできるから、がんばってね」


「はい、ありがとうございます」


「うん。英くんは素直だし、かわいいから、飼い主さんたちにも人気あるし、これで安心して辞められるなー。あたしがいなくなった後は任せたから、よろしくね」


　って言ってもあたしが一番ぺーぺーだったんだけど、と笑うエリに、つられるように英も笑えみを浮うかべた。


「がんばります」


「がんばれー。ねえところで英くん、先生に懐なついたね」


「え、え？」


　さらっと変わった話題に面めん食くらいながらも、英はエリの言葉の意味を理解して、戸と惑まどった。それが以前、嘉海の拾い癖ぐせの話が出た時に、エリが言ったことと繫つながっているのだとはわかったが、どう返事をしていいのか迷ってしまう。


　えと、と呟つぶやく英に、エリはくすりと笑い、首を傾かしげるようにしてこちらを見み遣やった。


「なんか、無む闇やみな警けい戒かい心がなくなった気がするなーと思って。まあ、ハハオヤか、ってレベルには達してないけど」


　前にも喩たとえたことを出して、エリは軽い調子で言う。


「……そう、ですか？」


「うん。でもよかった。英くん大人しいから、ちゃんと馴な染じめるかなーって一応心配もしてたんだよ。結局あたしへの敬語も抜ぬけないままだったし」


　同い年なのに、と揶揄うように笑うエリに、そういえばそうだった、と思い出して英は苦く笑しようを漏もらした。やはり女性の方が男より、いくつになっても精神的には大人なのかもしれない。


　エリはどちらかというと今時の女性らしい若々しいノリが多かったのに、それでもどこか敵かなわないような雰ふん囲い気きがあるから不思議だ。


　そんな英の心中を察したわけでもないだろうが、エリはどこかやさしい笑みを浮かべる。


「先生って受け幅はばが広いひとだからなんでも抱かかえちゃうように見えるけど、無責任じゃないでしょ。ちゃんと責任持って、最後まで見ててくれるひとだと思うんだよね」


「……はい」


「その先生に拾われたんだから、英くんは運がいいよー。引っ搔かいたり嚙かみついたりしないで、仲よくね」


　冗じよう談だん混じりにそんなふうに言うエリだったが、一番面めん倒どう見みよく英に指導してくれてきたのが彼女だということは、自分がよくわかっている。


　心配してくれていた部分もあるのだろうと思えば、ありがたいなと感じる気持ちも大きくなって、もう一度、はい、と頷うなずいた。


　笑顔をくれたエリは、あっもうお昼だ、と時計を見て英に休憩に入ろうかと促うながす。それに従って、英は、嘉海に呼ばれているからと告げて、休憩室に戻るエリと別れた。


　エリから見ても、自分の嘉海に対してのスタンスが変化してきているのがわかるのか。確かに、気持ちの上でも、実際の距きよ離りでも、近付いてはいるのだろう。


　けれどまだ、戸惑いや困こん惑わくはなくならずに英の胸を占しめていて、迷うことも多い。それは自分の中の気持ちが、きちんと定まっていないからなのかもしれなかった。


　英にとっての、嘉海は、尊敬すべきひと、だというのは間ま違ちがいない。……キスをされたり、触れられたりすると、緊きん張ちようしてしまって、そういう意味では平気ではないけど、嫌いやじゃ、ない。


　けれど、それがどういうことなのか、英にはまだわからなかった。もう少し己おのれの気持ちがちゃんと見えたらいいのに、と思っても、どうしようもない。


　考えると胸の中が混こん濁だくしてくるのが嫌で、その思考をなんとか隅すみに追いやることにした。


（早く行かないと、先生待たせてるかもしれないし）


　相変わらずレパートリーが増えはしないものの、英は午前からのシフトの時はちゃんと弁当を持参していた。その弁当は、荷物と一緒に和室に置いているので、手を洗ってそのまま自宅の方へ向かう。


　荷物から弁当を拾って、自宅側の廊ろう下かに出た英は、リビングでいいのだろうかと思いながらそのドアを開けた。すると、廊下にいる時からなんとなく漂ただよってきていた匂においがあったのだが、それがより強くなる。嘉海はもう先に戻っていたらしい。


「お、来たな。ちょっと先にダイニングテーブルついててくれるか」


「あ、はい」


　キッチンでなにか作業をしていた嘉海に頷いて、大人しくテーブルについた。


（……いい匂いがする）


　まじまじと見なかったのでよくわからなかったが、嘉海は料理をしているようだった。自分の昼食を作っているのだろう。それも、炒いためたり焼いたりというよりは、なにかを揚あげているような音と匂いだ。随ずい分ぶんと昼から手の込んだことをする。


（ていうか、嘉海さん、料理できるんだ……）


　嘉海が普ふ段だんどういったものを食べているかなんて、今まで知ろうともしていなかったから、意外だった。


（……弁当、一緒に並べるのやだなあ）


　貧相な中身なのはもうばれてしまっているだろうけれど、恥はずかしいことに変わりない。


　そんなふうにつらつらと思考に耽ふけっていると、目の前のテーブルに、なにかが、とん、と置かれた。それはスープカップのようで、中身はもちろん、スープだった。


「あの……？」


「もうすぐできるから、ちょっとこれでも先に飲んで、待っててもらっていいか？」


「え、これ……」


「白菜と肉団子の中ちゆう華かスープな。うまいぞ。自分で作っといて言うのもなんだけど」


　いやそうじゃなくて、と英が言う前に、嘉海は再びキッチンの方へ戻ってしまう。……別にスープの種類を訊きいたわけではなかったのだけれど。


　スープ類は、ひとり分作るというのもむずかしいだろうから、英にもついでによそってくれたと思ってたぶん間違いない。だが、先にと言われても、と英は少しだけ首を捻ひねってキッチンにいる嘉海の方を見た。


（……もうできる、かな）


　やはりなにかを揚げている嘉海から、またスープへ視線を戻して、英は、じ、と目の前の、湯気を上らせているそれを見つめる。


　凄すごくおいしそうだ。いつこんなものを作ったんだろう、と疑問を抱いだいていると、料理が終わったのか、嘉海がトレイを手にやってきた。


「悪い、待たせたな。っと、なんだ、飲んでなかったのか？　あ、もしかして白菜嫌きらいとかじゃないだろうな」


「え、や、白菜は、好きですけど。……あの、待ってた方が、いいかなと思って」


　せっかくだから、と小さく呟くと、嘉海の眉まゆが上がって、おかしそうに笑う。


　それに、怪訝けげんに思いながらなんですかと視線を返すと、嘉海は、いや、と笑みを抑おさえきれないという感じの表情を浮かべながら席に着いた。


「なんかやっぱおまえ、かわいいよなあ、中身。その外見なのに」


「……は？」


　不可解な単語を送られて、英はきょとんと嘉海を見返した。


　またかわいいって言われた。というか、その外見って、どんなのだ？


　ぐるぐると疑問が浮かんだが、結局、やっぱり揶揄からかわれている部分が大きいのだろうとわかると、急に、なんだか恥ずかしいことをした気になって、慌あわてて「あのっ」と続けた。


「俺、熱いの苦手で……その、ちょっと冷ましてからじゃないと、飲めないし、だから……」


「ああ、猫ねこ舌じたなのか」


　英の言い訳にふうんと頷いた嘉海は、だが、ありがとな、と付け加えてまた笑う。


　結局誤ご魔ま化かしにもならなかったと思うと余計に恥ずかしかったが、ただ待っていただけでそんな笑顔を向けられるなんて思わなくて、少しどきりとした。


「じゃあ、これも食べる時は気をつけろよ。揚げたてが一番うまいけど、熱いから火傷やけどしないようにな」


　ほい、と小皿を渡わたされた英は、受け取ってから、え？　と嘉海を見返した。これ、と嘉海が指したものは、今彼がトレイに自分の白飯と一いつ緒しよに載のせてきた皿だ。そこには、いい具合に揚がっている鶏とりの唐から揚あげが盛られている。


「え、あの、でもこれ、先生のごはんなんじゃ」


「そうだけど、ひとりじゃこんなには食えないからな。英も手伝ってくれると、うれしいんだけど」


　確かに、ひとり分というには多すぎる量が、皿には載っている。けれど、どう考えても、それなら作る時点で調整しておけばいい話なのは明白で、つまり、そういうことだろうと英にも察しはついた。


「……はい、じゃあの、いただきます」


　揚げたての唐揚げなんていつぶりだろうか。冷れい凍とう食しよく品ひんや、総菜を買うことはたまにあるが、自分ではもちろん作れないし、外食もほとんどしないから、だいぶ前になる。


　それに、ほわほわと湯気の上がる唐揚げは、本当においしそうで、食欲をそそった。


　ちょっとだけ躊躇ためらいながらも自分の弁当を広げ、英は、いただきますと手を合わせる。


　スープを飲んでいる嘉海と目があって、どうぞ、と促され、作った当人よりも先にいいのだろうかと思ったが、箸はしを伸のばした。息を吹ふきかけてから、端はしを囓かじる。


「……っ、ぁつ……っ」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　だが案の定、冷ましたといっても息だけでは足りるはずもなく、じゅわ、と嚙かんだ先から熱い肉にく汁じゆうが溢あふれだしてきた。笑いながら嘉海が訊いてくるのに、こくこくと頷きながら、英は口の中に広がる旨うま味みに瞬まばたきをして、やわらかい鶏肉を咀そ嚼しやくする。


「火傷してないか？」


「ちょっと……でも、凄くおいしいです」


　正直に感想を述べると、嘉海は、そうか、と笑えみを深めた。その笑顔にまた少しどきりとして、視線を自分の弁当に落とすと、そこへ箸が伸びてきて驚おどろく。


「今日は卵焼きが入ってるな。一個もらっていいか？」


「え？　あっ」


　訊いておきながら返事は聞かず、おかずの中から卵焼きを攫さらった嘉海は、躊躇いもせずそれを口に含ふくんだ。砂糖が多かったのかちょっと焦こげてしまった卵焼きは、やっぱりむずかしくて形は歪いびつだし、時間が経たってぺちゃんこになっている。


　おいしそうになど見えるはずもないのに、なんでそんなものわざわざ、と思って嘉海を見返していると、目が合った。


「英んちの卵焼きは、甘いやつなんだな。うまい」


「……砂糖、入れすぎたと思ったんですけど」


「でもちゃんと塩も入れてるだろ？　だから甘さがいい具合に引き立ってるぞ。この甘いのが不思議と白飯に合うんだよなあ」


　そう言って、嘉海は茶ちや碗わんのごはんをおいしそうに食べている。半分以上はお世辞だろうと思ったが、ひとに自分の作った料理を食べられて褒ほめられるなんて初めてで、恥ずかしいのに擽くすぐったい気がした。


「……先生」


「嘉海さん」


「は、え？」


　話しかけようとした英は、ふいに嘉海の口から出た彼自身の名前に、きょとんと視線を返した。


「仕事以外は、嘉海さんって呼ぶ約束だったろ」


　言われて、英は、瞬きをした。


　確かに最初、そういう約束をさせられたこともあった。だが病院ではみんなと同じように「嘉海先生」か、大たい抵ていの場合は名前すらつけず「先生」ですましてしまうことがほとんどだ。それが癖くせになっていたから、嘉海さん、とは呼んだことはない気が……。


　そこまで思って、英はばっと甦よみがえった記き憶おくに息を呑のんだ。


　そうだ、この前……嘉海にキスをされて、触ふれられた日。あの時ほとんど朦もう朧ろうとしている意識の中でも、促うながされるままに、呼んだ……。


「……ん？　どうした、顔赤いぞ、英」


「……っ、なんでもないです……！」


　頰ほおに集まる熱を指し摘てきする嘉海は小さく笑みを浮うかべていて、絶対に英がなにを思い出したのかわかっている顔だった。そんな、意外に意地悪な面を見せられて揶揄われれば、ますます心臓が鼓こ動どうを早めて、どうしていいのかわからない。


　食事に専念するフリで目を逸そらした。それ以上嘉海は突つっ込んでくることはなく、唐揚げもっと食べろよ、と勧すすめてくる。


　それに小さく、はい、と返事をしながら、味がわからなくなりそう……と心の中で呟つぶやいた。


「ああ、で、今なに言いかけた？」


「え？」


「なにか言おうとしたんだろ？　なんだ？」


　ああ、と英は手の中のスープに視線を落とした。


「たいしたことじゃ、ないんですけど……せん……嘉海さん、は、料理、自分でするひとだったんだなあ、って思って」


「あー、見えないか？」


「え、や、そういうわけじゃなくて、あの、凄く上手だから。……このスープも、おいしいし」


「そりゃよかった。スープと、あと唐揚げの下ごしらえは朝のうちにしといたんだよ。滅めつ多たにひとに食べさせることもないから、腕うでのよしあしは別としても、料理ってそれだけで気晴らしになるしな。こうして一緒に食える人間がいて、うまいって言ってくれるとうれしいし」


「おいしいです、……あの、ほんとに」


　噓うそではないと主張すると、嘉海が破願して、英は鼓動が大きくなる音を聞いた。さっきから、いろんな笑みを目にして、なんだか心臓がついていかない。


「余ったら持って帰っていいぞ。冷れい凍とうしといてレンジであっためれば、いつでも食えるからな」


　自分の中の心しん拍ぱく数すうの変化に戸と惑まどいながらも、はい、と頷うなずいて英はスープを啜すすった。


　いつか自分の弁当を見て、その貧相さに若じやつ干かん驚いていた嘉海だから、気にしていてくれたのだろう。


　だからきっと、それだけのことだと、そう思うのに、どうしてだか甘苦しいような疼うずきが胸に滲にじんで、困こん惑わくしてしまう。


（……俺、そんなになんも食べてないように、見えるのかな）


　まあ、この歳の成人男子にしては、がつがつ食べる方ではないが、人並みだと思う。嘉海は特別がっちりというわけではないが、骨格自体がしっかりしているのか、小こ柄がらで華奢きやしやな英よりも二回りくらい体格が違ちがうから、それも気になるのかもしれなかった。


（……背、高いから、スタイルいいし）


　同じ男としてうらやましいくらい、理想の体格だ。


「と、そうだ。雇こ用よう契けい約やくの件」


「あ、……はい」


　そもそもそれが本題だ。食べ終わる頃ころ切り出した嘉海に、視線を返す。


「どうする？　三週間働いてみて、英が自分で感じたことで決めていいぞ。このまま続ける気持ちはあるか？　それとも……やっぱりやめておくか」


　静かに選せん択たくを投げかけられて、英は、少しだけ、視線を俯うつむかせた。


　ほとんど偶ぐう然ぜんと成り行きで始めることになった仕事だったが、本当は、問われるまでもなく心の中は決まっている。


　きっと、エリが辞やめるぎりぎりまで働かせてもらっておいて、やっぱりやめるなんて言い出したら、純じゆん粋すいに人手の問題として、嘉海は困るだろう。けれど、それだけではなくて、英の中で少しずつ変化をもたらしたものが、この先どうするかの決断に大きく影えい響きようした。


　まだまだ、未熟な所の方が多いくらいのスキルしか、自分にはない。それはわかっているけれど、ただ、自分の仕事がどれだけの責任を負ったものなのか、嘉海の患かん畜ちくや飼い主に対する姿勢を見てきてわかった。


　医師と看護師という違ちがいはあれど、嘉海のように、自分の仕事に向き合えるようになりたいという想おもいは強くなる一方だ。


　そうやって目標を持って進んでいければ、少しでも自分に自信が持てるのではないかという思いもあったけれど、それ以上に、この仕事を好きになっている自分がいる。


　小さく息を吸って、英は俯いていた顔を上げた。そこには、あの初めて会った日、英の返事を待っていてくれたのとたがわない、嘉海の瞳ひとみがあった。


「……俺、続けます。続けたい、です。この仕事」


　そう告げた英に、嘉海は小さくやさしい笑みを浮かべて、そうか、と頷いた。それから、ありがとな、と言う嘉海に、え？　と視線を返す。


「給料は安いうえに残業多くて、体力的にも精神的にも大変な仕事だけど、その分英が、楽しいこととか、よかったって思えることを見つけられればいいって、俺は思ってるから。がんばれよ」


「……はい。がんばります」


「よし。じゃあ正式に、研修期間を経て、正社員雇こ用ようってことで、よろしくな」


　もう一度、はい、と頷くと、立ち上がった嘉海は英の頭をひとつ撫なぜ、空になった皿を持った。


「あっ、あの、片付け、俺も手伝います」


「うん？　いや、でもたいした量じゃないから大だい丈じよう夫ぶだぞ？」


「でも、唐揚げとスープ、ごちそうになったし」


　慌あわてて弁当をしまい、嘉海の後を追うと、そうか？　と頷いてくれる。なら手伝ってもらうか、と言う嘉海が、熱が下がった油をこしている間に食器を洗った。皿自体は本当に、嘉海が使った分と、英が取り皿として借りた分だけですぐに終わってしまう。


「サンキュ。おかげで早かった」


　礼を言う嘉海に、いえ、と首を振ふった英は、ふと合った視線に、どきりと鼓動を高鳴らせて固まった。ひどく近い位置に嘉海がいて、なにかを考える間もなく、手を取られ、ぴくっと反応してしまう。


　急に、雰ふん囲い気きが変わった気がした。


　気さくでやさしい上司だった穏おだやかさは残っているのに、囚とらわれたら逃にげ出せないような熱が、英を見つめる嘉海の瞳の中にあるように見える。


「……抱だきしめてもいいか？」


　そう訊きかれて、また肩かたが微かすかに揺ゆれたけれど、緊きん張ちようして頷くことも首を振ることもできない。すると、嘉海はそれを否いなとは取らなかったのか、摑つかんだ英の手を自分の方へ軽く引き寄せた。そのまま、軽く身体からだが傾かたむいて、英の身体はとん、と背中から嘉海の方へ傾いてしまう。


　正直自分でも、逃げたいのかどうなのかわからなかったから、抵てい抗こうもできないままだった。けれど、後ろからそっと肩を包まれ、背中に腕を前に回されると、なんだか胸の奥がぎゅうっと絞しぼられたような感覚が襲おそってくる。


　幼い頃に父親にだったり、大きくなってからも和に抱きつかれたりだったりはあるものの、自分をすっぽりと包み込んでしまえるくらいの腕に抱きしめられるのなんて、初めてだ。


　さっきはただうらやましさしか感じなかった嘉海の身体に、なぜか今信じられないくらいどきどきしている。


　心臓のその音が、嘉海に聞かれはしないかと心配になるくらいだった。けれど、少しだけ力の込められた腕がどこか心地ここちよくも感じて、不思議な感覚を英にもたらす。


「……めちゃくちゃジャストフィットするサイズだな、おまえ」


「え？……んっ」


　気持ちいい、と耳元に囁ささやかれ、そのまま耳じ朶だを甘あま嚙がみされた英は、肩を竦すくめた。嘉海の口唇くちびるはそれから、項うなじにずれて、ちゅ、と口くち接づけを落とす。


　ぞくぞくっとそこから疾はしった震ふるえに、英は目を閉じて耐たえた。慣れない刺し激げきに身体が過か剰じよう反応してしまうようで、恥はずかしい。


「っん、ん……っ」


「……英」


　軽い濡ぬれた音を立てながら、何度か項を吸い耳に戻もどってきた嘉海の口唇に名前を呼ばれ、顔を上げる。すると、眦まなじりにキスを落とされた。


「涙なみだ目めになってるな。……嫌いやか？」


「……っ、よく、わかんない、です、……ん」


「……キスしていいか？」


「え……？」


「さっき口ん中、ちょっと火傷やけどしただろ」


　消毒な、と口唇を親指の腹で撫ぜられ、囁いた嘉海のそれが英の答えを待たずに重なる。やわらかく合わさってから、上下の口唇を食はむように挟はさまれ、吸われると、自分の口唇が段々痺しびれたようになってくる気がした。


　腫はれぼったい感覚が、疼きのような震えを指先にまで伝える。


「んん……、ん……っ」


　思わずその指先で、嘉海の白衣を摑んだら、口唇を割って舌が侵しん入にゆうしてきた。その濡れたもので、思わず奥に引っ込めた英のそれを絡からめ取られて、熱い息が唾だ液えきに絡まる。


　口の中は上うわ顎あごの裏も少しひりひりしていたが、そこを嘉海の舌で擽くすぐられると、痛いというよりは、じん、とした痺れが広がって喉のどが鳴ってしまう。


（……っなんか、へん……っ）


　力が入らない気がする。背の高い嘉海と立ったままキスをするには、仰あお向むかなくてはいけなくて、少しだけ苦しいのだけれど、なんだか、それだけでなく膝ひざが震えてきた。


「は、……ん、ぅ、ん……っ」


　緩ゆるやかなのに強ごう引いんで深いキスは、いつの間にかどっぷりと英の意識を捉とらえていて、溺おぼれてしまいそうだった。ついこの間まで知らなかった感覚なのに、だからこそなのか、戸と惑まどいが消えないままの英を翻ほん弄ろうする。


　このままだとどうなってしまうのだろうと、心の隅すみに不安が過よぎった時、ふいに嘉海の口唇が離はなれた。


「っん……」


　どうしたのだろうと閉じていた瞼まぶたを開くと、嘉海の人差し指が立てられて、口唇に触ふれる。し、と小さな声で告げられ、どきっとして目を瞠みはった。するとすぐに、がちゃ、とリビングのドアが開く。


「……先生？　いないんですか？」


　麻衣だ。リビングのドアを開けただけでは、棚たなのある壁かべのせいで、今英と嘉海がいる場所は死角になっていて見えないようだった。訝いぶかしげな麻衣の声に、心臓が凄すごいスピードで鳴り出してパニックになりかけた時、嘉海がすっと離れる。


「麻衣？　どうした？」


「あ、先生。なにしてたんですか？」


「なにって、昼飯の後片付け」


　リビングの方まで歩いていった嘉海と、麻衣の会話を身を固めながら聞く。


「英くんも一いつ緒しよなんじゃなかったんですか？」


「ああ、英はトイレ。で、用事は？」


「あ、今月曜日に往おう診しん予約の菅すが原わらさんから電話があって、時間を、三時から四時にずらしてほしいってことなんですけど、一応先生の確かく認にんをと思って」


「そうか。今のところ菅原さんの後はほかの往診もないし、診しん察さつの予約もないから大丈夫だろ」


「じゃあ、そう伝えますね。先生、もうあっち戻りますか？」


　嘉海が「ああ、もうすぐ戻る」と答えると、わかりました、と頷うなずく麻衣の声がして、ドアの閉まる音が聞こえた。


　どくどくとうるさい鼓こ動どうを押さえるように、自分の白衣の胸むな元もとを摑んでいた英は、戻ってきた嘉海を見つめ返すだけで、なにもしゃべれない。そんな英を見て、小さく苦く笑しようを漏もらした嘉海は、こちらに近付くと、頰ほおを撫ぜてきた。


「びっくりしたな」


「……っ、は、い」


「まだ仕事があるってこと、忘れそうになってた。だめだな、俺も色ボケしてて」


「は、い……」


　嘉海の言うことがきちんと頭に入ってこないまま頷くと、また小さく笑われる。ふっと顔を寄せて、嘉海は英の口唇を啄ついばんだ。


「……悪い、先戻るな」


「……ん、はい……」


「英、今日おまえ仕事終わりの後の予定は？」


　訊かれて、ぼんやり考えてから「なにも……」と首を振った。


「なら、すぐ帰らずにこっち寄っていけ」


「え……？」


「まだ触さわり足りない。……な？」


　耳元の髪かみの毛を撫なぜながら、そうひそやかに囁いた嘉海は、最後にもう一度口接けてから離れる。そのまま今度こそ、病院の方へと戻っていった。


「……っ」


　しん、とした空間が訪おとずれると、かくんっと足の力が抜ぬけて、英はそのまま床ゆかに座り込んでしまった。


　びっくりしたのと、なにかわからない動どう揺ようと、恥ずかしさがいっぺんに襲ってきて、ぐるぐると頭の中を回っている。


　麻衣にばれるかもしれなかったこと。こんな、キッチンで、仕事着のままで、キスをしていたこと。そのキスに夢中になって電話の音すら聞こえていなかったこと。


　なにもかもが、英の処理能力を超こえていた。


　しかも、仕事が終わった後の予定まで、誘さそわれるまま首を振ふることもできなかった。


（……俺、なにやってんの……）


　思考を溶とかすような空間から、急に現実に戻されたような感覚についていけず、ぼんやりと心の中で呟つぶやいて、英はまだ鼓動が早いままの心臓をぎゅ、と押さえた。











　午後からも特に変わったことはなく、定時を少し過ぎた辺りで順調に上がることができた。だが、仕事中は仕事に集中すると決めていたはずなのに、今日は特に、嘉海に近付く度たび心臓が破は裂れつしそうで困った。


　意識しすぎているというのはわかっていても、自分でコントロールできない。


（……触り、足りない、って……）


　今日されたのはキスだけなのに、嘉海があんなことを言うから、余計にどうしていいのかわからなくなってしまうのだ。


　だが、はっきり頷いたわけではないとはいえ、やっぱり帰りますと言うタイミングも摑つかめないまま、今に至る。


　麻衣とエリに挨あい拶さつをした後和室へ着き替がえに戻もどる途と中ちゆうで、散々躊躇ためらった末に、従業員用入り口に置いている自分の靴くつを拾っていったので、ふたりは英が帰ったと思っているだろう。


　けれど実際はこうやって、まだここにいるということが、英をどこか秘密めいた気分にさせた。それは心こころ許もとないような気持ちと、妙みような胸の高鳴りを呼んで、戸惑いと緊きん張ちようを大きくする。


　嘉海も、もう少しすればこちらに戻ってくるはずだが、その間ただソファに座っているのも落ち着かず、英は棚の上の写真立てたちを見ていた。


（……やさしそうなひとたちだな）


　様々な年代の写真がたくさんあり、その経けい緯いに興味を引かれる。嘉海を引き取ったという夫ふう婦ふは、一番若くても五十代ほどの頃ころのようだったが、どれもいきいきとした笑え顔がおを浮うかべていた。


　それに、一緒に写っている嘉海も、少年と呼んでいい年ねん齢れいのものから、今の彼とそう変わらない写真まであって、思わず見入ってしまう。


　今でも充じゆう分ぶん若いが、学生の頃や二十代だろう姿を見ても、人目を惹ひく雰ふん囲い気きがある嘉海は、きっとモテたのだろうな、とわかった。


　そして、今の嘉海は、更さらにそこに年相そう応おうの落ち着きと穏おだやかさもプラスされていて、きっと凄く「いい男」なのだろう。


「どれもいい笑顔だろ」


「っ、……先生」


　ふいに背後から声をかけられて、驚おどろいて振り向いた。瞬まばたきをする英に笑って、嘉海は後ろに立つ。どうやら先に着替えてから来たらしい。


「父親が記録好きなひとでな、この何倍もの写真がアルバムにあるぞ」


「……凄い、ですね。俺、写真って苦手だから、こんなふうに笑顔なの見ると、いいなあって、思います」


　嘉海との近い距きよ離りに騒さわぎ出す心臓が気になって、紛まぎらすように、写真を見つめて感想を呟く。


「苦手って、撮とられるのがってことか？」


「改めて撮るぞって言われると、だめなんです。なんていうか、笑顔って言われても、うまく作れないし、でも、だからって、ほんとの笑顔にすぐなれるわけでもないし……」


　いい写真になるかどうかは、撮る側と撮られる側両方に、ちゃんとお互たがいを信しん頼らいしているものが存在しているかが重要なのだろう。だから、これらの写真を見れば嘉海とその養父母の仲がどんなだったかは、すぐにわかる。


「でも、ここで働き始めてから、動物相手に話してると自然に笑顔になるし……それが飼い主さんとでも慣れてくるようになるから、前よりはちょっと、成長してるはずなんですけど」


「そういえばおまえの笑顔がかわいいって言う飼い主、増えたしな。問題はそれが老ろう若にやく男なん女によ問わずってことだ。老若や女はともかく男もだし」


「え？……と、どういう……」


　途中からなんの話になったのかついていけず、嘉海を見上げると、笑みが返ってきた。


「悪い、独り言。俺もおまえの笑顔はかわいいと思うって話」


「……っ」


　ストレートにそんなことを言われて、かああ、と耳が熱くなる。なにも返すことができず、顔を逸そらした英は写真に視線を戻して、誤ご魔ま化かすようにつと目に留まった一枚を指した。


「……これ、誕生日とかですか？」


　写真は、小学生くらいの嘉海らしき少年と、ともだちだと思われる数人が大きなホールケーキを囲んでいるものだった。


「ん？　ああ、そう。十二歳かな、小六だから。六年生にもなって誕生会なんていいって言ったんだけど、母親がどうしてもやるって言うから、ともだち呼んだな」


「へえ……先生の誕生日って、いつなんですか？」


「誕生日？　七月九日」


「……えっ、て、えと、再来週ですか？」


　知らなかったと驚く英に、そう、と嘉海は頷いて続ける。


「誕生会自体は、夏休み入ってからしたんだけどな。結局すげえ楽しくて、俺もそういうの初めてだったから、ほんとはうれしかった」


　それは嘉海の養母にとっても、初めてのものだったに違ちがいない。


「……先生のお母さんも、うれしかったですよね、きっと」


　そんなふうに思ったら、なんとなくそんな呟きと笑みが零こぼれた。


（……先生、ほんとに凄すごく愛されてたんだな）


　そして、嘉海も、ふたりを愛していたのだろう。


　それからなんとなく自分の家族のことを思い出してしまった。そのうち一度帰ってみるべきだろうかとぼんやりそんなことを思う。


　すると、ふいに背後から身体に腕うでが回ってきて、驚きで肩かたが揺ゆれた。


「……なあ英」


「っ、はい」


「腹減ってるか？」


「え？……いえ、大だい丈じよう夫ぶです、けど」


　いつもの午後からのシフトだと、休きゆう憩けいでおやつをつまんだりはするものの、もっと遅おそくまで夕食は摂とれないことも多い。今日は日曜で上がりが早いし、今はまだ七時前だから、そうでもなかった。


　だがもしかして嘉海は空いたのだろうか。ふいに向けられた問いにきょとんとしてしまい、抱だきしめられて跳はね上がっていた鼓こ動どうが少し治まる。


　すると、嘉海の大きな手が、英の頤おとがいを摑んで、くいっと仰あお向むけた。驚く間もなく、口唇くちびるを塞ふさがれて目を瞠みはる。


「んっ、ん……っ」


　ゆったりと、けれど最初から深くさぐってくる口くち接づけに、思わず目を閉じると睫毛まつげが震ふるえた。いきなり始められたキスに頭はついていかないが、すぐに感覚は受け入れて、舌を吸われるともう指先に力が入らなくなってしまう。


「……っん、は、ぁ……」


「……なら、飯は後でもいいか？」


　低い声でそう訊きかれ、ん、と小さな喉のど声が上がった。その問いが、どういう意味なのかくらいは英にもわかる。けれど否いなを示すように首を振ることはやっぱりできなくて、そんな自分がまたわからなくなって瞳ひとみが揺れた。


　すると、ふっと身体からだが浮いて、嘉海に抱かかえられたのだと理解する。膝ひざの下に腕を入れられ横よこ抱だきにされた状態に、びっくりして一いつ瞬しゆん固まったが、すぐに焦あせって嘉海を見た。


「あっ、あの……っ」


「上行くから。暴れると落ちるぞ」


　歩けるから降ろしてくださいと言ってしまえば、自分から嘉海に積極的についていく気なのだと思われそうで、それも口にできない。迷っているうちに嘉海は軽々と英を抱えたまま、キッチンの方から出て階段を上がった。


　やはり、上、というのは二階のことらしい。


　嘉海は、前に英が一度だけ泊とまった部屋ではなく、その斜はす向むかいにあるドアを器用に開け、中に入る。


　そこがどうやら嘉海の寝しん室しつのようだとわかると、心臓が破は裂れつしそうに騒いで、痛いくらいだった。


　シンプルで質のよさそうなインテリアの中の、広いベッドへ静かに降ろされる。上体が傾かたむくままに仰向いた英の頭の横に、嘉海の腕がつかれてベッドのスプリングが沈しずんだ。


「……大人げなくがっついてるみたいで、怖こわがらせてるかもしれないけど」


「……っ、ん……っ」


　そっと頰ほおに手を添そえられて、反対の耳に落ちた口接けと囁ささやきに肩が震えた。


「英が、嫌いやだって思ったらやめるから、ゆっくり、触さわってもいいか……？」


　そしてその請こう声を、英はまた拒こばむことができなかった。


　熱い口唇に口接けられて、強い腕に抱きしめられると、嘉海がこうして触ふれてくる理由も、それを嫌だと思えない自分の本当の気持ちも、ぼやけてあやふやになる。


　どうしてだろうと考えようとする思考が、働かなくなってしまうようだった。


「……っん、ぅ……はぁ」


「英、舌出せ」


「ぁ、んぅ……っ」


　緩ゆるんでいく思考の中で、言われる通り舌を差し出すと嘉海のそれと絡からめられ、甘あま嚙がみされる。それからまた口唇が深く合わさって、溢あふれる唾だ液えきを思わず呑のみ込んでしまうと、首の後ろから痺しびれが滲にじんできた。


　濡ぬれた音が耳の奥に響ひびくと、閉じた瞼まぶたの裏側でくらくらと酩めい酊てい感が漂ただようようだった。


「っ、ん、ふ……っ」


　深く交わる口接けに溺おぼれそうになっていると、嘉海の手が、耳を擽くすぐり首筋を撫なぜ、胸に降りてくる。ほとんど力は込められていないのに、びっくりするほどの刺し激げきが疾はしって、肩が跳ねた。


「んん……っ」


　梅雨つゆ時期は少し肌はだ寒ざむいからとＴシャツの上に羽織っていた、薄うす手でのジップアップパーカーをはだけられる。まだ布一枚隔へだててではあっても胸に触れられることなど初めてで、変な感覚がした。


「っぁ、あ……っ」


　だが撫ぜるようにさまよう大きな手と、その指先がひらめいて、時折服の下の突とつ起きを掠かすめると、首が竦すくんで声があがってしまう。そのうちに首もとまでたくしあげられたＴシャツの下、直じかに薄うすい胸に触れられて、英は睫毛を震わせた。


　突起と呼ぶのもおこがましいほどのものを、指の腹で軽く撫ぜられただけで、喉が鳴るのはどうしてなのだろう。そこから小さく疾る、じんとした痺れもじわじわと英の身体に侵しん食しよくしていく。


「……胸、感じるみたいだな」


「っん、やぁ……っ、ん……っ」


　ちゅ、と濡れた音がして、胸の飾かざりが嘉海の口に含ふくまれたのだとわかる。舌で転がすように遊ばれて、その周りにも口接けられれば、思わず嘉海の髪かみに伸のばした手に力が入った。


「あ、やだ……っ、そんな、しないでくださ……っ」


「……ん？　でも、硬くなって、かわいいぞ、英のここ。……肌はだも赤くなって、綺き麗れいだな」


「んん……っ、や、あ……っ」


　ちゅう、と突起を吸われて、奇き妙みような震えが背中を疾る。腹や腰こしの辺りにもキスを落とされ、また上がってきた口唇が、首筋を辿たどった。


（……っ先生、なんか、違ちがう……っ）


　キスされた時も普ふ段だんとはすこし雰ふん囲い気きが違ったけれど、今はもっと、それが大きくなっている気がする。なんというか、それなりの経験がなければ出せなさそうな、男の色気のようなものが滲しみ出て、嘉海を覆おおっているようだ。


　いつもの嘉海も充じゆう分ぶんに落ち着いた大人だが、それだけではない面がこんなふうに英を翻ほん弄ろうするようなものだなんて、知らなかった。


　しかも少し強ごう引いんで、意地悪だ。確かに急せいたように乱暴ではないけれど、ゆっくりと抵てい抗こうや戸と惑まどいを封ふうじて、流してしまうような空気があって、なぜか本気では逆らえない。


「嫌か……？　けど、胸だけじゃなくて、こっちも硬くなってる」


「……っあ、んん……っ」


　つ、と下か肢しの中心をなぞられて、軽く握にぎり込まれる。指し摘てきされた通り、ジーンズの奥にあるそこは、熱が溜たまったようにひどく疼うずいていて、恥はずかしさに、かああっと耳が熱くなった。


「ん、あ……っ、や」


　けれど身を捩よじろうにも、上体をずらした嘉海に腰を摑つかまれているから、それもままならない。嘉海は腰こし骨ぼねの辺りに口接けながら、英のジーンズの前をくつろげた。中心が空気にさらされる感覚に、ひくんっと喉が鳴る。


「……っあ……！」


　次いで中心を覆ったものに、英は背中を反らせた。感じたことのない感かん触しよくが、ゆるりと反応しかけていた英のものを包んでいる。やわらかく濡れたそれがなんなのか、英は視界の端はしに映った嘉海の頭の位置で理解した。


「や、あ、くち、はなし……っんっあっ」


　ぐんっと一気にそこへ熱が集まってきて、声が抑おさえきれない。そういう行こう為いがあることは知識として知っていても、英にはついこの間まで経験することなど考えもしなかったことだ。


　自分以外の手に触られたのだって、嘉海が初めてだったのに、口内に含まれて愛あい撫ぶされたりしたら、経験値の低い英に耐たえられるはずもない。


　下から舐なめられ、先せん端たんを吸われればすぐに先走りの蜜みつが滲んできてしまう。嘉海の大きな口と、器用な舌は、英をぐずぐずにした。


「あ、あ……っ、は、んん……っや、あ……っ」


「気持ちいいか、英……？」


「んんっ、や、も、だめ……っ」


　思考も溶とけたようになって、与あたえられる感覚を追いながら、すぐそこに来そうな限界を訴うつたえることしか役に立たない。


「ん、我が慢まんしなくていいぞ」


「……っ、あ、ぁ……っ！」


　囁いた嘉海の口唇が、そのまま促うながすように先端を吸って、英は腰を浮うかせた。一瞬ちかっと脳のう裏りに閃ひらめくような刺激を受けて、中心に集まりきった熱が放散する。


「……っ、は、あ……っ」


「……英」


「……ん……っ」


　途と端たんに全身から力が抜ぬけて、くたっと英はベッドに身を沈めた。伸び上がってきた嘉海の手が額に張り付いた髪をかき上げるように撫ぜる。


　英は荒あらい息を吐きながら、顔を覗のぞき込んでくる嘉海を、まだ戻もどらない思考のまま、ぼんやりと見つめて瞬まばたきをした。


「……ん、どうした？」


「……、キス……」


「え？」


　無意識に呟つぶやいた言葉がなんだったのか、目を瞠みはった嘉海の表情で理解した英は、はっとして目線をさまよわせた。


　吐と息いきを感じる距きよ離りに嘉海の顔があるのに、触れてはこないことが不思議で、キスしないのかな、と思ったそのままが口に出てしまった。まるでねだるようなことを口走ったのかもしれないと、ひどく恥ずかしくなる。だが、背そむけようとした顔を、頰に添えられた手で遮さえぎられた。


「……キス、してほしかったか？」


「っ、そ、いうわけじゃなくて、あの、……っ」


　つ、と顎あごを引くように口を開けさせられ、嘉海の舌が入りこんでくる。にゅ、と奥にあった英のそれを捉とらえて擦こすり合わされると、わずかに眉まゆ根ねが寄った。


（……なんか……）


　違い和わ感かんがあると思っていると、キスが解かれる。


「……ん……っ、ぁ、は……」


「……へんな味した？」


　訊きかれて、こくん、と頷うなずくと嘉海は小さく笑えみを浮かべた。


「飲んだから、キスして英がびっくりするとかわいそうかと思って、しなかったんだけど、……あんな顔でねだられたら、しないわけにいかないしな」


「ねだ……っ、……え？」


　ねだってませんと言おうとした英は、嘉海が言った言葉をよくよく考えてその意味に気付く。途端にパニックになりそうなほどの混乱が襲おそってきて、英は目を瞠ったまま顔を真っ赤にした。


（……っの、飲んだ……!?）


　なにを、なんて考えるまでもない。キスした時に感じた妙みような苦みがその確かな証しよう拠こだ。


「……っ」


「ああ、悪かったって。英、泣くな」


「……っないて、ません……っ」


「最中ならともかく、終わった後に泣かせるのは趣しゆ味みじゃねえんだけどな……」


　ちょっとだけショックで目に水分が溜まってしまったけれど、泣いているわけではないと瞬きをした。困ったように呟いた嘉海は、英の眦まなじりに口くち接づけながら、それでも少し笑っている。


「気持ちよかっただろ？　嫌いやだったか？」


「……っイヤって、いうか……、せ、先生は、平気、なんですか」


「俺？　俺はしたくてしたに決まってるだろう。……感じて震ふるえてる英が、めちゃくちゃかわいかったけど？」


　耳じ殻かくに囁ささやかれ、間近で視線が合う。言われたことの恥ずかしさに言葉を失っている間に、そのまままた口唇くちびるを塞ふさがれた。


「んっ、……っん」


　けれど今度は、さっきのような味はもう消えていて、それだけで少し力が抜ける。慣れるということはないけれど、なんだか、少しずつ嘉海のキスを覚えていっているようだとふと思ったら、鼓こ動どうが更さらに速度を速めた。


　それと同時に気になることが頭の隅すみを掠かすめた。嘉海が「触さわりたい」と言ったのがこういう行為なら、これで終わりというわけではないのでは、ないだろうか。


（……俺に触っただけじゃ、先生は楽しくないんじゃ、ないの……？）


　具体的にどうというイメージが浮かぶわけではなかったが、嘉海自身のメリットが見つからなくて、英はもどかしいような気持ちになった。


　けれど嘉海は、口唇を離はなすと身体からだを起こして、英の乱れた服を直してくれる。それから額をそっと撫なぜて笑った。


「そろそろ腹が減ってきたな。パスタ作ってやるから、食うだろ？」


　ちょっと待ってろ、と言ってベッドから降りようとする嘉海に、英は咄とつ嗟さに腕うでを伸のばしていた。


「……英？」


　どうした？　と怪訝けげんそうな嘉海の声に、自分でも自分の行動に驚おどろきながら、英は、あの、と口を開いていた。


「……先生、は……？」


　結局どう訊けばいいのかわからずにそれだけ口にする。言葉が足りないにもほどがあると思ったが、なにが嘉海の望むものなのかがわからないから、具体的な言葉が出てこなかった。


　嘉海はそんな英に目を瞠っていたが、ふっと笑みを浮かべると、腰こしを折って額に口接けを落とす。


「今日はここまで。おまえ明日も朝からのシフトだろう。無理はさせたくないし、急がせたいわけでもないからな」


　そう言って離れた嘉海の顔は、さっきまでの色めいた雰ふん囲い気きが小さくなっていて、それがわかってしまうと、英にはもうなにも返せなかった。


　最後にくしゃっと髪かみの毛をかき混ぜられ、大人しくそれを受け入れていると、一いつ緒しよに下降りるか？　と言われ、頷く。


　もやもやとした塊かたまりは胸に消えないままだったけれど、それ以外の選せん択たく肢しを英には見つけることができなかった。











　結局、嘉海手作りの夕飯をごちそうになった後、泊とまるか？　と問われたが、英は、着き替がえもないからと首を振ふった。ほどなく嘉海の家を出て電車に乗り、アパート最も寄よりの駅近くで少し寄り道をした後帰宅した。


　ちゃぷん、と狭せまい湯船に沈しずんで、英は、はあ、と息を吐き出す。


　仕事での拘こう束そく時間はいつもより短かったはずなのに、なんだか長い一日だった気がした。


（……ん？）


　湯の中で膝ひざを抱かかえて少し下を向いた英は、ふと己おのれの胸むな元もとに視線を止めて首を傾かしげた。小さな赤い痕あとを見つけ、なんだろうと思った後すぐに、あっと気が付く。


　誰だれもいないのに思わず胸に手を当てて隠かくし、それから首の後ろからちりちりと上ってくる羞しゆう恥ち心しんに身を縮めた。


（……先生に、つけられた痕、ってこと……？）


　突とつ起きだけでなく胸の周りや腹の方まで口接けられたことが甦よみがえってきて、ひとりでいたたまれなくなる。火ほ照てったように身体が熱くなって、のぼせそうだと湯船からあがり洗い場を出た。


　身体を洗う時にはまじまじと見なかったからわからなかった。なんだか胸がむずがゆいような感じがして落ち着かない。


　パジャマ代わりのＴシャツとスウェットを身につけ、髪の毛の水分をタオルで拭ふき取りながら畳たたみの上にぺたんと座り込んだ英は、またひとつ息を吐いた。


（……どうして先生は、俺に触りたいのかな）


　ぽつん、と今いま更さらふいに浮うかんできた疑問が、ゆらゆらと胸の奥で揺ゆれる。


　きっと嘉海ほどの男なら、誘さそわれれば頷く女性なんてざらにいるだろう。女性の目は案外厳しいから、本当にいい男かどうかの基準は厳しそうだが、それでも嘉海はそこをクリアするに違ちがいない。


　そんな男が、どうして英にキスしたり触ふれたりしたいなどと言い出したのだろうか。


　そもそも自分は男だ。綺き麗れいな女性やかわいい女の子のように、それだけで触れたくなるような存在ではないはずなのに。


（……訊くべき、なのかな、ほんとは）


　ただ揶揄からかわれているとは、さすがに思わないけれど、それでも訊くのが怖こわいと思ってしまうのは、今この胸が絞しぼられるように痛くなることと、関係があるのだろうか。


　緊きん張ちようや、戸と惑まどいはあっても、嫌なわけではないから、なんとなく受け入れている。そんな自分の気持ちすらもわからないのに、嘉海に訊いてしまってもいいのかという思いもあった。


（……なんで俺、あの時頷いたんだろう）


　嘉海に初めてキスされて、触れられた、次の日。けれどそのことをいくら考えても、どうしても答えが出てこない。確かに自分自身が取った行動なのに、それに伴ともなう気持ちを、見つけることができなかった。


　どうかすれば手が届きそうな場所に、なにかそれを示すようなものがありそうな気がするのに、濃こい霧きりのようなもので先が見えないみたいに、わからない。


　もどかしくて、どうにかしたいのに、そこに踏ふみ出すだけの勇気も、本当は足りなかった。





　　＊　＊　＊





　二日後の火曜日、午前中の診しん療りよう終しゆう了りよう間ま際ぎわに、麻衣に声をかけられ、英ははっと我に返った。取り込んだ洗せん濯たく物をたたんで仕分けながら、いつの間にか思考にふけってぼんやりしてしまっていた。


「英くん？　大だい丈じよう夫ぶ？　ぼうっとしてるけど」


「あっ、はい、すみません」


「具合悪いとかじゃない？　夏なつ風邪かぜは長引くから……」


「や、ほんとに大丈夫です」


　心配そうに首を傾げる麻衣に、ふるふると首を振ると、そう？　と一応納なつ得とくしてくれたようだった。ならいいんだけど、と頷うなずいた麻衣は、英に用があったらしい。


「あのね、英くん。今日午前で終わりでしょ？　この後なんか用事とかある？」


「え？　いえ、ないです」


　今日は、嘉海が獣じゆう医い師しの研修会に出かけるため、午後からは休きゆう診しんだった。年に何回か嘉海が勉強会や研修で、そうやって病院を空ける時には休診になるらしい。獣医師である嘉海がいなければ診察もできないから仕方がないのだろう。


　おかげで明日の休診日も含ふくめて一日半の休きゆう暇かがもらえたわけだが、例のごとく英には特に予定もなかった。英が首を振ると、麻衣は、ほんと？　と笑えみを浮かべる。


「じゃあ、一緒にランチに行かない？」


「え？」


「ここからもうちょっと奥に入っていった所にね、カフェがあるんだけど、そこのランチがね、凄すごくおいしいの」


「カフェ、ですか？」


　ていうか俺と？　と思いながら訊きき返すと、麻衣は、そう、と頷く。


「エリちゃんが昨日までで終わりだったでしょ。で、今日からあたしと英くんのふたりが一応正社員の動物看護師ってことで、よろしくっていうのと」


　後ね、と麻衣は少しだけ躊躇ためらう様子を見せてから、続けた。


「ちょっと、英くんに聞いてほしい話があるの。奢おごるから、付き合ってくれないかな……？」


　首を傾げるようにそう誘われ、英は瞬まばたきをして、えと、と呟つぶやいた。


　話というのは相談ということだろうか。自分なんかにそんなことを持ちかけてもそう役に立てるとは思えなかったが、断るほどの理由もない。


「あの……はい。俺でいいなら、付き合います」


「ほんと？　よかった。じゃあ、また後でね」


　頷いた英に笑みを浮かべた麻衣は、そう言って受付の方へ戻もどっていった。


　その後、午前の診療終わりである正午でほぼ患かん畜ちくは引いて、半頃ごろには上がることができた。昼食は移動中に摂とるという嘉海を見送って、麻衣とふたり戸と締じまりを済ませ病院を出る。


　閑かん静せいな住宅街を駅方向とは反対へと五分ほど歩くと、麻衣が言っていたカフェがあった。こんな所に店を構えていて大丈夫なのだろうかと思ったが、どうやら客層は、近所の奥様方が多いらしい。


　テラス付きの窓は大きく、そのおかげで中は明るかった。こじんまりとしているが落ち着いたセンスのいい店で、麻衣はともかく自分は場ば違ちがいなのではと少し気が引けてしまう。


　だが、店員の対応も丁てい寧ねいで、雰ふん囲い気きは悪くない。麻衣がおすすめだという、ハンバーグのランチプレートを注文して、運ばれてくるまでは他愛たわいない話をした。


　少しは慣れてきたと言っても、あまり話すことが得意ではない英に対して、麻衣は急せかすでもなくゆっくりと会話を進めてくれる。


　本当に、仕事というのは環かん境きようだ。もちろん内容が自分に合ってこその話なのだろうけれど、仕事が向いていても対人関係がうまくいかなければ、長く続けることはきっとむずかしい。


　橋本もほとんど息子むすこのような扱あつかいで、英がまごまごしていても気にせず軽く話しかけてくれるし、麻衣はこんなふうにやさしく気を遣つかってくれる。ひどく恵めぐまれている職場なのだろうと改めて思った。


（……でも先生とのことが、ほんとは一番問題なのかも、しれないけど……）


　思考の隅すみでそんなことを思っていると、ランチが運ばれてきた。いただきます、と手を合わせて食べ始める。


　カフェらしくおしゃれに盛りつけてあるハンバーグは、麻衣の言う通り味もよくて、久しぶりにこういう店で出されるちゃんとした食事を口にした気がした。このレベルは到とう底てい無理だが、もっと自じ炊すいの努力をして、おいしいものを作れるようにならなきゃなあとぼんやり思っていると、あのね、と麻衣が口を開く。


「話したいことっていうか、ちょっと訊きたいなっていうことなんだけどね」


「あ、はい」


　口の中のものを咀そ嚼しやくして呑のみ込んだ英が返事をすると、つと麻衣は視線を合わせてきた。


「英くん、……今付き合ってるひとっている？」


「え？」


「好きなひとっていうか、彼女とか、いないの？」


　訊かれて、一いつ瞬しゆんぱっと頭に浮かんだのは嘉海の顔だった。


（……でも、先生は、付き合ってるひと、じゃ、ない、よね……）


　だって、付き合ってくれなんて、そんな話は出なかった。


　ましてや、好きなひとでは……、といまだに定まらない自分の気持ちを模も索さくすると同時に、気付いてしまったことがひとつあった。


（……先生に、好き、だなんて、そんなことも、俺、言われてない……）


　どくん、と静かに主張し始めた心臓に英はうろたえた。


「英くん？」


　黙だまってしまった英を訝いぶかしげに呼ぶ麻衣に、我に返った。慌あわてて首を振ふる。


「……いない、です。俺、そういうのよく、わかんないし」


「そっか、そうなんだ。……英くん美人だから、モテそうなのにね」


「……美人じゃないと、思いますけど」


　そういえば似たようなことを初日にも言われた気がすると思いながら否定すると、そうかな？　と首を傾かしげた麻衣は、ふっと笑みを引っ込めた。


　その少し目を伏ふせた表情に、胸の奥がざわざわと騒さわぐような感覚を覚えながらも、それがなぜかはわからず麻衣の話を聞く。


「ていうか、本題言うね。実はね……嘉海さんのことなんだけど」


「え……？」


　同時にふたつのことに驚おどろいて、英は視線を返した。麻衣の話というのが嘉海に関するものだったこともそうだが、更さらに彼女の嘉海への呼び方も初めて聞いたもので、困こん惑わくする。


　だが、普ふ段だんは先生と呼んでいても、麻衣は嘉海とは幼おさな馴な染じみのようなものだったと思い出した。だから、本来はそんなふうに呼んでいても変ではないのだろう。


　けれど、胸のざわめきはまだ消えてくれない。嘉海のことで、麻衣が相談したいような内容とは一体なんなのだろうか。


「……先生の、ことですか？」


「うん。あのね、嘉海さんって、来週が誕生日なんだけどね」


「……は、い」


　それは英がこの前知ったばかりのことだ。だがそれを言うこともできず相づちを打つ。


「あたし、ずっと迷ってたんだけど……告白、しようと思って」


「……え……？」


　告げられた言葉に、英はゆるりと目を瞠みはった。


「……告白……？」


　ぽつんと訊き返した声は、少し掠かすれてしまったが、麻衣は気にした様子はなく、うん、と少し恥はずかしそうな表情で頷く。


「自分の誕生日でもないのにって、思ったんだけど……あたしの誕生日って十二月だし、それまで待つの、できなそうな気がして。それで、英くんから見て、嘉海さんて、あたしのことどう思ってるように見えるのかなって、それが訊きたかったの」


　脈あると思う？　と訊く麻衣を、まっすぐ見返すことができずに、英は戸と惑まどって視線を落とした。


「橋本さんとか、飼い主さんたちはね、たまに冗じよう談だんみたいに、お似合いだねって言ってくれることもあるけど、それだけじゃ自信ないし……でも誰だれかに取られるのは嫌いやだから。小さな時からずっと憧あこがれで、その気持ちがどんどん大きくなって、いろんなひとに会ったけど、やっぱり嘉海さんじゃなきゃっていつも思って、あきらめられなくて……ずっと好きだったの」


　涼すずやかな声が切なく滲にじんで、その想おもいを紡つむぐ。


　麻衣の告白を聞きながら、英は急に、喉のどの奥から胸の辺りが苦しくなって、酸素が足りないみたいに思考が鈍にぶくなった。痛い、と思うのに、その理由もわからない。


（……麻衣さん、先生のことが、好きなんだ）


　ただそう思うと、ふいに今までの麻衣の様々な反応が脳のう裏りに浮うかんできた。


　嘉海が英に構うと、視線を感じることがあった気がする。そういえば麻衣が普段から細々と嘉海のことを気にかけていたのも、だからだろうか。


　それに英が嘉海の家に泊とまったあの日、片付けを手伝うと言ったのももしかしたら、まだ彼のそばにいたいという想いからだったのかもしれない。


　さすがに英が嘉海と交かわしているものは、麻衣は知らないだろうけれど……。


　そこまで考えて、英は、麻衣と合った視線に、ぎくり、と心臓を竦すくませた。麻衣は、不安そうな目をして首を傾げる。


「あたし、嘉海さんに告白しても……大だい丈じよう夫ぶだと思う？　英くん」


「……あ、の」


　こくん、と口の中に溜たまっていた唾つばを呑のみ込んで、英は震ふるえそうな口唇くちびるを開いた。


「……すみません、俺、……わかんない、です」


「……わかんない？」


「俺、あの……ほんとにそういうの、疎うとい、から……すみません」


　視線を上げていられなくて、英は謝罪するように俯うつむいた。


　胸が苦しい。これはなんだろうか。わからないのは本当だけれど、それだけが真実ではないから？　麻衣に言っていないことがあるから？


　どろどろに混こん濁だくしたような胸の裡うちを直視できず、英が口唇を嚙かんでいると、麻衣が、そっか、と呟つぶやいた。


「ごめんね、英くん。変な相談して。あ、気にしないでね、ちょっと意見が聞けたらなあって思っただけだったから。ね？」


　気を遣つかうように明るい調子で麻衣が言う。それに英は、はい、と頷うなずくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　さ、食べよ、と促うながして食事を続ける麻衣に倣ならいながら、英もハンバーグを口にしたが、さっきと違ちがい、味がしない。


　なにを食べているのかわからないような状態のまま、いつの間にか食事を終え、いつの間にか店を出て、いつの間にか麻衣と別れていた。


　気が付くと、惰だ性せいで電車に乗り駅から歩いてきたのか、アパートの自分の部屋で、畳たたみの上に座り込んでいて、それでもまだ、混乱から抜ぬけ出せない。


（……麻衣さんの好きなひとが、先生）


　はっきりしているのは、それだけだった。


　それ以外は、なにもわからない。……自分の気持ちも、嘉海の気持ちも。


　だからこそ余計に、その麻衣の純じゆん粋すいな想いを前にして、自分と嘉海が交わしている行こう為いの、意味を、見つけることができなかった。


　キスされたり、触ふれられたりしたけれど、それだけだ。英の方から嘉海に触れさせてもらったこともないし、その行為に対する、明確な意味を為なす言葉を、もらっても、いない。


　髪かみの毛や頰ほおを撫なぜる大きな手も、力強く抱だきしめる腕うでも知っているけれど、それが、どんな答えになるのかも、わからなかった。


　一向に思考はまとまらないのに、ずっと胸だけは苦しいままで、なにかを訴うつたえてでもいるように英を責めている気がする。


　その痛みをどうすることもできず、無む駄だに時間だけが過ぎ、帰ってきてから随ずい分ぶんと経たっているということに気が付いたのは、辺りが暗くなり、窓からの光がなくなってからだった。立ち上がって電気を点つけた英が時計を見ると、もう八時近かった。


（……おなか、空かない……）


　昼にあのランチを食べた後なにも口にしていないはずが、空腹を感じなかった。こんな時には、さっさと風ふ呂ろに入って寝ねるべきだろうか。……ただ、こんな迷いばかりの心を抱かかえたままで、眠ねむれるかどうかはわからないけれど。


　するとふいに、携けい帯たい電話が鳴り、びくん、と英は肩かたを震わせた。少しくぐもったような音を響ひびかせるそれは、かばんの中に入れたまま忘れていたらしい。取り出して、表示された名前を目にした英は、どきりと胸が騒ぐのを感じた。


　電話をかけてきたのは、嘉海だった。出るか出まいか迷って、通話ボタンを押す。自分でもなぜそうしたのかはわからなかったが、そっと電話を耳にあてた。


「……はい」


『英？　おまえもう飯食ったか？』


「え？……あ、まだ、です」


『ならよかった。俺もまだなんだけど、弁当買ってくから、おまえんち行っていいか？』


　研修会がいつ終わったのかは知らないが、嘉海はまだ外にいるのだろうか。だが急にそんなことを言われてもと、英が答えに一いつ瞬しゆん迷っていると、嘉海は続けて口を開いた。


『つうか、実はもうアパートの部屋の前にいるんだけどな』


「……え？」


　目を瞠ると、コンコン、と軽い音が部屋に響く。まさか、と思いながらも薄うすいドアを開けると、よ、と手をあげた嘉海が立っていた。


「……先生」


「研修会があった会場の近くに、うまいカツサンドの店があって、テイクアウトできたから買ってきた。晩飯食ってても、明日くらいまでは保つからいいかと思ってな」


　上がっていいか？　と土産みやげらしき袋ふくろを掲かかげて訊きかれ、思わず、「あ、はい」と頷いてしまう。


（……アパートの場所、教えたっけ）


　前に嘉海に送ってもらったことはあったが、近くまでで、アパート自体を嘉海は知らないはずだ。だがすぐに、履り歴れき書に記していた住所でわかったのだろうと思い至った。


　それからふと、そういえば、と思う。


　───先生がウチに来るの、初めてだ。


「……初めて上げてくれたな」


「……っ」


　思ったと同時に、同じようなことを言った嘉海の腕の中に囲われていて、英は息を呑のんだ。


　広い胸に手をついたような姿勢ごと長い腕に抱きしめられると、きゅう、と胸が苦しくなる。


（……先生は、知ってるのかな）


　ふと頭に浮かんだ疑問に、苦しさの中にもやもやとした塊かたまりが混じってきた。


　麻衣が、嘉海のことを好きだと、知っているのだろうか。麻衣に告白されたら、どうするのだろう。……ちゃんと、応こたえてあげるのだろう、か……。


　麻衣はかわいい。料理がうまくて、明るくて気を遣つかえて、それだけじゃなく、一いち途ずで健けな気げだ。そんな女の子に想いを打ち明けられたら、断る理由なんてきっとない。


　そうしたら、嘉海はこんなふうに、今、こうして英を抱きしめているように、麻衣をその長い腕で包むのか。英に口くち接づけたようにやさしく口唇を合わせて、英に触れたように、麻衣にも……。


「あー、癒いやされるな、やっぱ……」


「……っ」


　髪に顔を埋うめるようにしながら、そう呟いた嘉海の言葉に、英は、ひどい胸の痛みを感じて、目の前の身体からだを押し返した。


「……っや、だ……っ」


　抱ほう擁ようを避さけるように離はなれた英に、嘉海が目を瞠みはる。はっと我に返ったが、どうにもできなかった。無意識に嘉海が発しただろう言葉は、英の胸に嫌いやな確信を呼んでいた。


「……英？　どうした？」


　問われても、なにも答えられない。むかむかするシャツの胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめて、嘉海を見つめ返した。


　抱きしめられる度たび、自分はいつだって痛いほどにどきどきしていたのに、どうしていいのかわからなくなるくらい落ち着かなかったのに。嘉海はたぶん、そうじゃなかった。


　いつも余よ裕ゆうがあって、どこか冷静で、大人で、きっと自分と同じように胸を高鳴らせてなんかいなかった。なんとなく、ずっと感じてきたけれど、それはやはり、ペットをかわいがるような感覚なのだろう。


　ひとに慣れない動物を、手て懐なずけて、構って、ただぐりぐりとかいぐって遊ぶ、それだけの存在。それが、嘉海が自分に触れる理由なのだ、きっと。


　橋本や麻衣の自分に対する扱あつかいにも、ペットみたいだと思ったはずなのに、その時には感じなかった痛みが、英を苛さいなんだ。


「英……？」


「……っすみません、あの、今日は帰ってください……っ」


「英」


「っ、来ないでください！」


　怪訝けげんそうにこちらへ近寄ろうとした嘉海に、咄とつ嗟さに叫さけぶと、その動きが止まった。自分が発した言葉を一瞬で後こう悔かいしたが、それでも、今また抱きしめられたら、自分がどうなってしまうかわからないのが怖こわい。その恐きよう怖ふだけで、ふる、と首を振ふった。


「……俺、……おれ、ごめんなさい」


「なにが、ごめん？」


　じっとこちらを見つめて、静かな声で訊いてくる嘉海に、英は込みあがってくる気持ちを整理することもできないまま、口にした。


「……俺、やっぱりだめ、です」


「英」


「先生と、こういうこと、するの、もう、……できません」


　英の言葉に、嘉海の表情がわずかに険しくなったが、言ってしまったことを否定もできない。


（……なんで俺、あの時、頷うなずいたんだろう）


　ついこの間、自分に向けて投げたのと同じ問いが浮うかんでくる。だけど正確には、違ちがった。同じじゃない。その答えを、たった今英はわかり始めてしまった。それは問いではなく、まるで後悔のようだった。


　胸に飛来してくる想おもいはひとつではなくて、そしてそのどれもが誤ご魔ま化かしようのないほどに、気づき始めた途と端たん英の中で大きく主張しだしてしまう。


　わけがわからなくなって、目の裏側の辺りが熱くなり、視界がぼやけるのを感じた。


「……英」


　怪訝な表情を浮かべていた嘉海が、驚おどろきを含ふくんだような声を出した。それが、自分がみっともなく涙なみだなんか零こぼしてしまったせいだということは、すぐにわかる。


　もう遅おそいとわかっていても、見られたくなくて下を向いた。


「……英、理由を訊いてもいいか」


「……っ」


　嘉海の声のトーンは、また元に戻もどって静かに英に問いかける。けれど、答えることは、今はどうしてもできなくて、それしか知らないように、首を振った。


　ごめんなさい、と小さく呟つぶやく。


　とにかく今は、ひとりになりたい。これ以上嘉海といると、胸の裡うちがいっぱいになって、わけのわからないなにかが爆ばく発はつしそうだと思った。


「……わかった」


　幾いくばくかの沈ちん黙もくの後、嘉海のそんな声が部屋に落ちる。変わらず顔を上げることはできずに、じ、と身を固めていた英は、その返事に、ぴく、と指先を反応させた。


「とりあえず、今日は帰るから、……カツサンド、置いてくから、食えよ」


　わずかに逡しゆん巡じゆんするような気配を感じたが、嘉海はそのまま英との距きよ離りを縮めてくることもなく、そう言って静かにドアの方へ退がった。


　建て付けの悪いドアが軋きしむ音を立てて閉まり、部屋に沈黙が降りると、脚あしから力が抜ぬける。そのまま座り込んだ視界の端はしに、嘉海が置いていったカツサンドの入った袋が見えた。


（……俺、最低だ）


　嘉海に抱だきしめられて、感じたものは、ひどい罪悪感と、嫉しつ妬とがごちゃ混ぜになったものだった。


　麻衣と嘉海の行こう為いを想像して、嫌けん悪お感が浮かんだ自分。嫌だと思ってしまったその理由は、ひとつしかない。


　キスも、触ふれられることも、嘉海のことを、嫌きらいじゃないから受け入れているのだと自分で思っていた。けれど、違ちがう。そうじゃなかった。


（……好きだからなんだ）


　好きだから、嫌じゃなかった。抵てい抗こうできなかった。だから、あの体温が、気持ちよかった。


　けれどその自覚と同時に英を取り巻いたものは、吐はき気がしそうなほどの罪悪感だった。


　どうしたらいいのかわからないほどの後ろめたさが、英の心を覆おおって、胸を圧あつ迫ぱくして、涙が溢あふれた。───嘉海と交かわす行為の、不自然さに、意味のなさに、気が付いてしまった。


　恋れん愛あい経験が皆かい無むに等しい英にも、自分の気持ちがどれだけ変なものなのかは、わかる。いくら向こうから言い出されたこととはいえ、同じ男に、キスされたり触さわられたりして、喜んでいる自分は、きっとおかしい。……好きになってしまったなんて、もっと抱きしめられたいだなんて、言えなかった。


　自分の嘉海を想う気持ちが特別だとわかったら、途端に襲おそってくるのは、不安や焦しよう燥そうを引き連れた、自信のなさだ。


　誰だれかをこんなに好きになるなんて、初めてだった。だからわからない。好きなひとに、どうやって向かい合ったらいいのかなんて、英にわかるはずがなかった。


　それに、麻衣の健気な想いと、自分のこの心では、どうしようもない差がある。


　誰からも慕したわれる、立派な獣じゆう医い先生の横に立つのは、きっと自分じゃない。それが麻衣なのかどうか……嘉海が麻衣の想いに応えるのかどうかは、関係なく、ただ、英がいていい場所ではないということだけは、わかってしまった。


（……俺は、なんであの時、頷いたんだよ……）


　三度目の問いは、もう誤魔化しようもない後悔にまみれていた。嘉海が自分に触れることが、どんな結果をもたらすのか、考えもしなかった。その意味も汲くみ取ろうとしなかった。


　きっとあの、初めてキスされた時には既すでに、嘉海のことを好きになっていたのだ。けれど自覚もできずに、頷いてしまった。


　苦手なまま、距離なんか縮まないまま、拒こばんでいられたら、よかったのに。そうしたら、こんなにこの気持ちが大きくなることもなかったかもしれない。気付かないままで、いられたかもしれないのに。


（……先生は、好きじゃないのに）


　自分のことを、好きなんかじゃないのに。


　だって、好きだなんて、嘉海は一言も、英に言ったことなんかない。昼間気が付いたその事実。それから、さっきすとんと胸に落ちてきた、嘉海にとっての自分の存在が特別でもなんでもない、ただの愛あい玩がん動物のようなものだろうという、その予想。そのふたつは、英の中であっさりと説得力を持った。


　俺のことを好きですかと訊きいたら、もしかしたら嘉海は頷くかもしれない。けれどそれは、それ以下も以上も意味のない、ただのライクだ。そんなの、余計につらい。


　だってもし仮に自分が、誰か好きなひとがいて、付き合いたい、キスしたい、触れ合いたい、と思ったなら、まず、告白する。キスもその先も、ちゃんと好きだという気持ちを伝えてから、相手の気持ちもわかった上で、したい。


　そうでなければ、虚むなしいしさみしいのではないだろうか。恋愛に今まで興味がなかったから実体験はないけれど、普ふ通つうは、そうじゃないのか。


（……先生、結構、あっさりしてた……）


　先ほどの嘉海の対応を思い出して、英は、そんなことを思う。実際英は、相当自分勝手なことを言った。理由も言わずに、直前まで受け入れていた腕うでを拒んだのに……。


（……怒おこっても、責めても、くれなかった）


　それは、嘉海にとって、怒るほど、責めるほどのことでは、なかった、とそういうことなのではないのか。自分は嘉海にとって、偶ぐう然ぜん拾ってしまっただけのかわいそうな子で、仕方ないから世話を見てただけなのかもしれないなんて、そんな卑ひ屈くつな考えまで浮かんできてしまう。


　けれど、あながちそれで遠くはないのだろうという想いもやっぱり否定できず、英は止めようとしても止まらない涙をどうにかしたくて、ただ膝ひざを抱かかえ込んで丸くなった。











　休きゆう診しん日が明けて木曜日からも、英はきちんと出勤した。


　ただ、今までと違うのは、朝院長室を訪ねなくなったことと、極力嘉海とふたりきりにならないようにしたことだ。


　それでも、看護師が自分しかいない時間はあるが、嘉海もプロだ。仕事中はプライベートを持ち込まないというあたりまえのルールに従って、込み入った話はしてはこない。


　だからこそ業務が終わると途端に話しかけられるのが怖こわくなって、英はここのところ仕事が終わると、嘉海に話しかける隙すきを与あたえず、すぐに着き替がえて帰宅していた。麻衣がいる時には、なるべく普通にしているつもりだが、嘉海は英が避さけていることに気付いているだろう。


　機会さえあれば、嘉海はたぶん、理由を訊いてくる。急に自分の態度が変わったわけを知ろうとしているに違いなかった。


　けれどそれに、自分のごちゃごちゃしたわけのわからない感情を含んだ答えを、返すわけにはいかない。かと言ってうまい言い訳も思いつかずにいるうちに、一週間が経たった。


　相変わらず病院は盛せい況きようで、ただでさえ要領の悪い英にとって、いつまでもぐずぐずと重い悩なやみを抱え込んでいたのでは、仕事にも影えい響きようしてしまう。


　とにかく、明日は休みだし、落ち着いてちゃんと、心の中を整理したい。嘉海の世話心を安心させられる理由を考えなければ……。


　そんなことを思いながら、本日の最後の患かん畜ちくと飼い主を見送り、内側からエントランスの施せ錠じようをしていた英は、振ふり向いてびくっと肩かたをおののかせた。


「……っ」


「英」


　目の前に嘉海の胸があった。腕を取られて、英は息を呑のむ。ぎゅう、と長い腕に囲われ強く抱きしめられて、胸の奥が絞しぼられるように苦しくなった。


「……っ、や……っ」


「……英、頼たのむから逃にげるな」


「っ、……」


　抱き竦すくめられた耳元で、掠かすれたような低い声が呟いて、英は思わず抵抗しようとした動きを止めた。今まで聞いたことがないような声に思えて、目を瞠みはる。


「……英」


　どうしてそんな、まるで切ないような、どこか切せつ羽ぱ詰つまったような声で、自分の名前を呼ぶのだろう。離はなしたくないというように、腕の力を強くするのだろう。


　息が苦しい。好きなひとにこんなふうに抱きしめられたら、なにも考えられなくなってしまう。もうだめなのに、あきらめなければいけないのに、……この腕は、自分には、釣つり合わないものだと、わかっているのに。……それでもこの熱がうれしいなんて。


「……せ」


　先生、と呟つぶやいて、そろ、と震ふるえる指先を嘉海の背に伸のばそうとした時だった。


　ふいに甲かん高だかい音が空間を割って、我に返った英はびくんっと身体からだを震わせる。繰くり返し鳴り続ける音は、院内の電話のベルだ。


「……っ先生、電話、が……」


　小さな声で言った英に、嘉海はなにも答えない。そんな嘉海に困こん惑わくしながらも、英は再度口を開いた。


「あの、急患とかだったら……」


　その言葉に嘉海は一いつ瞬しゆん間を置いてから、英を抱だきしめていた腕から力を抜ぬいた。だが肩は抱いたままで英ごと待合室へと戻もどる。


「っちょ、せ、先生……っ」


　抵抗する暇ひまもなく半ば強ごう引いんに連れられ、どうしようとうろたえた英だったが、嘉海が取った電話口に向かって「麻衣？」と呟いたのを聞いて、ぎくん、と鼓こ動どうを跳はねさせる。


「え？　忘れ物？　今からか？」


　間ま違ちがいない、電話の相手は麻衣だ。受話器の向こうから微かすかに聞こえる声に確信して、英は咄とつ嗟さに嘉海の腕から抜け出した。麻衣との会話に気を取られていたらしい嘉海は、はっとしたように英を見て、腕を伸ばしてくる。


「悪いかけ直す」


「っ、……！」


　短く一言返して電話を切った嘉海に、ぎりぎりの所で腕を捕つかまえられてしまった。心臓が早はや鐘がねのように騒さわいでいて、取られた腕が熱い。


「……なんで、逃げるんだ？　英」


「……、ごめん、なさい……」


「まだ、理由は言えないのか？」


　視線を合わせることも、謝罪以外の言葉を口にすることもできず、訪おとずれた沈ちん黙もくはひどく胸に痛かった。


「……英」


　すると、また少しだけ、英の腕を摑つかむ嘉海の手に力が込められて、名前を呼ばれる。きりきりとした痛みと、どきどきと脈打つ鼓動が一いつ緒しよくたになって胸を襲おそった。


「なあ、俺がなんかしたんなら、ちゃんと謝らせてくれ。……話を、してくれ」


　それから続いた嘉海の言葉に、また更さらに胸が苦しくなって、英は、きゅ、と小さく眉まゆ根ねを寄せる。


「……先生が悪いとかじゃ、ない、ですから」


「けど、英は俺のなにかが引っかかってるんだろう。だったらちゃんと、それがなんなのか、話してほしい」


「……っなに、も」


　なにもないです、と言い切ってしまうには、自分の態度が裏切っている。はっきりと返事ができない英に、嘉海は「明日」と続けた。


「明日、……昼、十二時に、公園で待ってる」


　ふいに告げられた言葉に、英は、え、と目を瞠る。


「英が、俺と話をしようって気になってくれたら、あの公園……最初に会ったあのベンチの所に、来てくれ。……待ってるから」


　そう言ってから、嘉海の手が離れた。つと引っ張る力がなくなって、軽くたたらを踏ふんだ英は、思わず嘉海を見る。目が合った嘉海は、もう一度口を開いた。


「待ってるよ」


「……」


　すぐに視線を外しさまよわせた英は、そのまま踵きびすを返した。


　困惑と混乱を抱えたままで、いつものように和室に戻り私服に着替える。


　なぜ、たかが自分が嘉海を避けている理由を聞くのに、あの公園なのだろう。最初に会った場所なんて、わざわざ指定して、そこに意味なんかあるのか。


　そんなことをして、なんになるのか、わからなかった。そうすれば、英の心境になにか変化が起こるかもしれないと思ったのだろうか。


（……意味なんか）


　ない。そう思うのに、アパートに帰って、寝ねる間ま際ぎわ、眠ねむりに落ちるその瞬しゆん間かんまで、英の脳のう裏りには、嘉海の言葉と、自分を見ていた目が忘れられず残っていた。


　静かなのに、なにか熱を秘ひめたような、まっすぐな瞳ひとみ。英を映していたそれは、なにを思っていたのだろうか。それがひどく気になって、仕方なかった。











　結局、あまりちゃんとは眠れずに、ぼんやりと重たい頭を持て余しながら起きた時には、もう昼近かった。


　とりあえず顔だけは洗い、適当にＴシャツとジーンズに着替え、じりじり温度の上がっていく部屋の中で思考を揺ゆらせる。


『十二時に、公園で待ってる』


　昨日聞いた、嘉海の声が脳裏に甦よみがえる。……話がしたい、と言った嘉海の真意は、なんなのだろう。


（……このまま気まずくなって、俺が辞やめたら、困るから？）


　確かに、正社員になったばかりの自分がまた辞めるなんてことになったら、面めん倒どうな話に違ちがいない。けれど、英でなくても代わりはすぐに見つかるだろうから、それが理由というわけではないかもしれない。


　それに、嘉海はやさしいし面倒見もいいから、きっと、ペットみたいな存在の自分が塞ふさいだままでいることが、気にかかるのだろう。


　そう考えるだけで切なくなるのに、この上本当に嘉海の、純じゆん粋すいに心配だけしている目なんか見たら、どうなってしまうかわからないのが怖こわかった。


　泣いてしまうかもしれないし、責めてしまうかもしれない。


　最初から、自分なんかを嘉海が好きになってくれるわけがないなんて、わかっていたことなのに、いつの間にか、勘かん違ちがいをしていた。きっと彼の隣となりに立つのは、嘉海と並んでも遜そん色しよくのないひとなのだ。


　自分は到とう底てい及およばない、手の届かない、叶かなわない恋こい心ごころを抱いてしまった。


　折せつ角かく、うたがわ動物病院で働き始めてから、少しずつ前向きな姿勢でいられるようにもなっていたのに、またこんなふうに卑ひ屈くつな考えばかりになる自分が、嫌いやだ。


　けれど結局、自分に自信を持つなんて、初めから無理だったのかもしれない。


　不釣り合いなひとを好きになって、そんな自分の愚おろかさを嘆なげきながら、あきらめるのが、きっと妥だ当とうなのだろう。


（……ほんとに？）


　散々沈しずんだ思考の後で、ぼんやりと自分に問いかける。


　本当に、それでいいのか。一方的にこちらが勘違いして好きになったとはいえ、なにも告げないまま、想おもいを閉じこめてしまっても、後こう悔かいしないだろうか。


　少なくとも嘉海は、それがどんな気持ちからにしろ、歩み寄ろうとしてくれているのに。


　このまま嘉海の待つ場所へも行かず、避さけ続けて、苦い想いだけを心に残したまま、過ごしていける？


　本当に、それが自分の望みなのだろうか。


（……そんなわけない）


　……本当は、近くにいたい。名前を呼んで、抱きしめてもらいたい。


　けれどそこに、嘉海の気持ちがなければ、なんの意味もないのだ。だから、そばにいることがつらいのも本当。


　そんな相反した想いを同時に感じてしまうのも、どうしようもなかった。


　仕事をしていれば近くにいることなんてざらなのに、一定の距きよ離りを保ったまま、気持ちを殺し続けることが、果たして自分にできるのか。


　そんなにうまく、感情をコントロールできるのなら、きっとこんなふうにコンプレックスだらけの性格になんてなっていないはずだ。


（……だけど、俺、どうしたらいいんだろう）


　考えれば考えるほどわからなくなって、視線をさまよわせた英は、壁かべのカレンダーに目を留めて、ふと目を瞠みはった。


（……今日、先生の誕生日だ……）


　すっかり自分のことだけで手一いつ杯ぱいになり、忘れてしまっていた。


　英は、狭せまい部屋の端はしに置いていた紙かみ袋ぶくろを手に取った。前に嘉海の誕生日を聞いた日、帰り途と中ちゆうで、駅近くの雑貨屋に立ち寄り購こう入にゆうしたものだった。袋の中にある小さな箱の中身はペンで、けれど普ふ通つうの数百円のものよりはもう少し値が張るものだ。艶つやのある木目調のデザインがシックで、見かけた時、なんとなく嘉海を思い出した。


　それで、少し迷った末に、せっかく誕生日を知ったのだから、渡わたせればいいなと思い買ってしまった。万年筆ほど高価ではないけれど、よく嘉海は、あれペンどっかいった、とポケットを探さぐっていることも多かったから、そのうちの一本としてでも使ってくださいと言って渡せば、軽く受け取ってもらえるのではないかと思っていた。けれどそれも、言い訳だったのかもしれない。……きっと、ただ、嘉海の喜ぶ顔が、見たかったのだ。


　値段やものの種類は関係なく、嘉海のことだから、喜んでくれるだろうことは想像がつく。けれど、そんなふうに、ほかの誰だれかへと自分への対応に差がないとしても、ありがとな、と言って笑って、あの大きな手で頭を撫なぜてもらえるだけで、よかった。


　好きになったのは、自分の勝手だ。嘉海がどんなつもりだったにしろ、英の心を、変えてくれたことには変わりない。まだ実行はできていないけれど、家に一度帰ってみようかという気になったのも、そう思うきっかけになった、やりたい仕事を見つけられたのも、嘉海がいたからだ。


（……大事なのは、俺が先生をどう想うか、じゃないの？）


　そう自分に問う。きっとそうだ。このままだったら、嘉海に出会って、少しでも変わることのできた自分に、いつまでも胸なんか張れない。


　はっきり気持ちを伝えてフラれてしまえば、このぐずぐずとした迷ってばかりの想いにも、ふんぎりがつけられるだろうか。噓うそを、つこうとするから、誤ご魔ま化かそうとするから、ますます苦しい。……麻衣みたいにちゃんと伝えようと、覚かく悟ごを決めなければいけないのかもしれない。


　好きになってしまいましたと告げたら、恩を仇あだで返すことに、なるのかも、しれない。だけど。


（……ちゃんと話、するべき、なんだよね）


　それで、困らせてしまったら嫌だけど。もしも、やっぱり辞めてくれと言われたら、きっと自分はひどく傷ついてしまうだろうけれど、それでも。


　きゅ、と口唇くちびるを嚙かみしめて、英は、綺き麗れいに包装された小さな長方形の箱を見つめた。











　携けい帯たい電話と、財さい布ふと、プレゼントの入った小さな袋だけ持って、英はアパートを出た。梅雨つゆはまだ明けていなかったが、今日はどうやら晴れのようだった。七月に入った夏の陽ひ射ざしは、今年もやってくる猛もう暑しよを思わせるように強かったが、雨が降っていなくてよかったと思う。


　もしも、本当に嘉海があの公園で待っていてくれるのなら、雨の中よりも、陽射しの下にいてほしい。


　駅について電車を降り、心持ち駆かけ足になりながら英は公園へ向かった。汗あせがＴシャツの内側、背中を伝うが、既すでに嘉海が告げた時間から、三十分以上経たっていることが焦あせらせてしまう。


　だが公園の入り口付近まで来た所で、英はつと足を止めた。視線の先に、麻衣の姿を見つけて、どきりとする。


（……そうだ、麻衣さんも、今日、告白するって）


　麻衣はもしかしてもう、嘉海に告げたのだろうか。だとしたら、嘉海はそれにどう答えたのか。走ってきたせいだけでなく騒さわいでいる鼓こ動どうが、やけに耳について離はなれず、その場で立ち止まってしまった英に、ふと麻衣が気付いた。


　途と端たんにまた大きく鼓動が波打ったが、逃にげるわけにもいかずに、こちらに近付いてきた麻衣と対面する。


「英くん、どうしたの、こんなとこで」


「あ、えと……ちょっと用事があって。あの、麻衣さんは……」


　告白したんですかとはさすがに訊きけず、曖あい昧まいに返事をする英に、麻衣はじっと視線を合わせてきた。それにどきりとしながらも視線を返すと、麻衣はグロスの乗った口唇を開く。


「……あたし、告白したよ」


「……え」


　それから告げられた言葉に、目を瞠る。驚おどろく英には構わず、麻衣は小さく笑えみを浮うかべた。


「嘉海さんに、告白、してきた」


「……そう、なんですか」


　掠かすれそうになる声をなんとか出して、相づちを打ちながら、袋を持つ手に、きゅ、と力が入った。本当にしたんだ、と驚きながらも、麻衣のその笑みから想像される結果を、聞くのが怖い。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでやってきたのは本当だけれど、それでも、実際希望などないと完全にわかってしまったら、足あし踏ぶみしてしまうかもしれなかった。せっかく振ふり絞しぼった勇気を、萎しぼませてしまいたくない。


　けれど、訊かなければ麻衣にもっと不自然に思われてしまうだろう。訊くか、訊かないか、どうすると迷っている英に、麻衣はつと視線を逸そらした。


「……どうして？」


「え……？」


　ふと呟つぶやかれた言葉の意味がわからず、英は瞬まばたきをして麻衣を見返した。すると麻衣は、また視線を英に戻もどす。だがその表情は、さっきまでの笑みなど残っておらず、眉まゆ根ねが寄せられ、悲しいような怒おこったような目が英をまっすぐ見ていた。


「どうして英くんは、なんにも言わないの？」


「麻衣さん……？」


「英くんだって嘉海さんのことが好きなくせに、なんであたしがなにを言っても、自分の気持ちちゃんと出さないの？」


「……麻衣、さん」


　急に投げられた問いは、まったく予想外のもので、英は混乱した。


「あたしほんとは知ってたの。英くんと嘉海さんの間にある雰ふん囲い気きが、なんかどこか、普通じゃないってこと、気付いてた」


　知られていたのかと驚きながら、一体いつから、どこまでをという疑問や、なぜそれを今になって自分に言うのかという困こん惑わくがごちゃ混ぜになって、まともな返事を返せない。


「……嘉海さんね、あたしが話すの、ちゃんと聞いてくれた。いきなりだったのに、嫌いやがりもせずに、最後まで」


　だけど、と麻衣は綺麗に引かれた眉を歪ゆがめる。


「だけど、それだけなの。あたしがいくら嘉海さんのこと好きでも、嘉海さんはそうじゃない。そんなこと、ほんとはずっと前からわかってた。……あたし、前に一回フラれてるんだよ」


「え……？」


「おかしいでしょ？　それでもあきらめきれずにずっと好きで、嘉海さんはほかに女のひとの気配もないし、好きなひとがいるみたいでもなかったから、いつかあたしの方、向いてくれるんじゃないかって、そんな都合のいいこと考えてた。……でもだめだった」


　またフラれちゃった、と震ふるえる声が落ちる。


「……英くんはずるいよ」


　泣き出しそうな表情になりながら、麻衣はぽつんと呟いた。


「好きなら好きだって、ちゃんと言うべきだよ。嘉海さんに、あんなに大事にされてるのに、それを受け入れておきながら、主張すらしないなんて、ずるい」


「麻衣さん……」


　名前を呼ぶことしかできない英に、麻衣は滲にじむ涙なみだを抑おさえるかのように瞬きをして、視線を上げた。


「……今日ね、午前中急きゆう患かんがあって」


「え？」


　ふいに変わった話に、目を瞠って視線を返すが、麻衣はそのまま続ける。


「看護師の手もいるけど、休みだし、一番近いのあたしだったから呼ばれたの。……そしたら、村上さんで」


「村上さん……じゃあ、ラッキー、だったんですか？」


　いつかの診しん察さつ室での光景が脳のう裏りに浮かぶ。急患、という言葉に胸の奥がひやりとするのを感じながら、訊き返すと、麻衣はこくんと頷うなずいた。


「……ラッキー、だめだったの」


　小さく呟かれた言葉に、声を失う。


「病気が多かったけど、長生きしたし、寿じゆ命みようだったんだって村上さんも言ってた。けどやっぱり、堪こらえきれなくて泣いちゃう村上さんを、先生は穏おだやかに慰なぐさめて落ち着かせてたの。それは、ほんとにいつもと変わらない、先生の姿だけど」


　でも、と麻衣はつらそうに呟いた。


「でもほんとは、先生だって凄すごくつらいに決まってる。それでも先生は、そういうとこ、見せてくれない。あたしには、教えてくれない」


　英くん、と麻衣はこちらをひた、と見つめて名前を呼んだ。


「英くんは、知ってるんじゃないの？　先生のつらいとことかさみしいとことか、……そういうの見せてもらったんじゃないの？……嘉海さんのさみしさ埋うめられるの、英くんなんだよ」


　訴うつたえるように言われて、英は、いつか見た嘉海の横顔を思い出した。それだけで、胸が締しめ付けられるように苦しくなる。


（……先生の、つらいとことか、さみしいとこ）


　ひとりどこかを見つめる横顔。なにかを湛たたえたやさしい笑み。そしてあの広い家。静かな空間。亡きひとの写真。……嘉海の抱かかえる、孤こ独どく。


　それを、自分は知っているかもしれない。知ったつもりになっているだけかも、しれない。けれど、嘉海が英にだけ見せてくれたものは、確かにあったと思えた。


　ここまで来たのは、きっと間ま違ちがっていなかった。英に、麻衣が言うようなものがあるのかどうかは、本当はわからない。けれどそれでも、今、いてもたってもいられないような逸はやる気持ちが、英を急せかしていた。


「……あの、俺」


「先生、約束があるって、公園の中にいるよ」


　嘉海のそばへ行きたい。そう訴える心をしっかりと認にん識しきして口を開いた英に、麻衣は小さく笑みを浮かべてそう言った。


「英くん、……意地悪して、ごめんね」


「え？」


　見返す英に、麻衣はそれ以上は言わず、黙だまって笑っている。早く行けと言われているのはわかって、英は麻衣の笑顔を少しの間見つめてから、駆け出した。


　公園の中へと急ぎながら、麻衣の言葉を反はん芻すうする。意地悪、というのはもしかして、告白の相談を自分にしたことだろうか。けれどそれは、英が自分の気持ちに気付くきっかけになったのだし、結果的に麻衣が、英の背中を押してくれたようなものなのだから、謝ってもらうには申し訳ないくらいだ。


　自分の切ない恋こい心ごころをさらしてまで、正直に話してくれた麻衣を凄いとすら、思う。怒ったり、責めるような気持ちは湧わいてこなかった。


（……俺もちゃんと、言わなきゃ）


　そうしなければ、恥はずかしくて、次から麻衣の前にも、そして嘉海のそばにもいられない。


　はあ、と上がる息を吐はき出して、英は足を止めた。


　数メートル先の、木こ陰かげのベンチに、嘉海はいた。ひどく長い時間が経たった気がするのに、まだたった一ヶ月前、初めて嘉海と会った場所。


　こちらに気付いていないらしい嘉海は、上を向いて空を見ている。なにを思っているのか、その横顔は、どこかさみしそうに見えた。


　雨じゃなくてよかったとは思ったけれど、この陽ひ射ざしの中では余計にそこにある孤独が感じられるようだ。英は切ない痛みに胸を軋きしませながら、再度足を踏ふみ出した。


　呼吸を整えながら、ゆっくりと近付く。嘉海からは死角になってしまっているのか、それとも気配を感じないほどになにかを考えているのか、英に気付く様子はない。


（……オセロ）


　ベンチのそばに伏ふせをしていたオセロの耳がぴくんっと反応して、英を見た。ぱたぱたっと振ふられるしっぽに、嘉海の意識が空から地上へと戻ってくるのがわかる。


「……嘉海、先生」


　その時にはもう、英は嘉海の正面に立ち、腕うでを伸のばしていた。


　ベンチに腰こし掛かけたままの嘉海の頭を抱だきしめると、驚おどろいたような気配を感じる。一いつ瞬しゆんだけそれに怯ひるみそうになりながらも、英はきゅ、と微かすかに腕に力を込めた。


　普ふ段だん嘉海が立っている状態では、絶対にできない体勢だし、自分よりひとまわりも年上の男性にするようなことでもないとわかっていた。けれどそれでも、いつか見た時と同じような、さみしさを湛えたような横顔を、今度こそはどうにかしたくて、咄とつ嗟さに出た行動だった。


「……英？」


　きっと困惑しているだろう。ずっと避さけていたかと思えばこんなことをしたりする英を、嘉海はどう感じているのかも気にかかった。けれど今はそれ以上に、伝えなければという想おもいが強かった。


　少しの間……こんなやり方は卑ひ怯きようなのかもしれないけれど、告白の間だけでも、腕を振り解かないでいてほしい。


　そう願いながら、英はからからに渇かわいた口を開いた。


「……俺、先生のそばに、いたいんです」


　震えそうになる声で英が告げた言葉に、嘉海の反応はない。それに挫くじけそうになったが、ここで止めたら、もう二度と同じ勇気は出せそうになくて、必死に続けた。


「先生が、さみしかったり、悲しかったりしたら、そばにいたいんです。……信じて、もらえないかもしれないけど、俺、馬ば鹿かだから、自分の気持ちに気付くの、遅おそくて、いろんなこと考えたら、怖こわくなって、……でもちゃんと、伝えなきゃって」


　もの凄い音をさせながら鼓こ動どうを刻んでいる心臓は、嘉海にもきっとばれているだろう。喋しやべりながら口の中に唾つばが溜たまって、つっかえつっかえになってしまうけれど、それでもこれだけは、と小さく息を吸いこんだ。


「……俺、先生のことが、好き、なんです」


　そう口にしたら、瞼まぶたの裏が熱くなって胸が苦しくてたまらなくなった。だけど泣きたくはなくて眉まゆ根ねをきゅっと寄せる。それでもじわじわと、不安が滲しみ出した。


（……先生）


　やはり嘉海は、なにも応こたえてくれない。もしかしたら、呆あきれてしまっているのだろうか。いくら温おん厚こうな嘉海でも、散々避けて抵てい抗こうしておいて、急にそんな告白をされたら、わけがわからないと怒おこってしまっても仕方がない。


　昨夜嘉海は、話をしようと言ってくれたけれど、それはきっとこんな話のつもりじゃなかったのだろう。麻衣は、英が嘉海のさみしさを埋められると言ってくれたけど、それもたぶん、違ちがったのだ。


（……もう、嫌いやになった、のかな）


　そう思ったら、胸の内側がひどい痛みを訴えだして、目の前がぼやけた。


「……ごめんなさい」


　ここで泣くなんて勝手すぎる。そう思いながらも、鼻の奥がつん、として我が慢まんできそうになかった。ただもう、この腕だけは放さなければいけないということはわかって、そっと嘉海の頭を抱いたままの手から力を抜ぬく。


「俺、勝手なこと、ばっかで、ごめんなさい……病院、辞やめろって言われても、仕方ないって、わかってるから……」


　こんな厄やつ介かいなことになるなら、雇やとわなければよかったと思われているだろうか。やっぱり、拾ってもらった恩を、仇あだで返すことになってしまった。


　だが、そっと抱きしめていた腕を解いて、離はなれようとした英は、ふいに腰こしと後頭部に、強い力を感じて引き寄せられ、目を瞠みはった。


「……っん……っ」


　座ったままの嘉海に覆おおい被かぶさるような体勢を取らされて、今英に与あたえられているものは。


（……キス、されてる）


　離れようとしたはずだったのに、今自分の口唇くちびるを塞ふさいでいるのは確かに嘉海のそれだった。混乱が極きわまる前にキスは解かれて、けれど今にも触ふれそうな位置で、嘉海の目が英を捉とらえている。


「……悪い。泣かせるつもりじゃなかったんだけどな」


「……っせ、んせ」


「英の告白がうれしくて、嚙かみしめてた」


　瞠ったままだった目を、英は更さらに大きくした。うれしいと、今嘉海はそう言っただろうか。それは、つまり、つまり……。


　じわじわ滲にじんでくる、期待のような揺ゆれと困こん惑わくで、英が頭の中をうまく整理できずにいると、嘉海はふっと小さく笑う。


「自分の誕生日に、英と初めて会った場所を待ち合わせに選ぶなんて、いい年して我ながら気持ち悪いくらいだけど……おまえが来てくれてよかった」


「先生…」


「まさか英に抱きしめられるなんて思わなかったから、結局一瞬で理性なんて飛んじまった。ごめんな」


「え？……あっ」


　言われて、するっと腰に回されたてのひらが動くのを感じた英は、慌あわててばっと嘉海から離れた。焦あせって周りを見回すと、平日だということもあってか、見える範はん囲いにほかにひとの姿はない。とはいっても、真っ昼間の公園で、半ば嘉海の膝ひざに乗り上げるようにして抱きしめ合っていた自分を思い返せば、ひどい羞しゆう恥ち心しんが襲おそってきた。


　けれど、微笑ほほえむ嘉海の笑顔が、見み惚とれるほどに英の心を惹ひきつけてしょうがない。嘉海がそんな笑みを浮かべてくれるのなら、それだけでもういいか、という気になった。


「とりあえず、家、帰ろうか。英？」


　話してくれるんだろ？　とベンチから立ち上がり笑った嘉海に手を差し出されて、困惑する。


　手を繫つなごうということだと見当はついたが、今はひとがいないとはいえ、いつ知り合いや、飼い主さんたちに会うかわからない。


「嫌か？」


　けれどそう訊きかれてしまえば、ずるいと思いながらも、手を伸ばさずにいられなかった。ひとまわりくらい大きな嘉海のてのひらに、そっと頼たよりない自分の手を載のせる。すると、きゅ、と強く、けれどやさしい力で繫がれて、胸が苦しくなった。


　くっついて歩いてれば案外わかんないもんだから、と笑みを向けられ、嘉海のもう一方の手から伸びたリードの先にいたオセロも一いつ緒しよに、その場を離れる。


　途と中ちゆうで誰だれかに会ったらどうしようという心配だけでなく、胸がどきどきと鼓動を早めるのは、これからどうなるかの想像がつかないからかもしれなかった。


　朝のうちに雨が降ったのか、道路は濡ぬれていた。気温もそう上がっていないらしく、オセロも足の裏は熱くないのか軽快に歩いている。その揺れるしっぽを見つめながら、これって結局どういう状じよう況きようになってるんだっけ、とまだ完全に混乱が抜けきっていないままの思考が揺れた。


　だが、嘉海の自宅まではすぐに着いてしまい、リビングの端はしに置いてあるオセロ用の水皿に向かう白と黒の毛を見ていると、英、と声をかけられる。


　オセロの足を拭ぬぐうため離れていた嘉海の手が、再び英のそれに触れて、握にぎり込まれた。


「……英」


　もう一度名前を呼ばれて、繫いだ手を引き寄せられ、長い腕に抱きしめられた。どくん、と大きくなった心臓に続いて、また更に鼓動はスピードを速めていく。


　そのぬくもりも、腕の力も、噓うそはないと思えたけれど、まだ英の心に残っている不安がひょっこりと顔を出した。


「……あの、先生」


「うん？」


　それは、公園でのことを思い返してみればますます広がるような気になって、嘉海の胸についた手を少しだけ突つっ張って、英は顔を上げる。


「……先生、は……俺のこと」


　告白して、自分の気持ちを伝えた英に対する、嘉海のこの態度は、それにちゃんと応える気があると取ってもいいのだろう。けれど、言葉で返事をもらえていないことが、どうしても英から自信を奪うばってしまう。もしかしたら、前となにも変わっていないのではないかとすら思えて、言葉の途中で喉のどに唾だ液えきがつまった。


「好きだ」


　視線を逸そらしそうになった英は、頰ほおに触れた手とその言葉に、ゆるゆると目を瞠った。


「……ごめんな、本当は最初に言うべきだった」


「先生……」


「英が触さわられることに慣れてないのもわかってて、止めてやれなかった。おまえが、自分の気持ちに迷いながらでも、そばにいてくれるのがうれしくて、いろんなこと有う耶や無む耶やにしてたんだ。……それで結局不安にさせて、避さけられてちゃ、元も子もないってのに、歳だけ取ってたって、ひとを好きになるとほんと、どうしようもないよな」


　そう言って少しだけ苦く笑しようを浮うかべた嘉海は、次の瞬しゆん間かんにはひどく真しん摯しな色を浮かべた瞳ひとみで、ひた、と英を見つめる。


「───最初に会った時から、ずっと好きだった」


「……っ」


　告げ終わると同時くらいに、重ねるだけのキスをそっと施ほどこされ、目の奥が、じん、と熱くなった。口唇を離した嘉海は、近い位置のままで額を合わせるようにする。


「……だから、あんなかわいい告白されて、クビにしたりするわけない」


「っ、は、い……」


「英といると、すげえほっとするし、笑おうと思わなくてもいつの間にか笑ってるし、楽になれる。けど、それ以上に、英がいると、俺は、自分の感じる孤こ独どくを、隠かくせなくなるんだ」


　少し細められた嘉海の瞳に、微かすかに揺れたさみしさを見て、英はまた胸が切なくなるのを感じた。けれどすぐに、その目はやさしい笑みに縁ふち取どられる。


「ずっと俺は、手に入れた端はしからなくしてくものばっかりで、残るものなんてないのかもしれないとすら思ってた。だけど英は、またなくしたと思ったのに、自分から来てくれただろう」


　それがうれしかった、と嘉海は言う。


「なくしたくなかったから、年とし甲斐がいもなく必死になったけど、たぶんどっかであきらめてた部分もあったんだよな。だから英に抱だきしめられた時、信じられない気持ちもあった。情けない話だけど」


　そう苦く笑う嘉海に、たまらなくなって英は、ふる、と首を振ふった。


「……俺、先生の、つらいとこ、俺で、埋うめられたらって、思って、……っ」


　我慢できずに、ぽろ、と涙なみだを零こぼしたら、小さく笑った嘉海が、その涙を口唇で吸って拭ってくれた。


「うん、ありがとな。……俺は、生まれた環かん境きようもあるけど、そういう弱い自分とか、誰にも見せたくないって思って生きてきたところもあるし、実際見せたこともなかった。けど、英には、見せられるものがあるって気付いたら、もっとおまえのことが好きになった」


「……っ、せんせ……」


「英じゃないとだめなんだ。……そばに、いてくれるか」


　それから、静かな、けれど強い響ひびきの声にそう言われて、英は涙で滲む視界の中、必死に目をこらして、頷うなずいた。


「……はい」


　いさせてください、と震ふるえる声で答えると、その口唇くちびるにまたそっと、キスが降りてくる。甘く啄ついばまれて、嘉海のぬくもりを渡わたされるように口くち接づけられると、胸の奥が熱くなった。少ししてそっと離はなれた口唇が、眦まなじりを舐なめる。


「……上、行ってもいいか？　英」


　それが嘉海の部屋だということは、もうすぐにわかる。速度を上げる鼓こ動どうと、首筋から這はい上がってくる熱を頰に感じながらも、英は、小さく、こくん、と頷いた。


　それに小さく笑った嘉海の腕うでが、抱き上げようと脇わきに伸のびるのを、英はつと腕を突っ張って遮さえぎる。英？　と怪訝けげんそうな顔をする嘉海に、英はまた離れていた手をそっと取った。震えそうになる指先に力を入れて、痛いくらいに軋きしむ胸の裡うちを感じながら、嘉海を見つめる。


「……俺、ちゃんと歩けます。先生に、ついて、いきますから」


「……英」


　いつか、自分が望んでいると勘かん違ちがいされたくないから抵てい抗こうできなかった行こう為いを、英は拒こばんでみせた。嘉海に連れていかれるんじゃない。英自身がそうしたくて、ついていくのだと示したかった。


「……俺の理性を崩くずすのも、英だけだな」


　そう言って目を細め、口の端を上げて笑った嘉海の色いろ濃こい雰ふん囲い気きには、やはり恥はずかしくなって、少し目を伏ふせてしまう。


　けれど英は、それでも逃にげずに、きゅ、と繫いだ手に力を込めた。











　自分からついていくと言ったものの、階段を上る間にも心しん拍ぱく数すうは増え続け、気を抜ぬくと膝ひざが折れてしまいそうなほどだった。


　以前一度だけ入った嘉海の自室に連れられ、ドアが閉まる音が頭の中に響くように聞こえる。


　なにもかもがまるで初めてというわけじゃないのに、自分でもおかしいくらい緊きん張ちようしてしまっている。


　それでも、同時に、確実に身体からだの内側の方から、なにかじりじりと燻いぶるような熱が這い上がってきているのも感じて、英は自分の変化に戸と惑まどった。


　けれどそれはきっと、これまでと今では、状況が違ちがうからだ。


　好きなひとに、それをちゃんと知られた上で、自分をさらすということが、どれほど恥ずかしくて怖こわいことなのか、今まで英は考えもしなかった。


　自覚せず受け入れていた行為を、ちゃんと自分の意思を持って、……嘉海を好きだという気持ちを抱かかえて、迎むかえる。それはひどく、勇気のいることだと知った。


　どんな反応をすればいいのか。変なことをしてしまって、呆あきれられないか。今いま更さらそんな不安まで過よぎる。


「……英」


　すると、ふと頭上から嘉海の呼ぶ声がして、顔を上げると、額にそっと触ふれるだけのキスが落ちてきた。一いつ瞬しゆんそれに、きょとんとした顔をしてしまった英に、嘉海は小さく笑ってみせると、繫つないだままだった手を引く。


　それにされるがまま部屋の中を進むと、嘉海は広いベッドに腰こし掛かけた。その正面に立たされ、きゅ、とまた手に力が入る。嘉海は、座ったことによって下がった視点から、英を見上げ、笑えみを浮かべた。


「なあ、英。さっきの公園での、してくれないか」


「……え？」


「抱きしめてくれただろ。あれ、もう一回してくれよ」


　なんの話だろうと瞬まばたきをした英に、嘉海はまるでねだるようにそんなことを言う。だがそのやさしい笑みに胸がきゅっと震えた気がして、英は、こくん、と頷いた。


　繫いでいた手を離し、両りよう腕うでを上げて、そっと目の前の嘉海の頭を抱き込む。


　色素の薄うすい髪かみはやわらかく、仄ほのかにいい香かおりがした。整せい髪はつ料なのかシャンプーなのかはわからなかったが、ほっとすると同時に、どきどきもする。


　さっき公園で同じように抱きしめた時には感じなかったものがあって、あの時どれだけ自分が必死だったのかを今ごろになって知った。


「英にこうして抱きしめられると、癒いやされる気がするな」


「……あの、先生」


　嘉海を好きだと気付いた日、同じことを言っていたと思い出して、英が呼びかけると、ん？　と相づちが返ってくる。


「……俺、のこと……ほんとに、好き、ですか……？」


「え？」


「だって、なんか、先生、俺のこと、小動物かなんかだと思ってるような気が、してたから……」


　今いち実感がなくて、と言うと、嘉海は一瞬目を瞠みはってから、その目を細めて笑った。


「悪い。確かに、猫ねこの外見した犬みたいだなっては、思ってた」


「……？」


　どういうことだと視線を返すと、嘉海は、誤解すんなよ、と眉まゆを上げる。


「英はその綺き麗れいな外見の割りに、おっとりしてるし、ちょっと天然だし、素す直なおで従順っていうかな、中身は健けな気げな犬みたいでさ」


「犬……」


　やっぱり犬なんだと思いながら呟つぶやいた英に、嘉海は笑みを深めた。


「だから早とちりすんなって。確かに動物も俺にとって癒しだけど、それだけで恋れん愛あい感情なんか抱かない。そういう所がかわいくて仕方なかったってのは本当だけど、それだけじゃないものがあったから、それが俺の心を動かしたから、俺は英に惹ひかれたんだ。……わかったか？」


　背中に回された嘉海の腕が上がってきて、後頭部をやさしく梳すいた。


　動物のように思われていたのはやっぱり少しだけショックだったけれど、嘉海のくれた言葉が、今はただうれしくて擽くすぐったい。


「……俺、でも、綺麗じゃ、ないです」


　ただ、そこだけ反論すると、嘉海はふっと微笑ほほえむ。


「……英は、綺麗だよ。綺麗で、かわいい」


　そんなふうに言われ、わずかに力が込められるまま、顔を俯うつむけると、英の口唇は嘉海のそれとそっと重なった。


「……ん」


　公園でのキスはすぐに解かれたが、今施ほどこされているそれは、離れずに英の口唇を甘く吸う。上下の口唇を舐められて、食はむように挟はさまれると、それだけで熱くなってしまった息が漏もれた。


「……っふ、んぁ……っ」


　その隙すき間まから、嘉海の舌が口内に入ってきて、歯列を舐め上げられると、ぴくんっと肩かたが揺ゆれる。それから上うわ顎あごを撫なぜる舌に、首の裏に変な刺し激げきが疾はしって、いつの間にか嘉海の肩辺りを摑つかんでいた手に力がこもった。


　いつも見上げるような体勢でしていたキスと、逆の位置になって交かわすそれは、慣れないのもそうだが、どこか淫いん靡びな感じがして思考を溶とかしていく。舌を吸われる感かん触しよくが気持ちよくて、小さな喉声が、いくつも上がった。


　だが、段々とキスに夢中になっていくうちに、脚あしに力が入らなくなってきた。嘉海の肩に置いた手でなんとか支えているが、立ったままでいるのがつらい。


　そう思った時、腰こしに回されていた嘉海の両手が、ふいにぐいっと英を抱えるように持ち上げた。


「……っん……っぁ、なん……っ」


「この方が楽だろ？」


　気が付けば、腰を跨またぐような形で嘉海の膝の上に乗せられている状態になっていた英は、かああ、と首筋に熱が集まるのを感じる。


　身長差の関係から、ほぼ同じ目線で向かい合う体勢に、たまらなく恥はずかしくなった。


「……っ、せん、せ……っ、あの……っ」


「怖いか？」


　だが、す、と頰ほおに手が添そえられ、そんな問いを向けられると、英は、眉まゆ根ねを寄せながら、ふる、と首を振ふる。


「……怖くは、ないです」


「ん、なら……続き、していいか？」


「……は、い」


　眦まなじりを指の腹で撫ぜながら訊きかれたことに、小さく頷うなずくと、もう一度口唇くちびるを塞ふさがれた。


　死にそうに恥ずかしいけれど、嫌いやでも、怖くもない。なにも知らない自分だから、嘉海がしたいと望む形に、応こたえたかった。


「……ん、はぁ……」


　口内を緩ゆるくかき回すようなキスが解かれて、至近距きよ離りで見つめ合う。上がった息を漏らしながら、腫はれぼったい口唇にまだ痺しびれが残っているような感覚でいると、するっとＴシャツの裾すそから嘉海のてのひらが入りこんできた。腹を撫ぜる手の感触に肩を跳はねさせると、着ていたＴシャツを首から抜ぬかれる。


　嘉海の前に、上半身だけとはいえ、なにも身につけていない自分をさらすのは初めてで、恥ずかしさから目が潤うるむ。視線を合わせられなくて、震ふるえる睫毛まつげを揺らしながら目を伏ふせた視界の端はしで、嘉海も着ていたポロシャツを脱ぬぐのがわかった。


　やはり英の二回りほど大きくがっしりしている嘉海の身体は、必要な分だけ鍛きたえられたという感じで、綺麗な筋肉に覆おおわれている。


　思わず見み惚とれていた英は、ふいに耳元にキスされて、肩を竦すくめた。ちゅ、と耳の下あたりを吸われ、そのまま嘉海の口唇は耳じ朶だを食み、舌が凹おう凸とつを擽る。


「英……」


「っ……んん、……っあ……っ」


　耳を嬲なぶられる感触に意識が集中しそうになった所を、すっと胸にも触れられ、声が漏れた。脇わきを辿たどるようにして上下しながら、何度目かで嘉海の指が突とつ起きを掠かすめる。そこで一いつ旦たん止まった嘉海の手は、胸全体を撫ぜるようにして、刺激を与あたえてきた。


「やっぱり胸、敏びん感かんだな。すぐ硬くなる」


「ん、……っや、ぁ……っ」


　耳から首筋へ降りた嘉海の口唇は、胸まで辿り着く。突起の周りを吸われて、すぐに赤い粒つぶも含ふくまれた。しつこいくらいに舐なめられ、甘あま嚙がみされると、腰の辺りからも妙みような感覚がじりじりと滲にじんできてしまう。


　まだ双そう方ほうズボンは身につけたままとはいえ、密着している状態の下か肢しが熱く、疼うずくような感覚が大きくなっていった。


　だがふと、ぼやけそうになる思考の中で、胸がなんとなく嫌なふうにざわめいて、英は眉根を寄せた。


（……俺、どうしよう……）


　胸を弄いじられるのは、まだ二回目なのに、信じられないくらい気持ちいい。前回胸に触ふれられた時も、それだけで下肢に熱が集まってしまったことを思い出して、恥ずかしくて仕方なくなった。


　こんなに早く反応してしまうなんて、いくら自分が慣れていないといっても、嘉海は呆あきれたりしないだろうか。……つまらなく、ないだろうか。


　嘉海の過去を詮せん索さくするつもりはないけれど、彼はもちろん初めての行こう為いではないはずだ。


　緊きん張ちようでがちがちだった英を、いつの間にかこんなふうに解ほぐしてくれるその所作や言葉は、きっと今までの彼の経験あってのことだろう。けれど、考えれば考えるほど、嫉しつ妬とのような醜みにくい塊かたまりと、自分自身の経験値の低さからくる不安が、混ざり合っては肥大していく気がした。


（……あ、だめだ、なんか）


　胸の中がもやもやしてくると、嘉海に触れられている部分から感じる熱が、麻ま痺ひしてくるように、わからなくなり始める。


　それが嘉海に伝わったら彼はどう思うだろうという思考が過よぎった途と端たん、そこに恐きよう怖ふまで加わった。感じすぎるのが嫌だとさっきまでは思っていた。だけど、嘉海に触さわってもらっているのに、反応を返せなくなったら、それこそ呆れられてしまう。


「……英？」


「……っ」


　だが、焦あせれば焦るほどに身体からだは硬くなってしまい、つと顔を上げた嘉海の怪訝けげんそうな声に、胸の奥がひやりとした。


「……どうした？　やっぱり怖こわいか？」


「っちが……っ、あの、俺……っ」


　前まえ髪がみをかき上げられるように額を大きな手で撫ぜられて、英は必死に首を振った。


（……ちゃんと言わなきゃ）


　もう逃にげないと決めていたのだから、このままやめたくなかった。


　逸そらしそうになる視線を堪こらえて、嘉海を見つめる。


「あの、俺……初めて、だから」


「え？」


「えと、前に、言ったけど、そうじゃなくて……俺、今まで、嘉海さんのこと、好きだって自覚、ないままだったから……」


「うん……？」


　なんとか嫌がっているわけではないということを伝えたくて、回らない頭を必死に働かせる。拙つたない英の言葉を、嘉海は静かに聞いているが、その表情に怒いかりも呆れも含まれていないことが、胸にわずかな安あん堵ど感かんを呼んだ。


「俺、誰だれかを好きだって気持ち、ちゃんとわかったまま、こういうことするの、初めてで……」


「……ああ」


「だから……あの、俺、変なとこあったりとか、間ま違ちがったことしたりしたら、言ってほしいんです。……先生が、教えてください」


　怖いかと言われれば、本当はそうかもしれない。けれど、それでも、怯ひるみそうになる心を踏ふん張ってでも、向き合いたい。嘉海と、ちゃんと、抱だき合いたかった。


　掠れそうになる声を必死に絞しぼってそう告げると、嘉海は、ふっと目を細めて、苦く笑しようのような、小さな笑えみを浮うかべた。


「……呆れ、ましたか……？」


「ばーか。そんなわけないだろう。つうかな、英、おまえさ」


「はい……っわ……っ」


　違ちがうと言いながらもひとつ息を吐いた嘉海は、英の肩かたを抱くように腕うでを回すと、ひょいっと体勢を変えた。背中に肌はだ触ざわりのいいシーツの感かん触しよくがして、目を瞠みはる。ベッドに仰あお向むけに寝ねかされ、その上から覆い被かぶさるように嘉海が腕をついた。


「あんまりかわいいこと言うと、本気で理性飛ぶから、ほどほどで勘かん弁べんしてくれ」


「え……？」


「……俺は、英がなんにも知らないってこと、最初知った時、余よ裕ゆうのある顔の下で、本当は馬ば鹿かみたいに喜んでたような男だぞ。だから、おまえが嫌だって言ったって───英の初めて、全部、俺がもらうから」


「……っ」


　口唇が触れそうな位置でそう囁ささやかれ、英は息を呑のんだ。そのまま、ちゅ、と軽く啄ついばんでキスをしてから、嘉海は目を細めて微笑ほほえむ。


「どんな反応でも、変だなんて思うはずないだろ。英が俺のこと、ちゃんと好きだって思ってこうしてくれてるんなら、それだけでいい。間違いとか正しいとか、ないから」


「……先生」


　な、と笑みを送られ呟つぶやくと、嘉海は「あ」と声を上げた。


「え？」


「けど今ひとつ間違い見つけたな。ふたりきりの時は、なんて呼ぶんだった？　英……」


　そっと近付いてくる嘉海の吐と息いきに、思い当たって睫毛を震わせながら、英は口を開く。


「……嘉海、さん……」


「正解」


「……っん……」


　囁いた嘉海の口唇くちびるがやわらかく重なって、英のそれを吸う。口唇を割って舌を絡からめられ、深いキスになると、熱い嘉海の息が、英の眦まなじりを潤ませた。


「かわいいな、英……」


　頤おとがいを吸って喉のど元もとに降りた嘉海の口唇が、鎖さ骨こつを辿る。再び胸を愛あい撫ぶされて、今度はその快感を英は抵てい抗こうなく受け入れた。


「っあ、あ、ん……っ」


　れろ、と舌で軽く押しつぶすように刺し激げきされ、喉が鳴る。同時に大きなてのひらが胸全体をやわく捏こねるように覆って、薄うすい身体を熱くさせた。


　胸から脇、腹へとキスも移動して、時折ちりっと軽い痛みが疾はしる。触れられ、キスされた所から痺れが生まれて、全身に広がっていくようだった。


（……好きだから、いいんだ）


　嘉海だから、こんな気持ちになる。どれだけ敏びん感かんに反応を返してしまっても、それが至し極ごくあたりまえのことなんだと素す直なおに思える。それは、いつでも、嘉海がそのままでいいと赦ゆるしてくれるからだ。そうやって、嘉海を好きでいていいのだと、確信していく。


「んん……っ、あ、じゃ、よしみさん、も……」


　段々と涙なみだの膜まくが張ってくる目をこらして、嘉海を見つめると、なんだ？　と視線を返される。英は、は、と熱い息を吐き出した。


「……ぁ、……俺だけじゃなくて、嘉海さんも、全部、くれますか……？」


　今まで、「触りたい」と言ったその言葉通り、嘉海は英に、触れるだけだった。それ以上はしないのかといつか問いかけた時にも、無理をさせたくないし急がせたくないと言って笑っていなしてしまった。


　たぶんあの時感じたもやもやしたわだかまりは、嘉海にとっての英の存在がどんなものなのかがわからずに、触れたいと言いながらもその本意がどこにあるのか見えなかったせいだったのだろう。


　だったら、今、嘉海がちゃんと、英のことを好きでいてくれるのなら……。


（……その先を、望んでもいいって、ことだよね……？）


　だが嘉海からの反応がない。おかしなことを言ってしまっただろうかと不安になった英は、眼前に迫せまった嘉海の瞳ひとみに息を呑んだ。


「よ、……っん……っ！」


　名前を呼ぼうとした声は、嘉海の口唇にそのまま呑み込まれ、ベッドのスプリングに頭が沈しずむ。深く貪むさぼられ、頤が反り、唾だ液えきが溢あふれた。


「ん、んぅ……っふぁ、ん……っ」


「……俺は本当に、おまえにはなにも隠かくせそうにないな。余よ裕ゆうぶって見せようとする度たびに、英の言葉に力抜ぬかれて、格好つけてられなくなる」


「……っ、は、ぁ……よしみ、さん、も……そのままで、いてください」


　上辺だけの彼しか見せてもらえなかったら、きっと好きにはなっていなかった。それがわかるから、なにも繕つくろうものがない嘉海でいいと、そう思う。


「……好きだよ、英」


　きゅ、と小さく眉まゆ根ねを寄せた嘉海に、また少し不安になったけれど、向けられた言葉と施ほどこされたキスはやわらかくやさしいもので、甘く英の中に滲しみ込んだ。


「……俺のことも、全部やるから、ちゃんと受け取れよ……？」


　眉根を寄せたまま微笑んだ嘉海の表情が綺き麗れいで、英は胸がいっぱいになるのを感じながら、はい、と頷うなずいた。











「……っん、ん……っ、ぁ」


　頰ほおを埋うめた枕まくらの端はしを摑つかむ手に、ぎゅ、と力がこもる。


「英、痛くないな？」


「んっ、あ、……っん」


　腰こしだけを掲かかげたような俯うつぶせの状態で、背後から覆おおい被さった嘉海の声が耳じ朶だに落ちる。訊きかれて、顔は上げられないまま、こく、と頷くと、英の奥に入りこんだ嘉海の指が、ゆっくりと中を探さぐる。下か肢しの奥から濡ぬれた音が響ひびいた。


　おまえを傷つけないためだから、とローションを塗ぬり込められ、長い嘉海の指が触ふれた時には、浅い知識として知っていたそれよりも、更さらに想像以上の奇き妙みような感覚が英を襲おそって、思わず逃にげ出しそうになった。


　けれど、それが、またこの先、嘉海を知ることのできる行こう為いに繫つながるのなら、ちゃんと受け入れたいと思えて、必死に湧わき上がる羞しゆう恥ち心しんと闘たたかっている。


　普ふ段だん絶対に他人にも自分でも見ることのないような場所を弄いじられることに対する、混乱や困こん惑わくはまだ消えない。けれど、段々と溶とけ出していく思考の中で、まともになにかを考えることはできなくなっていくようだった。


「……英？」


「っん、はい……っ」


「もうちょっと、強くするから、嫌いやな時は言えよ？」


「え、……っん、あ……っあ、んん……っ」


　今まで緩ゆるやかだった動きを少し強ごう引いんなリズムに変えられて、声が上がる。背後から肩かた口ぐちや背中を辿たどる嘉海の口唇の感覚にも、身体からだが震ふるえた。


　すると、奥を弄っているのとは別の嘉海の手が、すっと前に伸のびてきて、英のゆるく反応し続けていたものに触れる。


「ん、こっちも、ちゃんと濡れてるな」


「あ、あ……っん、やぁ……っ」


　前も後ろも同時に弄られると、感覚を逃のがす場所を塞ふさがれたような切せつ羽ぱ詰つまった感覚が襲ってきた。だが、前に触れられることで、後ろへの意識がわずかに逸それて、違い和わ感かんはなくなっていく。


　するとふいに、身体の奥の方から疾り抜けるような痺しびれを感じて、英はびくんっと背をしならせた。


「っや、あ……っ、んー……っ、んっ」


「……ここ、いいみたいだな」


「あっ、や、そこ、やです……っあ、あ……っ」


　奥よりも少し手前を突つく嘉海の指に、腰が跳はねてしょうがない。


「ん……？　前凄すごいぞ、とろとろになってる」


「っあ、やだ、だめ……っ、んん、ア……っ！」


　ぐちぐちとそのポイントと周辺をかき回されて、うずうずとした疼うずきが広がっていく。声を止められずにいると、くんっとまたそこを刺激されて、前に集まった熱を我が慢まんできず、弾はじけさせてしまった。


「……っぁ、は……」


　かくん、と力が抜けて、荒あらい息を吐いていると、ちゅ、と涙の滲にじんだ眦を嘉海の口唇が吸う。思考が溶けたまま首を捻ひねって、とろんとした目を向けると、その口唇が今度は英のそれと重なった。やわく甘あま嚙がみされて、じん、と口唇からも痺れが疾る。


「……英の気持ちいい所、あったな。すげえかわいかった」


「……ん、よしみ、さ……」


「挿いれていいか？　英……」


　喋しやべるのも億おつ劫くうなくらいぼんやりした感覚に支配されている。キスを繰くり返しながら訊かれ、英は嘉海を見つめ返した。


　俯せに近い横向きになっていた身体を動かして、仰あお向むけになると、力の入らない腕うでを伸ばす。熱のこもった視線を返してくる嘉海の表情に、鼓こ動どうを高めながら、その首に腕を回した。きゅう、と今の精せい一いつ杯ぱいの力で抱だきついて、震える口唇を開く。


「……よしみさん、を、ください……」


　そう小さな声で告げると、一いつ瞬しゆん嘉海が固まったように動きを止めて、それからばっと身体を離はなされた。かと思うと、最初から深く口くち接づけられて、喉のどが反る。


「っん、んぅ、んん……っ、ふぁ……っ」


「……英、力、抜ぬいてろよ」


　上半身を起こした嘉海が英の脚あしを持ち、開く。大きな手が腰を摑んで、奥に滾たぎるような熱い塊かたまりが触れるのを感じて、背中が震えた。襞ひだを割って、わずかに入りこんだ切っ先に感じたのは、じん、とした痺れだった。


「……っ、ん、ん……っ」


「……英、こっち見ろ」


「っぁ、あ……っんん……っ」


　横を向いた顔にそっと手を添そえられ、嘉海を見つめ返す。その間にも、嘉海の熱は英の中をゆっくりと進んで、それに反応して歪ゆがむ表情を見られるのがひどく恥はずかしかった。


「……っあ、……あ、ん……っ、かお、や、だ……っ」


「ん……？　めちゃくちゃ色っぽいぞ……やらしくて、綺麗だな」


「っあ、あン……っ」


　ず、と奥まで入りきった熱が、英の中を埋め尽つくして、身体中が震えた。熱い。繫がった箇か所しよから全身へと、じりじりとした熱が広がって、心の中までも侵しん食しよくしていきそうだと思った。


「……腰こし細ほそいな、俺の両手で摑めるぞ。壊こわしそうでちょっと怖こわいけど、……動いても平気か……？」


　どくどくと脈打っているものを、己おのれの内側に痛いほど感じられるのに、このままじっとされていたら、逆におかしくなってしまいそうだ。


　言葉が出てこなくて頷いてみせると、ん、という喉声だけが吐と息いきと共に零こぼれる。


　それを合意と取った嘉海は、ぐいっと、英の太ふと腿ももを摑み、更に脚を広げた。


「ん、あ、よしみ、さ……っあ、あ……っ」


　緩やかに送られてくる律動に、自分の中が絡からみつくように嘉海を包むのがわかる。濡れた音と動きが一いつ致ちするのが恥ずかしくて、けれど、その羞しゆう恥ちも段々と麻ま痺ひしていきそうだった。


　初めて受け入れた苦しさはわずかに残っているが、それを上回るなにかがじわじわと英を変えていく。


「英のここも、また濡れてきてる。……気持ちいいか？」


　揺ゆらされる振しん動どうで震える中心を捕とらえられ、きゅ、と握にぎり込まれると、連動するように後ろまで反応してしまう。ひくん、と喉が鳴った。


「や、やぁ……っ、あんまり、触さわんないで、くださ……っ」


「ん……？　なんでだ……？」


　緩く首を振ふる英に、嘉海はそんな意地悪な問いを向ける。きっとわかっているくせにひどい、と思いながらも、喘あえぎ混じりの声を返すしかなかった。


「んっ、あ、だって……っ、また、俺……っ」


「また、なんだ……？」


「あ、やだ、……またひとりで、は、やだから、ん……っ」


「一いつ緒しよがいい……？」


「んっ、一緒、が、い……っ」


　声が弾はずんで喋るのがむずかしくて、囁ささやかれる言葉に、こくこくと頷うなずく。涙なみだの滲んだ視界を、瞬まばたきをしてクリアにしようとしたけれど、睫毛まつげまでもしっとり濡れてしまっていて、なんだか曖あい昧まいなままだ。


　だが、ふいに近付いた嘉海の顔を視界に入れたと同時に、繫がった角度が変わって、ぞくぞくっと首の裏を快感が駆かけ抜ぬけた。上体を倒たおした嘉海は、英と胸を重ねるように密着して、キスができそうな距きよ離りで、突くようにして熱を送ってくる。


「っあ、あ、や……っ」


　ぎっちりと隙すき間まなく奥まで繫がっているそこへ、さっきよりも律動が速度を増す。その刺し激げきが戸と惑まどってしまうほどに凄くて、声が上がるのを抑おさえられなかった。


「あ、あ……っ、っん、んぅ……っ」


　熱い吐息が口唇くちびるを覆おおって、キスをされると、閉じた瞼まぶたの裏側がくらくらと酔よいそうに揺れる。頭の中に、リアルに口の中をかき回される音が響ひびいて、自分のくぐもった喘ぎ声と重なり、眉まゆ根ねが寄った。


　さっき指で弄いじられていた時に、異様に感じてしまったポイントを、嘉海の熱く硬いものが擦こすり上げると、喉がひくひく鳴って、なにも考えられなくなる。


「ひぁ、あ、やぁ……っ」


「……っは、もう、だめか、英……？」


「んっん、だめ、よしみさ、だめ……っ」


「ん、じゃあ……英、ちゃんと、俺の方、見ろ」


　言われて、重たい瞼を上げる。涙で濡ぬれた目を必死にこらすと、ぼんやりした視界に、嘉海の顔が映り込んだ。


　奥を穿うがつ力が、よりいっそう強くなる。もうどこが境目なのかわからないくらい、繫つながった場所が熱くて、溶とけているように感じた。


（……嘉海さん）


　つと寄せられた眉根と、汗あせの浮ういた額に張り付く前まえ髪がみ、火傷やけどしそうに熱いものを秘ひめた、形のいい瞳ひとみ、荒い息を漏もらす大きな口唇、そんなすべてがすっと英の中に入りこんできて、脳と心に灼やきつく。


　嘉海の、自分しか見られない、表情。すべてをさらしてもらっている、その顔に、じん、と胸の奥が、快感でなく痺しびれた。


　切ないような苦しさと、溢あふれそうなほどの幸福感が一緒くたになって、英の心も身体からだもいっぱいにする。知らず、また涙が溢れた。


「いい子だ……そのまま、な」


「……っん、ん……っ、あ、あぁ……っあ……！」


　抱き合ったまま、嘉海を見つめたまま、英が頂点に達すると、ほぼ同時に、嘉海が息を詰つめた。く、と微かすかな声が聞こえて、首筋に嘉海の顔が埋うめられる。


　いった直後の震ふるえが治まらないうちに、どくっと奥に飛沫しぶきを感じて、腰こしがびくびくと小さく跳はねた。


「っんぅ……っ、は、ぁ……っ、ん」


「……英」


　ちゅ、と首筋を吸ってから嘉海が顔を上げ、口唇を塞ふさぐ。上がる息を攫さらうようにキスを施ほどこされ、少し苦しかったけれど、それ以上にひどく甘く感じて、うっとりと甘かん受じゆした。


「……ん、ふ……」


「英」


　名前を呼ばれて、閉じていた瞼をぼんやりと開く。ほろ、とまた雫しずくが眦まなじりを辿たどっていくと、さっきまでよりも視界がよくなった。


「……よしみ、さん……」


「ん……？」


「……よしみさんの、全部、俺、もらえました……」


　まだうまく呂ろ律れつが回らない上に、ひどく掠かすれてしまっている声だったが、それだけ伝えたくて、英は口を開いた。そうか、と嘉海の目が細められる。


「ん……、凄すごい、うれしかった、です」


「英のことも、全部、もらえたな。……サンキュ」


「ふ、……よかった」


　腫はれぼったい口唇を指の腹で撫なぜられ、あえかな吐息を漏らしながらも、うれしくて微笑ほほえむと、嘉海も小さく笑ってくれた。


「……っん、ん」


「ああ、悪い。……抜くぞ」


　だがその振動で、まだ中にいたままだった嘉海を感じてしまい、英は指先を震わせる。するとそう謝罪して、ゆっくりと嘉海は英の奥から退いていった。


「……っ、……ぅ、ん……っ」


　入ってくる感覚というのも凄いが、出て行くそれも表現しがたいものだった。思わず背中が震えてしまう。


「……そういう色っぽい顔されると、普ふ段だんの印象から、また変化があって、たまらなくなるな」


「ん、え……？」


「元が綺き麗れいな貌かお立だちだってのに、英自身にその認にん識しきが少ないから、いつもはどこかかわいい感じもするけど、こういう時は、もの凄い色気が出てくるんだよな」


「……っ」


　顔の周りに腕うでを突つかれて、そんなことを言われ言葉を失う。


「……っ、だから、き、綺麗とか、そういうの、は、俺には、おかしいと思います」


「何回言っても、自覚なしだ。危ないよなあ。……ん、まあいいか」


　だが、ふと笑った嘉海はそんなふうに言って、英に軽い口くち接づけを送る。


「それは、俺だけが知ってればいい英だからな。……な？」


「……はい」


　綺麗だとかかわいいだとか、その辺の感覚はやっぱりわからないけれど、嘉海にしか見せることのないものが自分にもあるなら、それはその通り、嘉海だけのものだ。そう思って頷くと、もう一度キスが降ってくる。


　そのやわらかい触ふれ合いが離はなれた隙間で、英はふっと口を開いた。


「……嘉海さん、あの」


「うん？」


「俺、……ほんとはずっと、家族に対して、コンプレックス持ってたんです」


　英がふいに話し始めたことに、静かに相づちを打った嘉海は、つと眉まゆを上げた。


「過去形だな」


「……はい」


　やっぱり、小さなことにも嘉海はちゃんと気付いてくれる。それがうれしくて笑えみを浮かべながら、英は続きを口にした。


「いつか、ちょっとだけ話したけど、……俺、ひとりひとりちゃんと自分の道を見つけてる家族と比べて、俺はなんにもないって、ずっとそうやって卑ひ屈くつになってたんです。それが、自分で進む力のない言い訳だって、どこかでわかってて、でも、どうにもできないで、ずっといて」


　だけど、とまっすぐにこちらを見つめてくれる嘉海を見返す。そのやさしい色を湛たたえた瞳が、ひどく好きだと、また思った。


「あの日、嘉海さんに会えて、その一歩を踏ふみ出すきっかけをもらえたんです。嘉海さんが、こんな俺でも、好きになってくれて、ぐずぐず迷ってる間もあきらめないでくれて、俺のこと、……俺の手、離さないでいてくれたから」


「……英」


「……嘉海さんに会えて、俺、よかった……嘉海さんが好きになってくれて、俺」


「英……」


　いつの間にかまた涙なみだが滲にじんできた視界はぼやけて、声が詰まる。そこを掬すくうように口接けられて、もっと雫が溢れてしまった。


「……なあ英。そうやって、おまえは自分のこと、なんも持ってないって言うけど。俺は、不器用な自分に負けないようにがんばってる英を、最初からずっと見てた」


「え……？」


「どれだけ悩んでも、迷っても、おまえはどこかでそれを乗り越えたい、って気持ちを捨ててなかったんだろ？　いくら俺がきっかけを与えたって言っても、英自身が前に進もうと思う気持ちがないなら、始まらない話だ。だったら、おまえが今まで歩いてきた道は、無む駄だでも間違いでもない。ぎりぎりのところでもあきらめないでいられる強い心が、英にはある」


「……強い心？　俺に……？」


「ああ。俺が英をこんなに好きになったのは、最初は一目惚れに近いけど、それだけじゃなくておまえが持ってる強い心に惹ひかれたからだ。……それが俺を救ってくれた」


「嘉海さん……」


　そう言って微笑わらう嘉海が緩ゆるやかに繰くり返すキスに応こたえながら、英は自分にもたらされたものの大きさを感じて、そっとそれを胸の奥に抱だく。


　いつ誰だれと、どんな別れがくるかわからない世界の中で、自分の手の中に、こんな出会いが落ちてくるなんて思わなかった。こんなに好きなひとができるなんて、考えもしなかった。


　だけど、だからこそ、それがどれだけ幸せなことなのか、わかる。


「あとはオセロに感謝だな。あの日オセロが飛びついておまえの服汚よごしたから、今英が俺の腕の中にいるんだもんな」


「……後で、お礼言います」


　キスを解いた嘉海が言った言葉に、初めてそんなふうに軽口のようなものを返せた英は、笑みを浮うかべる。


　嘉海が言ってくれるように、自分に強い心があるとすれば、きっとそれは彼がいてくれたからだ。嘉海を好きになったのでなければ、こんな自分にはなれなかった。


　そしてそれが嘉海を救うというのなら。


（……うれしい）


　連鎖する想いが、ふたりともを幸せにしてくれるなんて、どれだけすごいことだろう。


　そんなことを思いながら英は、確実に自分の中のベクトルが、強く、前を向いていることを感じた。




獣じゆう医いさんと恋こいする子こ犬いぬ





高たか野の真ま名な
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